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           午前10時00分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（笹川広美議員） おはようございま

す。 

 ８番 林 真弥議員から入院のため欠席届

が提出されていますので、報告します。 

 また、12番 坂井幸雄議員から病気療養の

ため欠席届が提出されていますので、報告い

たします。 

 ５番 澤 良一議員からは遅参するとの連

絡をいただいておりますので、報告をいたし

ます。 

 ただいまの出席議員数は８名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますの

で、これより令和６年度中能登町議会９月定

例会議を再開します。 

 なお、本定例会議の会議期間は、会議日程

表のとおり本日から９月20日までの16日間と

いたします。 

 また、本日の議事日程は、お手元に配付の

とおりであります。 

 次に、諸般の報告をいたします。 

 地方自治法第121条の規定による本会議に

出席する者を別紙の説明員職氏名一覧表とし

てお手元に配付しましたので、ご了承願いま

す。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

 ◎会議録署名議員の指名 

○議長（笹川広美議員） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 本定例会議の会議録署名議員は、会議規則

第121条の規定により、２番 合田 宏議

員、３番 角 久子議員を指名いたします。 

 

 ◎議案の一括上程 

○議長（笹川広美議員） 日程第２ 

 議案第20号 中能登町災害対策基金条例の

制定について 

 議案第21号 中能登町情報通信技術を活用

した行政の推進に関する条例の制定について 

 議案第22号 行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律

等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例について 

 議案第23号 令和６年度中能登町一般会計

補正予算 

 議案第24号 令和６年度中能登町介護保険

特別会計補正予算 

 議案第25号 令和６年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算 

 議案第26号 令和６年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算 

 議案第27号 令和６年度中能登町水道事業

会計補正予算 

 議案第28号 令和６年度中能登町下水道事

業会計補正予算 

 議案第29号 中能登町過疎地域持続的発展

計画の変更について 

 認定第１号 令和５年度中能登町一般会計

歳入歳出決算認定について 

 認定第２号 令和５年度中能登町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第３号 令和５年度中能登町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第４号 令和５年度中能登町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第５号 令和５年度中能登町分譲宅地

造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第６号 令和５年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 認定第７号 令和５年度中能登町水道事業

会計歳入歳出決算認定について 

 認定第８号 令和５年度中能登町下水道事

業会計歳入歳出決算認定について 

 以上の議案10件、認定８件を一括して議題

といたします。 
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 ◎提案理由説明 

○議長（笹川広美議員） 町長から提案理由

の説明を求めます。 

  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 本日ここに、令和６年度中

能登町議会９月定例会議の開会に当たり、町

の近況について申し述べるとともに、提案い

たしました各議案についてご説明をいたしま

す。 

 まず初めに、今年は４年に一度の夏のオリ

ンピックの年でありました。７月26日に開幕

したパリオリンピックでは、32競技329種目

で連日熱戦が繰り広げられ、日本は、柔道を

はじめ体操、フェンシング、スケートボー

ド、卓球、レスリングなどの競技で金メダル

20個、銀メダル12個、銅メダル13個、合計45

個のメダルを獲得し、私たちに多くの感動を

与えてくれました。 

 中でもレスリング競技は、金メダル８個を

含む11個のメダルを獲得するなど、日本選手

の強さが際立ちました。 

 現在、パラリンピックが開催されています

が、日本選手のさらなる活躍を期待したいと

思います。 

 次に、第106回全国高等学校野球選手権大

会では、石川県代表として出場した小松大谷

高等学校が１回戦での夏の甲子園初勝利に続

き、２回戦では優勝候補の強豪校を破るな

ど、石川県に明るいニュースを届けてくれま

した。 

 また、中能登中学校出身の選手もレギュラ

ーとして出場しており、その堂々としたプレ

ーは、見ている私たちにも元気と希望を与え

てくれました。 

 これらの明るい話題を糧とし、今後の復

旧・復興に取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 次に、今年の夏も昨年に引き続き記録的な

猛暑に見舞われ、太平洋側では40度に迫る危

険な暑い日が続きました。また、各所でのゲ

リラ豪雨のニュースも連日のように報道され

ております。 

 このような中、この夏は、全国各地で大規

模な自然災害が多発しました。 

 まず、８月８日に九州南部を震源とするマ

グニチュード7.1、最大震度６弱の地震が発

生したことから、気象庁は南海トラフ地震臨

時情報を初めて発表し、今後の巨大地震への

注意を呼びかけました。 

 さらに、翌日の９日には神奈川県で、19日

には茨城県でそれぞれ震度５弱の地震が発生

しております。 

 また、お盆の時期に発生した台風５号が東

北地方を横断し、記録的な風水害を引き起こ

したほか、先日の台風10号は、強い勢力を維

持したまま日本列島をゆっくり縦断し、全国

各地に甚大な被害をもたらしました。 

 町では、８月30日の気象予報を基に、町内

３か所で避難所開設の準備をしておりました

が、接近前に熱帯低気圧に変わったことで町

内への被害はありませんでした。 

 台風が多く発生する時期を迎えましたの

で、町民の皆様には、今後の気象情報に注意

するとともに、いざというときの備えを万全

にしていただきますようお願いいたします。 

 それでは、本定例会議に提案いたしました

議案の主な内容につきまして、順次ご説明を

いたします。 

 初めに、議案第20号 中能登町災害対策基

金条例の制定についてであります。 

 この条例は、能登半島地震に関連して寄せ

られた支援金や寄附金、見舞金を管理、運用

するために、新たな基金を創設するものであ

ります。 

 次に、議案第21号 中能登町情報通信技術

を活用した行政の推進に関する条例の制定に

ついてであります。 

 この条例は、町での手続等に関し、オンラ

インで行うことについて、共通する事項を定

めることにより、手続等に係る申請者の利便
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性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化

を図ることを目的に制定するものでありま

す。 

 次に、議案第22号 行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律等の一部を改正する法律の一部の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例について

であります。 

 この条例は、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律

等の一部を改正する法律の一部の施行に伴

い、健康保険証が廃止されることから所要の

改正を行うものであります。 

 次に、議案第23号 令和６年度中能登町一

般会計補正予算につきましては、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ２億8,713万

2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ151億7,783万6,000円とする

ものであります。 

 また、第２表債務負担行為補正につきまし

ては、後期高齢者健診業務及び集団がん検診

等業務について、令和７年度までを期間とし

て限度額を設定するものであります。 

 第３表地方債補正につきましては、臨時財

政対策債のほか５つの事業について、限度額

１億2,971万8,000円を追加するものでありま

す。 

 補正予算の歳入で主なものは、第９款地方

特例交付金として7,034万1,000円、第10款地

方交付税の普通交付税として２億9,537万

3,000円、第14款国庫支出金の災害復旧費国

庫負担金として１億1,480万円、第15款県支

出金の農林水産業費県補助金として2,031万

5,000円、第19款繰越金として6,382万3,000

円、第20款諸収入の雑入として2,660万3,000

円をそれぞれ増額するものであります。 

 また、第14款国庫支出金、土木費国庫補助

金の社会資本整備総合交付金として1,672万

円、第18款繰入金の財政調整基金繰入金とし

て４億3,208万8,000円をそれぞれ減額するも

のであります。 

 歳出で主なものは、第４款衛生費の感染症

予防事業費として3,660万3,000円、第11款災

害復旧費の農業用施設災害復旧事業費として

1,400万円、同じく災害復旧費の公共土木施

設災害復旧事業費として１億6,125万6,000

円、同じく災害復旧費の社会教育施設災害復

旧事業費として8,000万円をそれぞれ増額す

るものであります。 

 また、第８款土木費の社会資本整備総合交

付金事業として3,443万3,000円を減額するも

のであります。 

 次に、議案第24号 令和６年度中能登町介

護保険特別会計補正予算につきましては、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,200

万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ26億7,100万9,000円とする

ものであります。 

 補正予算の主なものは、国県等返還金の増

額であります。 

 次に、議案第25号 令和６年度中能登町国

民健康保険特別会計補正予算につきまして

は、歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ

100万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ16億7,100万円とするもので

あります。 

 補正予算の主なものは、国県等返還金の増

額であります。 

 次に、議案第26号 令和６年度中能登町ケ

ーブルテレビ事業特別会計補正予算につきま

しては、歳入歳出予算の増減はなく、歳入で

は、前年度事業の確定により放送サービス使

用料及びケーブルテレビ事業の繰越金を増額

し、一般会計繰入金を減額するものでありま

す。 

 また、歳出では、第１款ケーブルテレビ事

業費の一般管理費及び施設整備費において財

源内訳を変更するものであります。 

 次に、議案第27号 令和６年度中能登町水

道事業会計補正予算につきましては、下水道
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災害復旧に係る水道管移設補償費として、資

本的収入及び支出で１億1,300万円をそれぞ

れ増額するものであります。 

 次に、議案第28号 令和６年度中能登町下

水道事業会計補正予算につきましては、災害

復旧に係る経費として、資本的収入及び支出

で４億5,300万円をそれぞれ増額するもので

あります。 

 次に、議案第29号 中能登町過疎地域持続

的発展計画の変更についてであります。 

 この計画を変更するに当たり、過疎地域の

持続的発展の支援に関する特別措置法の規定

により、議会の議決を求めるものでありま

す。 

 次に、認定第１号から認定第８号までにつ

いてご説明いたします。 

 これら８件の認定案件につきましては、令

和５年度各会計の決算について監査委員の審

査が終了いたしましたので、一般会計及び各

特別会計につきましては地方自治法の規定に

より、水道事業会計及び下水道事業会計につ

きましては地方公営企業法の規定により、そ

れぞれ監査委員の意見を付して議会の認定を

求めるものであります。 

 以上、本日提出いたしました議案各件につ

きまして、その大要をご説明申し上げました

が、議員各位におかれましては、慎重なるご

審議をいただき、適切なる議決を賜りますよ

うお願いを申し上げまして、提案理由の説明

を終わります。 

○議長（笹川広美議員） 町長の提案理由の

説明が終わりました。 

 

 ◎議 案 説 明 

○議長（笹川広美議員） これより、本定例

会議に上程されました議案10件、認定８件に

ついて一括して議案の説明及び質疑を行いま

すが、執行部におかれましては、説明は簡

潔、明瞭で、答弁は的確なものとされるよう

求めておきます。 

 なお、予算関係の議案第23号から議案第28

号までの補正予算についての質疑は９日の予

算決算常任委員会で行いますので、ここでの

質疑は省略します。 

 また、認定第１号から認定第８号までの決

算認定については、説明及び質疑ともに10日

からの予算決算常任委員会で行いますので、

ここでの説明及び質疑は省略します。 

 それでは、議案第20号 中能登町災害対策

基金条例の制定について説明を求めます。 

 議案書は、４ページ及び５ページとなりま

す。 

 横井参事兼総務課長 

  〔横井正之参事兼総務課長登壇〕 

○横井正之参事兼総務課長 それでは、議案

書の４ページを御覧ください。 

 議案第20号 中能登町災害対策基金条例の

制定について、上記の議案を別紙のとおり提

出するものであります。 

 議案書は５ページですが、説明資料の２ペ

ージで説明をいたします。 

 まず制定の理由ですが、令和６年１月１日

に発生した能登半島地震に関連して、これま

で個人、団体等から支援金、寄附金、見舞金

等をいただいており、この支援金等を管理、

運用するために基金を創設するものでありま

す。 

 次に、制定の概要ですが、条例の制定によ

り、予算に定める範囲で受入れした支援金等

の積立てを行うとともに、災害対応に要する

経費の財源として基金を処分することができ

ることとします。 

 また、基金の設置により、支援金等の受入

れ状況や使途が明確化されるとともに、計画

的な財源の活用が可能となり、災害対策や復

旧・復興事業のさらなる推進が期待できるも

のであります。 

 議案書の５ページを御覧ください。 

 条文について、主な内容を説明いたしま

す。 
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 まず、第１条では、設置の目的について。

震災、風水害などから町民の生命及び財産を

守るとともに、災害予防対策、被災者支援及

び復旧・復興対策等を円滑かつ効果的に推進

するため、この基金を設置するものでありま

す。 

 第２条では、基金に積み立てる額は、一般

会計歳入歳出予算において定める額とするも

のであります。 

 第３条では、基金については、預金その他

最も確実かつ有利な方法により保管すること

としています。 

 第６条では、基金は、目的を達成するため

に要する経費の財源に充てる場合に限り、そ

の全部または一部を処分することができるも

のとします。 

 この条例の施行期日は、公布の日でありま

す。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 説明が終わりまし

た。議案第20号について質疑はありません

か。 

 ６番 古玉いづみ議員 

○６番（古玉いづみ議員） それでは、お聞

きいたします。 

 この基金の今現在集まっている、そういっ

た支援金の額。そして、こちらのほうに使

途、使い方というのが書かれていないんです

けれども、今現在どのようなものに使うとい

うような構想はあるのでしょうか。お伺いい

たします。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

○横井正之参事兼総務課長 お答えをいたし

ます。 

 今現在の金額ですけれども、５年度末で約

8,000万円となっております。６年度は、今

現在進行形ということで集計中であります。 

 使途でありますけれども、ここにもありま

すけれども、主に復旧・復興の事業に充当す

るということで考えております。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 古玉議員 

○６番（古玉いづみ議員） 復興・復旧とい

うことですけれども、町民の生活、やっぱり

圧迫している方も多数おられますけれども、

そういった町民の生活を支えるようなものに

使うというような計画はあるのでしょうか、

お伺いいたします。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

○横井正之参事兼総務課長 お答えをいたし

ます。 

 使途につきましては、今後いろんな使い方

が考えられますので、検討をしていきたいと

考えております。よろしくお願いします。 

○６番（古玉いづみ議員） よろしくお願い

いたします。 

○議長（笹川広美議員） ほかに質疑等ござ

いますか。 

 ５番 澤 良一議員 

○５番（澤 良一議員） 前回、全協でした

かね、この説明を聞きました。そのときに幾

つか私、質問しました。それは初めてつくる

条例なので、ここはやっぱり慎重に議論をし

なきゃいかんということで、一回できてしま

うと、なかなかそれを変えるとかできないの

で、そういうお話をしました。 

 あのとき何点かお話ししましたけど、あれ

は変えられたんですか、それともそのままな

んですか。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

○横井正之参事兼総務課長 お答えします。 

 前回、全協のとき、結果からいくと変更は

しておりません。 

 よろしくお願いします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） こういう重要な条

例を制定するということでお話をしました
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が、検討されておらんというのは、なぜ検討

されない。それをする値がないということで

すか。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

○横井正之参事兼総務課長 お答えいたしま

す。 

 値がないわけではありませんので、現行の

ままで進めることで大丈夫かなということ

で。 

 ということで、よろしくお願いします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 大丈夫というのも

一つの判断なんですが、やっぱり大事なの

は、総務課に限らずですけど、これまでもい

ろんな案件があって、検討するとかいうよう

な話がありました。その後、議員も駄目なん

ですけれども、確認してないんですよね。し

たのかしてないのか。した結果こうだという

のであれば、それなりに評価できるんですけ

ど、全くしてなくて、あのとき聞いたけどそ

のままで、これで行きますと。今日がこの最

終日ですよね。 

 これをもってして、この判断をしてくれと

いうことが失礼だけど執行の姿勢なんですよ

ね。やっぱりそれはまずいと思う。災害対策

基金条例に限らずですけれども、本当にあの

ときもお話ししましたけれども、新たに条例

をつくるということは、一回つくると本当に

変えられないです。 

 ちょっと余談になりますけど、地方自治法

180条に基づく専決事項のあそこの５つの要

件ありますよね。今見ると、えっというのが

ありますよ。だけどあれは通った、当時の議

会で。そのときにきっちり本当にそのことを

一回決めることによってどんなリスクがある

とかいうことまで見ないかんと思ったもの

で、私、聞いている。 

 だから今回の参事のお話だと、検討すらし

ておらんということなもので、それが今日の

議会に対する姿勢だということで私は判断さ

せていただきます。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） ほかに質疑はあり

ますか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第21号 中能登町情報通信技術

を活用した行政の推進に関する条例の制定に

ついて説明を求めます。 

 議案書は、６ページから11ページとなりま

す。 

 横井参事兼総務課長 

○横井正之参事兼総務課長 それでは、議案

書６ページを御覧ください。 

 議案第21号 中能登町情報通信技術を活用

した行政の推進に関する条例の制定につい

て、上記の議案を別紙のとおり提出するもの

であります。 

 議案書は７ページから11ページまでです

が、説明資料の３ページで説明をいたしま

す。 

 まず、制定の理由ですが、町での手続等に

関し、電子情報処理組織を使用する方法、そ

の他の情報通信技術を利用する方法により行

うことについて、共通する事項を定めること

により、手続等に係る関係者の利便性の向上

並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るも

のであります。 

 次に、制定の概要ですが、条例等で定めら

れている書面で行うこととされている行政手

続について、オンラインで行うことができる

ようにするとともに、オンラインによる申請

等が従来の規定のとおり手続が行われたもの

として取り扱うことを定めるものでありま

す。 

 議案書の７ページに戻ってください。 

 条文について、主な内容を説明いたしま

す。 
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 まず、第１条では、目的についてですが、

これは先ほど制定の理由で説明をさせていた

だきましたので、省略をさせていただきま

す。 

 次に、第２条では、この条文における用語

の定義について定めています。 

 ８ページを御覧ください。 

 第３条及び９ページの第４条では、申請等

や処分通知等について、電子情報処理組織、

いわゆるオンラインにより行うことができる

ことと定めております。 

 第５条、第６条では、縦覧等や作成等につ

いて、電磁的記録、例えばパソコンの画面上

で行うことができることを定めております。 

 10ページを御覧ください。 

 第７条では、オンライン化することの適用

除外を定めており、オンライン化することが

適当でないもの、それから既にオンラインを

利用することが定められているものなどは対

象としないこととしております。 

 施行の期日は、公布の日であります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 説明が終わりまし

た。議案第21号について質疑はありません

か。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第22号 行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律等の一部を改正する法律の一部の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例について

説明を求めます。 

 議案書は、12ページから14ページとなりま

す。 

 横井参事兼総務課長 

○横井正之参事兼総務課長 それでは、議案

書の12ページを御覧ください。 

 議案第22号 行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律

等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例について、上記

の議案を別紙のとおり提出するものです。 

 議案書は13ページから14ページまでです

が、説明資料の４ページで説明をいたしま

す。 

 まず、改正の理由ですけれども、行政手続

における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律等の一部を改正する法律

の一部の施行に伴い、健康保険証が廃止され

ることから所要の改正をするもの及び健康保

険証の廃止に伴い町の各種医療費助成制度に

おいて加入保険情報等の確認が必要となるこ

とから、各種医療費助成の事務について、条

例で規定することで情報連携を可能とするた

めであります。 

 次に、改正の概要ですが、健康保険証の廃

止に伴い、健康保険証の返還要求に応じない

場合の字句について改正をすること及び子ど

も医療費の給付、ひとり親家庭等医療費給付

及び心身障害者医療費の助成の３つの医療費

助成制度について、マイナンバーの独自利用

制度を活用して、マイナンバーを利用した情

報連携について可能とするものであります。 

 施行の期日は、中能登町国民健康保険条例

の一部改正については令和６年12月２日と

し、中能登町行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用に関する条例の一部改

正については、公布の日であります。 

 説明資料の５ページから９ページまでは、

新旧対照表を掲載しております。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 説明が終わりまし

た。議案第22号について質疑はありません

か。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ないようでありま

す。 

 次に、議案第23号 令和６年度中能登町一
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般会計補正予算について説明を求めます。 

 まずは、歳入全般について説明を求めま

す。 

 議案書は、15ページから24ページとなりま

す。 

 横井参事兼総務課長 

○横井正之参事兼総務課長 それでは、議案

書の15ページを御覧ください。 

 議案第23号 令和６年度中能登町一般会計

補正予算については、次に定めるところによ

るものです。 

 第１条、歳入歳出予算の補正では、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億8,713

万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ151億7,783万6,000円とす

るものであります。 

 第２条、債務負担行為の補正については、

第２表債務負担行為補正によるものとしま

す。 

 第３条、地方債の補正については、第３表

地方債補正によるものとします。 

 続いて、19ページを御覧ください。 

 第２表債務負担行為補正であります。 

 まず、後期高齢者健診（集団健診）業務に

ついては、期間を令和７年度とし、限度額を

390万円とするものであります。 

 次に、集団がん検診等業務については、期

間を令和７年度とし、限度額を1,693万円と

するものであります。 

 続いて、20ページを御覧ください。 

 第３表地方債補正であります。 

 まず、起債の目的としましては、事業の実

施に伴い、起債限度額を変更するものであり

ます。 

 臨時財政対策債では、限度額を718万2,000

円減額して1,461万8,000円とするものです。 

 次に、一般町道整備事業債では、限度額を

1,090万円減額して3,850万円とするもので

す。 

 次に、一般単独施設改修事業債では、限度

額を1,470万円増額して4,080万円とするもの

です。 

 次に、補助災害復旧事業債では、限度額を

１億2,640万円増額して３億2,470万円とする

ものです。 

 次に、単独災害復旧事業債では、限度額を

20万円増額して２億4,220万円とするもので

す。 

 最後に、社会福祉施設等整備事業債では、

限度額を新たに650万円追加するものであり

ます。 

 続いて、23ページを御覧ください。 

 歳入について、主なものを申し上げます。 

 初めに、第９款地方特例交付金ですが、今

年度の交付額が確定見込みとなったことか

ら、7,034万1,000円を増額して8,294万1,000

円とするものです。 

 次に、第10款地方交付税ですが、今年度の

普通交付税が確定見込みとなったことから、

２億9,537万3,000円を増額して合計 47億

3,137万3,000円とするものです。 

 次に、第14款の国庫支出金及び第15款の県

支出金については、補助対象事業費の新規割

当てや増減に伴う見込額をそれぞれ計上した

ものであり、事業の詳細については歳入で説

明をさせていただきます。 

 次に、第18款繰入金、基金繰入金、財政調

整基金繰入金では４億3,208万8,000円を減額

するものですが、これは普通交付税の確定見

込みなどにより財源の調整を行うものであ

り、財政調整基金に繰り戻すものでありま

す。 

 続いて、24ページを御覧ください。 

 第19款繰越金は、前年度からの繰越金とし

て6,382万3,000円を増額するものでありま

す。 

 続いて、第20款諸収入、雑入では、総務費

雑入として、七尾市事務委託費返納金1,000

万円の減額であります。これは、例年ですと

七尾市に委託していますごみ処理や斎場など
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の事務経費について、事業費の確定に伴う精

算後については返還される場合が多いのです

が、令和５年度については、能登半島地震の

影響により、ごみ処理施設の応急修繕等の経

費が発生したため、中能登町として応分の追

加負担が発生することから減額とするもので

あります。 

 また、健康保険課雑入では、新型コロナ定

期接種ワクチン確保事業に対する助成金で

3,660万3,000円の増額でありますが、事業の

詳細については歳出のところで説明いたしま

す。 

 最後に、第21款町債ですが、これは先ほど

地方債補正で説明いたしましたので、ここで

の説明は省略をさせていただきます。 

 歳入の説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 続いて、同じく議

案第23号 令和６年度中能登町一般会計補正

予算の歳出について説明を求めます。 

 議案書は、25ページから37ページとなりま

す。 

 横井参事兼総務課長 

○横井正之参事兼総務課長 それでは、歳出

について、25ページを御覧ください。 

 まず初めに、歳出全般にわたりまして給与

費の補正を行っていますが、これは４月の人

事異動などにより過不足分を補正するもので

ありますので、各款における給与費の説明に

ついては省略をさせていただきますので、ご

了承を願います。 

 まず、第２款１項１目２細目一般管理事業

で510万5,000円の増額をお願いするものであ

ります。 

 委託料、業務委託としてアナログ規制の点

検、見直し支援業務で198万円の増額であり

ます。 

 このアナログ規制とは、行政サービスを受

ける際、条例や規則などで、目視や書面提示

などデジタル技術を活用せずに行っているも

のを指します。 

 現在、国では、国民がデジタル社会の恩恵

を一層実感できるように、暮らしに関連する

行政サービスについて、このアナログ規制を

見直し、デジタル化できるものについては、

条例、規則などの改正を含め取り組むように

と示しております。 

 今回の補正については、中能登町の条例、

規則などについて点検し、アナログ規制の洗

い出しを行い、見直しに向け、資料を作成す

るための支援について業務委託を行いたく、

所要額を計上しました。 

 本格的な見直し業務については、来年度当

初予算で支援についての委託料を計上したい

と思っております。 

 次に、負担金では、令和５年度七尾鹿島広

域行政推進事務費精算金として312万5,000円

の増額をお願いするものです。 

 これは、先ほど歳入のほうでも説明しまし

たが、令和５年度の事務費として、能登半島

地震で被災したごみ処理施設の応急修繕等が

増額となりましたが、令和５年度中に補正予

算等の対応ができなかったことから、七尾市

と協議の上、中能登町の負担分について、精

算金として令和６年度予算から支払うため、

所要額を計上したものであります。 

 次に、７細目姉妹町交流事業で80万円の増

額をお願いするものであります。 

 これは、10月20日に姉妹町であります三重

県紀宝町において紀宝みなとフェスティバル

が開催されますが、職員などの参加及び相互

交流に要する経費を計上するものでありま

す。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 岩田企画情報課長 

  〔岩田 正企画情報課長登壇〕 

○岩田 正企画情報課長 続きまして、議案

書は25ページ下段をお願いいたします。 

 ２目１細目広報広聴事業では28万円の減額

補正をお願いするものです。 

 内容といたしましては、ケーブルテレビ事
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業特別会計への繰出金の減額補正であり、詳

細につきましては、ケーブルテレビ事業特別

会計で説明させていただきます。 

 続きまして、議案書26ページをお願いいた

します。 

 ６目９細目公共交通事業では34万4,000円

の増額補正をお願いするものです。 

 内容といたしましては、12節の委託料で、

おりひめバス内の運賃箱を新紙幣と新硬貨に

対応するための部品交換及びソフト改修費用

として２台分の34万4,000円であります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 高名総務課担当課

長 

  〔高名雅弘総務課担当課長登壇〕 

○高名雅弘総務課担当課長 それでは続きま

して、中ほどになります。 

 ８目石川県復興基金事業費で47万1,000円

を追加するものです。 

 この目は、令和６年能登半島地震復興基金

の創設に対応して新たに設定するもので、今

回の補正では臨時託児サービス設置事業を追

加するものです。 

 これは、中能登町が震災からの復旧・復興

に向けた説明会や復旧・復興に向けた各種事

業などで、その会場でお子様をお預かりする

託児サービスの費用を計上するもので、その

必要となる経費といたしまして時間外勤務手

当や消耗品費、お子様への食糧費、会場使用

料といたしまして見込んだ使用料及び賃借料

の合計で47万1,000円を計上いたしました。 

 なお、この事業の県基金からの補助率は10

分の10で、補助上限として１回当たり15万円

が県の基金から補助されます。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 田畠長寿福祉課長 

  〔田畠洋子長寿福祉課長登壇〕 

○田畠洋子長寿福祉課長 続きまして、28ペ

ージの下段を御覧ください。 

 ３款１項３目６細目老人福祉施設費で650

万円の増額をお願いするものであります。 

 これは、デイサービスセンターひまわりに

ついて、能登半島地震発災後の時間の経過と

ともに新たに見つかった外壁のひび割れの修

繕と、併せて外壁全体の耐久化を図るための

塗装を行うものであります。 

 この財源につきましては、社会福祉施設等

整備事業債を充てる予定としております。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 山辺健康保険課長 

  〔山辺浩久健康保険課長登壇〕 

○山辺浩久健康保険課長 それでは、議案書

30ページの下段を御覧ください。 

 ４款１項２目、事業名１、感染症予防事業

で3,660万3,000円の増額をお願いするもので

あります。 

 ここでは、12節委託料で、新型コロナウイ

ルス感染症の定期予防接種業務委託として、

国から示される接種単価が当初の7,000円か

ら今回１万5,300円へと大幅な変更となり、

その増額分8,300円に接種者4,410名分を見込

んで計上したものであります。財源は全額措

置され、諸収入として見込んでおります。 

 新型コロナウイルス感染症につきまして

は、今年度から定期接種化となり、65歳以上

の方を対象に年１回の接種とされました。当

町では、インフルエンザと同様、来月10月１

日から来年１月31日までの４か月間、医療機

関での個別接種が実施されることとなってお

り、現在準備を進めております。 

 接種される方の自己負担額は2,000円で

す。対象となる方には、今月末頃、順次お知

らせと接種券をお送りいたしますので、注意

事項をお読みいただきまして接種のご判断を

お願いいたします。 

 説明は以上です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（笹川広美議員） 田中参事兼生活環

境課長 

  〔田中 智参事兼生活環境課長登壇〕 
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○田中 智参事兼生活環境課長 それでは、

31ページ上段をお願いいたします。 

 ４款２項１目１細目環境衛生事業費で415

万5,000円の増額補正をお願いするものでご

ざいます。 

 まず、12節の141万円の業務委託でござい

ますが、これは2050年までにカーボンニュー

トラルの実現を法律で明記されており、それ

に基づき全ての地方公共団体に温室効果ガス

削減実行計画の策定が義務づけられておりま

す。 

 令和５年度中に事務事業編を策定し、公表

することで作業を進めておりました。令和３

年度までの温室効果ガス総排出量の算定は完

了しておりますが、令和４年度以降の算定に

ついては、令和６年２月に全職員を対象にし

た説明会を実施し、令和４年度、５年度分の

各施設の電気使用量、公用車の燃料使用量を

各施設、各車両ごとに算定し、環境省の支援

システムであるクラウドサービス「ラップ

ス」への入力をしていただくことで予定して

おりました。しかし、震災の影響によりまし

て災害復旧を優先していることから、カーボ

ンニュートラルに係る関連の検討業務を一旦

中止したため業務委託として対応するものと

させていただいております。 

 続いて、18－１負担金で274万3,000円の増

額でございます。 

 七尾市へのごみ処理に係る負担金で、能登

半島地震によりまして被災したななか中央埋

立場の応急復旧工事費並びに旧のごみ固形燃

料施設の解体に係る基礎調査のための業務料

を計上しております。なお、令和６年度の中

能登町の負担割合は22.76％となっておりま

す。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 藤岡農林課長 

  〔藤岡桂一農林課長登壇〕 

○藤岡桂一農林課長 それでは、議案書31ペ

ージ中段をお願いします。 

 ６款１項２目１細目地域農政推進対策事業

費で、18－２細節補助金で300万円の増額補

正をお願いするものであります。 

 この担い手農業機械導入支援事業は、生産

の効率化に取り組む担い手に対し、必要な農

業用機械、施設の導入を支援する事業で、県

からの割当て内示により増額するものであり

ます。 

 続いて、下段、３目３細目農業施設管理費

では、10－５細節光熱水費で45万8,000円の

増額補正をお願いするものであります。 

 これは、令和６年能登半島地震により、農

林課所管のパルみおやが避難所として利用さ

れたほか、生涯学習施設等の一時閉鎖に伴い

ましてパルみおやの利用が増えたことにより

電気料の基本料金が上がったことによるもの

で、増額をお願いするものであります。 

 続いて、32ページ上段で、４目２細目日本

型直接支払制度事業では、18－２細節補助金

で899万6,000円の増額補正をお願いするもの

であります。 

 これは、令和６年能登半島地震により被災

した農地や農業用施設等の復旧を多面的機能

支払交付金事業を使って実施するために補正

するものであります。 

 続いて、下段の７目３細目県営土地改良事

業費では、12節委託料で100万円の増額をお

願いするものであります。 

 これは、県営ほ場整備事業において、県に

よる事業計画の変更に伴い、併せて促進計画

を変更するものであります。 

 続いて、下段の７目５細目土地改良施設維

持管理適正化事業費では、18－１負担金で９

万円の増額補正をお願いするものでありま

す。 

 これは、土地改良施設維持管理適正化事業

で、令和６年度加入分の事業費の増額により

拠出金を増額するものであります。 

 説明は以上になります。 

○議長（笹川広美議員） 岩田企画情報課長 
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○岩田 正企画情報課長 続きまして、議案

書は33ページ下段をお願いいたします。 

 ７款１項２目１細目観光振興費では８万

8,000円の増額補正をお願いするものです。 

 内容といたしましては、10月25日に開催さ

れますいしかわ県人祭in東京におきまして物

販及び町のＰＲを行うために派遣する生産者

及び職員の旅費等を補正するもので、８節の

１費用弁償として生産者１名分の４万2,000

円と８節の２普通旅費として職員１名分の４

万6,000円であります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） ここで11時10分ま

で休憩といたします。 

           午前11時00分 休憩 

 

           午前11時10分 再開 

○議長（笹川広美議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 笹谷土木建設課長 

  〔笹谷 学土木建設課長登壇〕 

○笹谷 学土木建設課長 それでは、議案書

34ページ下段をお願いいたします。 

 ８款土木費、２項３目３細目社会資本整備

総合交付金事業で3,443万3,000円の減額をお

願いするもので、交付金事業の割当て内示に

よるものであります。 

 内容は、14工事請負費の減額で、末坂地

内、町道Ｔ－１号線道路改良工事や黒氏地

内、町道Ｔ－16号線道路改良工事などの減額

でありますが、割当てされました事業費に基

づき、各路線の工事を着実に進めていきたい

と考えております。 

 説明は以上であります。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

○横井正之参事兼総務課長 次に、35ページ

を御覧ください。 

 ９款１項１目１細目消防総務費で288万

7,000円の増額をお願いするものでありま

す。 

 これは、七尾鹿島広域行政推進に係る事務

費負担金であり、消防本部運営費について、

能登半島地震の被害の影響により復旧費用を

増額することとなったため中能登町の負担分

について所要額を計上するものであります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 高名総務課担当課

長 

○高名雅弘総務課担当課長 それでは続きま

して、35ページの２段目ですが、４目石川県

復興基金事業費85万2,000円を追加するもの

です。 

 この目も新たに設定するもので、能登半島

地震復興基金の創設に併せて設定するもの

で、今回の補正では、災害時受援計画策定支

援事業といたしまして、能登半島地震におい

て支援を受けた関係自治体などの振り返りや

実務検証を通じて受援に係る課題を探り出

し、その対応方法などを整理し、それらを踏

まえた計画を策定するものです。 

 なお、災害時受援計画の策定に当たり、石

川県の復興基金の補助率は２分の１で、補助

上限100万円となっております。 

 説明欄を御覧ください。 

 まず、報償金では、有識者に対する報償金

といたしまして９万6,000円。普通旅費とし

て64万2,000円。これは発災当初に災害マネ

ジメント支援といたしまして支援をいただき

ました三重県紀宝町さんや熊本県御船町さ

ん、福島県南相馬市さんの職員をお呼びいた

しまして検証をお願いするとともに、諸経費

といたしまして必要な消耗品費や食糧費、通

信運搬費を会議費に見込んで計上したもので

す。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 清酒学校教育課長 

  〔清酒秀樹学校教育課長登壇〕 

○清酒秀樹学校教育課長 続いて、36ページ

上段をお願いいたします。 
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 10款１項２目３細目の旧学校施設管理費

で、補正額の増減はありませんが財源内訳の

組替えを行うものであります。 

 これは、旧久江小学校の消防用設備の火災

受信機及び屋内消火栓設備が経年劣化により

不具合が生じており、緊急を要するため既決

予算で対応したものでありますが、一般単独

施設改修事業債の過疎対策事業を充てたこと

から地方債の充当額を増額し、一般財源を減

額するものであります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 木幡生涯学習課長 

  〔木幡嘉広生涯学習課長登壇〕 

○木幡嘉広生涯学習課長 続いて、36ページ

中段をお願いいたします。 

 10款４項１目２細目社会教育活動推進事業

費で71万9,000円の増額をお願いするもので

あります。 

 ７－１報償金から12委託料につきまして

は、生涯学習のつどい開催に係る経費であり

ます。この中で大きなものは12委託料の業務

委託59万4,000円ですが、従来の講演を聞く

スタイルではなく、体験型のワークショップ

形式の開催を考えております。また、今年度

は図書館まつりとの合同での開催を考えてお

ります。 

 次に、２目１細目公民館活動推進事業で30

万円の増額をお願いするものであります。 

 18－２補助金では、各種団体への補助金と

して、青壮年協議会に10万円、実年会に20万

円を計上するものです。 

 次に、４目２細目生涯学習センター管理運

営事業で55万円の増額をお願いするものであ

ります。 

 10－７施設修繕料55万円は、ラピア鹿島と

商工会の間のインターロッキング部分におい

て、経年劣化による陥没が生じたため修繕を

行うものです。 

 次に、37ページになります。 

 ５項１目２細目体育施設維持管理事業で

683万6,000円の増額をお願いするものであり

ます。 

 14節工事請負費で、内容としましては、６

月議会で計上しました古墳公園とりやのユニ

バーサルデザイン遊具更新工事におきまして

一部不足が生じたため、600万円の増額をお

願いするものであります。 

 この不足分についてですが、諸経費分が計

上されていなかったためで、この場を借りて

おわびを申し上げます。大変申し訳ございま

せんでした。今後このようなことのないよう

注意をしてまいります。 

 それから、旧鳥屋中学校横の受電キュービ

クルと北陸電力の電柱との間の高圧ケーブル

を更新する費用として83万6,000円の増額を

お願いするものです。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 清酒学校教育課長 

○清酒秀樹学校教育課長 同じく37ページ上

段になります。 

 ２目２細目の学校給食管理費で、補正額の

増減はありませんが財源内訳の組替えを行う

ものであります。 

 これは、学校給食センター調理場の照明Ｌ

ＥＤ化工事実施に伴うもので、こちらも一般

単独施設改修事業債の過疎対策事業を充てた

ことから地方債の充当額を増額し、一般財源

を減額するものであります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 藤岡農林課長 

○藤岡桂一農林課長 それでは、議案書37ペ

ージ中段をお願いします。 

 11款１項１目１細目農業用施設災害復旧事

業費では、18－２細節補助金で1,400万円の

増額補正をお願いするものであります。 

 これは、農地等手づくり復旧支援事業で、

能登半島地震により被災した農地や農業用施

設のうち、国の災害復旧事業及び多面的機能

支払交付金等の対象とならない小規模な災害

を農家自ら復旧する工事について、今後、申
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請件数の増加が見込まれることから増額をお

願いするものであります。 

 説明は以上になります。 

○議長（笹川広美議員） 笹谷土木建設課長 

○笹谷 学土木建設課長 それでは、議案書

37ページ中ほどをお願いいたします。 

 ２項１目１細目公共土木施設災害復旧事業

費で１億6,125万6,000円の増額をお願いする

ものであります。 

 内容は、12委託料、業務委託で、これは町

道の災害査定を受けて工事を発注するための

詳細設計の費用であります。４月１日付で暫

定で費用を計上しておりましたが、災害査定

が順調に進んでいることから、予算が不足す

るため増額をするものであります。 

 説明は以上であります。 

○議長（笹川広美議員） 木幡生涯学習課長 

○木幡嘉広生涯学習課長 それでは、37ペー

ジの下段をお願いいたします。 

 11款４項２目１細目社会教育施設災害復旧

事業費で8,000万円の増額をお願いするもの

であります。 

 14節工事請負費8,000万円は、旧鳥屋中学

校グラウンドの災害整備に係るものです。地

震発生後、グラウンド内の中央に亀裂が発生

し、またグラウンドの県道側のり面の中央部

分で崩壊の危険性が生じたため、その部分の

土砂を削り取ることで対応しております。 

 このグラウンドの復旧方法につきまして、

これまではソフトボール競技の利用しかなく

今後もそうであることが想定されること。そ

して、地震前の状態では県道側ののり面が非

常に高く、大雨のときには土砂災害のリスク

があること。それから工事費が高額になるこ

とから、削り取った部分を盛土せず、ソフト

ボールのグラウンドが２面取れる状態を確保

する形での復旧を考えております。 

 財源につきましては、国庫補助金、公立教

育施設災害復旧費負担金と地方債を予定して

おります。 

 説明は以上となります。 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第24号

 令和６年度中能登町介護保険特別会計補正

予算について説明を求めます。 

 議案書は、38ページから44ページとなりま

す。 

 田畠長寿福祉課長 

○田畠洋子長寿福祉課長 それでは、議案書

の38ページを御覧ください。 

 議案第24号 令和６年度中能登町介護保険

特別会計補正予算であります。 

 今回の補正予算では、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ6,200万9,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

26億7,100万9,000円とするものであります。 

 続いて、43ページを御覧ください。 

 歳入になります。 

 ６款２項１目介護給付費準備基金繰入金で

6,200万9,000円の増額です。 

 これは、令和５年度の介護給付費などの事

業費の確定に伴い精算をしたところ、国、

県、支払基金からの介護給付費交付金などに

ついて過大交付分を返還する必要があり、そ

の財源として基金から繰り入れて財源の調整

を図るものであります。 

 続いて、44ページを御覧ください。 

 歳出になります。 

 ５款１項３目１細目償還金で6,200万9,000

円の増額であります。 

 これは、今ほどの歳入でも説明いたしまし

たが、令和５年度の介護給付費などの事業費

の確定に伴い、国、県、支払基金に返還する

必要が生じたため、それぞれ所要額を計上す

るものであります。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第25号

 令和６年度中能登町国民健康保険特別会計

補正予算について説明を求めます。 

 議案書は、45ページから52ページとなりま

す。 
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 山辺健康保険課長 

○山辺浩久健康保険課長 それでは、議案書

45ページを御覧ください。 

 議案第25号 令和６年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算であります。 

 今回の補正予算では、第１条、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ100万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

16億7,100万円とするものであります。 

 また、第２条、債務負担行為の追加は、第

２表債務負担行為補正によるものでありま

す。 

 48ページを御覧ください。 

 第２表債務負担行為補正です。 

 国保特定健診（集団健診）業務について、

期間は令和７年度、限度額は630万円とする

もので、今年度内に健診実施業者との契約を

締結し、翌年度当初からスムーズに健診業務

をスタートさせるために、債務負担行為の設

定を行うものであります。 

 続いて、51ページを御覧ください。 

 歳入です。 

 ７款２項１目基金繰入金で80万4,000円の

増額を、また、８款１項１目繰越金で19万

7,000円をそれぞれ見積もるものでありま

す。 

 続いて、52ページを御覧ください。 

 歳出です。 

 ８款１項３目償還金で100万円の増額をお

願いするものです。 

 これは一般会計へ返還するもので、前年度

末に一般会計からその他財政支援分として繰

入れしたものを今回返還するものでありま

す。 

 説明は以上です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第26号

 令和６年度中能登町ケーブルテレビ事業特

別会計補正予算について説明を求めます。 

 議案書は、53ページから59ページとなりま

す。 

 辻口企画情報課担当課長 

  〔辻口 要企画情報課担当課長登壇〕 

○辻口 要企画情報課担当課長 それでは、

議案書53ページをお願いいたします。 

 議案第26号 令和６年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算になります。 

 今回のケーブルテレビ事業特別会計補正予

算では、歳入歳出予算に増減がないため、歳

入歳出予算の総額、歳入歳出それぞれ１億

8,627万5,000円に変更はありません。 

 続いて、58ページをお願いいたします。 

 歳入になります。 

 第２款の使用料及び手数料につきまして

は、放送サービス利用料滞納繰越分が確定し

たことにより２万2,000円の増額をお願いす

るものです。 

 次に、前後しますが、第４款の繰越金につ

きましては、令和５年度から令和６年度への

繰越金が確定したことにより25万8,000円の

増額をお願いするものです。 

 次に、第３款の繰入金につきましては、一

般会計からの繰入金になりますが、放送サー

ビス利用料滞納繰越分及び繰越金の確定によ

る増額分28万円の減額をお願いするもので

す。 

 続いて、59ページをお願いいたします。 

 歳出になります。 

 １款１項１目の一般管理費及び１款１項２

目の施設整備費ともに予算の増減はないた

め、放送サービス利用料滞納繰越分及び繰越

金の確定により財源充当の変更を行うもので

す。 

 説明は以上になります。 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第27号

 令和６年度中能登町水道事業会計補正予算

について説明を求めます。 

 議案書は、60ページから62ページとなりま

す。 

 田中参事兼生活環境課長 
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○田中 智参事兼生活環境課長 それでは、

議案書60ページをお願いいたします。 

 議案第27号 令和６年度中能登町水道事業

会計の補正予算であります。 

 第２条、予算書第４条資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正するもので、収入

の第１款第１項の負担金並びに支出の第１款

第１項建設改良費で、それぞれ１億1,300万

円を補正するものでございます。 

 続いて、62ページをお願いいたします。 

 まず、収入の３目災害復旧費他会計負担金

は、下水道管の災害復旧工事に伴い水道管が

支障となることから、下水道会計から水道会

計へ移設補償費として１億1,300万円を計上

しております。 

 続いて、支出でございます。 

 １目の改良工事費で１億1,300万円の計上

でございます。 

 内訳でございます。給与費、備消耗品費、

燃料費、光熱水費、通信運搬費の事務経費と

して計上しており、その合計は600万円でご

ざいます。この事務経費は、人件費として限

度額である満額の80％の480万円を計上して

おり、職員の給与費に充当するものでござい

ます。残りの20％は、需用費として備消耗品

費から通信運搬費の各科目に30万円を充当し

ております。 

 続いて、委託料の1,000万円並びに工事請

負費9,700万円の計上は、下水道管の復旧箇

所に伴う移設工事分を計上したもので、施工

延長としては604メーター分の計上となって

おります。 

 水道会計は以上でございます。 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第28号

 令和６年度中能登町下水道事業会計補正予

算について説明を求めます。 

 議案書は、63ページから66ページとなりま

す。 

 田中参事兼生活環境課長 

○田中 智参事兼生活環境課長 それでは、

議案書63ページをお願いいたします。 

 議案第28号 令和６年度中能登町下水道事

業会計補正予算であります。 

 第２条です。予算書第４条資本的収入及び

支出の予定額を次のとおり補正するものでご

ざいます。 

 まず、収入の第１款第２項補助金で２億

9,800万円を増額し９億4,233万1,000となり

ます。 

 次に、第３項企業債で１億5,500万円を増

額し４億6,840万円とするものでございま

す。 

 次に、支出でございます。 

 第１款第１項建設改良費で４億5,300万円

を増額し６億146万9,000円とするものであり

ます。 

 続いて、64ページをお願いいたします。 

 企業債でございます。 

 第３条であります。予算書第５条企業債の

限度額を次のとおり改めるものでございま

す。 

 まず、起債の目的でございます。 

 災害復旧事業の特環分といたしまして、補

正後の限度額を１億1,700万円増額し１億

5,650万円に改めるものでございます。 

 また、その下の集排分については3,800万

円を追加するものであります。 

 続いて、66ページをお願いいたします。 

 ここでは公共下水道及び農業集落排水施設

に係る災害復旧費の計上となり、４億5,300

万円の補正となります。 

 まず、国庫補助金では２億9,800万円の補

正で、補助率は３分の２の計上となっており

ます。 

 その下の災害復旧事業債は３分の１の計上

で、裏負担100％充当となっておりまして１

億5,500万円の計上であります。 

 続いて、支出でございます。 

 １項建設改良費、7目災害復旧費で４億

5,300万円の計上となっております。 
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 内訳でございますが、水道会計同様、給

料、備消耗品費、燃料費、光熱水費、通信運

搬費の事務経費として計上しておりまして、

その合計は600万円でございます。この事務

経費については、人件費として限度額である

満額の80％の480万円を計上し、職員の給与

費に充当するものでございます。残りの20％

は、需用費として各科目に30万円を充当させ

ていただくものです。 

 次に、委託料7,400万円、その下の補償費

１億1,300万円、その下の工事請負費２億

6,000万円の補正になりますが、これらの補

正について申し上げさせていただきます。 

 発災後、下水道の被害状況の目視確認によ

る１次調査が１月９日から岐阜県並びに日本

下水道協会の協力を得まして、また全国各地

の自治体の応援により実施され、その結果を

基に、２次調査ではカメラによる詳細調査を

経て、６月26日から災害査定が始まってお

り、８月30日にようやく下水道の災害査定が

終了し、下水道施設の被害状況を取りまとめ

できる段階となりました。 

 今回の査定では、受検箇所数を１工区当た

り１キロ程度に区切り、17の工区に分け査定

の受検を行っており、被害延長につきまして

は14.497キロメートルとなりました。 

 今回の被災の原因は、管のたわみによる管

内の汚水の滞留が８割程度を占めており、汚

水の流れが悪い状況となっております。ま

た、マンホールの隆起によるマンホールと管

口のずれによる管の閉塞が主な要因で、町内

８か所で現在も応急仮設ポンプで対応してい

る状況であります。 

 町民の皆様には大変ご不便をおかけしてお

りますが、復旧には長期間を要することであ

りますので、ご理解をお願いしたいと思いま

す。 

 今後は、重要な幹線管渠や応急仮設ポンプ

を設置してある箇所を優先に詳細設計に着手

し、本復旧工事を順次行っていくこととして

おります。 

 なお、今回の査定の総額につきましては、

下水道管の本復旧工事及び今後必要となる測

量試験費、詳細設計費、家屋調査費、また、

これまでに行った応急仮設工事費、水道管の

移設補償費を含んだものが査定の総額となっ

ております。その総額は47億593万9,000円と

なりました。 

 これらを踏まえ、今回の補正では、まず委

託料として7,400万円は８工区分の設計業務

委託分として計上し、延長的には6,000メー

ター分を計上させていただきました。 

 続いて、補償費の１億1,300万円は水道管

の移設補償費として計上したもので、工事施

工延長としては604メーター分の計上となり

ます。 

 続いて、工事請負費の２億6,000万円分に

つきましては、下水道本管の本復旧工事費で

１億7,700万円の計上で、施工延長としては

880メーター分の計上です。 

 また、鹿島中部クリーンセンターの第２系

列最終沈殿池の汚泥掻き寄せ機についても被

災しており、その復旧費として8,300万円の

計上となっております。 

 なお、この復旧に係る国の災害補助金は先

ほど申したとおり３分の２、残りの３分の１

は企業債を充当し、交付税措置率は50％であ

り、町の実質持ち出しは総事業費の16.66％

となり、災害査定総額で試算いたしますと約

７億9,000万円の持ち出しとなる見込みでご

ざいます。 

 説明は以上でございます。 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第29号

 中能登町過疎地域持続的発展計画の変更に

ついて説明を求めます。 

 議案書は、67ページから131ページとなり

ます。 

○議長（笹川広美議員） 岩田企画情報課長 

○岩田 正企画情報課長 それでは、議案書

67ページをお願いいたします。 
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 議案第29号 中能登町過疎地域持続的発展

計画の変更についてです。 

 中能登町過疎地域持続的発展計画を別紙の

とおり変更することについて、過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法第８条第

10項の規定において準用する同条第１項の規

定により、議会の議決を求めるものでありま

す。 

 案件の内容は、計画の一部変更でありま

す。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別

措置法に基づく本計画は、総合的かつ計画的

な対策を実施し、過疎地域の持続的発展を図

ることを目的としており、地方税の減収補塡

や過疎対策事業債等の支援措置が設けられて

います。 

 この過疎対策事業債の支援を受けるために

は、過疎地域持続的発展市町村計画の策定が

要件となっておりますので、昨年９月に変更

承認をいただいた計画を変更するものであり

ます。 

 変更内容といたしましては、計画の構成内

容は基本的には変更しておりませんが、令和

６年度以降に実施予定の事業の追加、掲載を

行うもので、計画書では131ページまでの朱

書きしてある箇所となります。 

 説明は、一覧表にまとめましたので、説明

資料10ページをお願いいたします。 

 一番左の欄に議案書のページ数、２列目に

は施策区分、３列目には施設区分、４列目に

今回追加した事業名を、一番右にはその事業

内容を記載しております。 

 上から、農業用施設整備改修事業として、

農業地域防災減災総合整備事業の黒氏長池の

安全柵設置です。２番目は、地場産業振興施

設整備改修事業として、能登テキスタイル・

ラボの防水補修工事です。３番目は、徳前地

内の町道ＫＢ－96号線道路改良工事です。４

番目は、消防・防火施設整備更新事業とし

て、鳥屋分団、滝尾分団、鹿西分団の消防団

器具置場ホース乾燥施設修繕です。５番目

は、保育施設環境整備事業として、町立保育

園施設環境整備です。最後６番目は、社会福

祉施設整備改修事業として、デイサービスセ

ンターいこい改修事業を追加しております。 

 説明は以上です。 

○議長（笹川広美議員） 説明が終わりまし

た。議案第29号について質疑はありません

か。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ないようでありま

す。 

 以上で議案の説明及び質疑は終結します。 

 

 ◎常任委員会付託 

○議長（笹川広美議員） 日程第３ 常任委

員会付託 

 ただいま議題となっております議案第20号

から議案第29号まで及び認定第１号から認定

第８号までにつきましては、会議規則第35条

第１項の規定により、お手元に配付しており

ます委員会付託表のとおり、それぞれの所管

の常任委員会に付託いたします。 

 

 ◎散   会 

○議長（笹川広美議員） 以上で本日の日程

は終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午前11時51分 散会 
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    議会事務局長補佐  神 保 悦 子 

 

  ○議事日程（第２号） 

    令和６年９月17日  午前10時00分開議 

 

   日程第１ 一般質問 
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           午前10時00分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（笹川広美議員） おはようございま

す。 

 ８番 林 真弥議員から入院のため欠席届

が提出されていますので、報告します。 

 ただいまの出席議員数は10名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

 

 ◎一 般 質 問 

○議長（笹川広美議員） 日程第１ これよ

り一般質問を行います。 

 あらかじめ申し上げておきます。一般質問

について、各議員の持ち時間は60分間であり

ますので、守っていただくようお願いいたし

ます。また、通告以外の関連質問は控えてく

ださるようお願いいたします。 

 執行部におかれましては、的確な答弁を求

めておきます。 

 それでは、発言順に質問を許します。 

 ３番 角 久子議員 

  〔３番（角 久子議員）登壇〕 

○３番（角 久子議員） トップバッターと

いうのは何かしら微妙な緊張感がありますけ

れども、通告に従い一般質問に入らせていた

だきます。 

 これまでは災害に無縁な中能登町、のどか

な中能登町という思いが正月に崩れ去り、い

まだに落ち着かない、心休まれない方が多く

いらっしゃることと思います。でも皆さん、

前を向くしかないのです。前を向いて歩くし

かないのです。共に頑張りましょうと自分に

も言い聞かせ、質問に入りたいと思います。 

 これまでによく耳にした言葉、災害は忘れ

た頃にやってくると言われておりましたが、

近頃はどうでしょう。忘れることなく、立て

続けに想定外の自然災害があちこちに発生し

ております。 

 また、以前参加した防災スキルアップ研修

で、災害への心構えとして、災害は、まさか

ではなく、いつか起きるものと認識せよ。自

分は大丈夫と思わないでと、開口一番に講師

の方に言われました。そのとき、そんなもの

なのかと他人事のように聞いていた自分がい

ました。 

 そんな中、近年、至るところに大きな災害

が発生というニュースを聞き、心配していた

ことが今回我が町にも様々な被害をもたらし

ました。これまでに町長をはじめ職員一丸と

なって対応、対策に奔走されていたことにつ

き、大変評価しております。 

 そこで改めて、災害発生から９か月を迎え

た現在、これまでの様々な活動を通して見え

てきたものがあるかと思います。こうした能

登半島地震から見えてきた災害対策の課題、

問題はどのようなものであったか。あっては

ならないのですが、今後の災害対応にどのよ

うに生かして取り組むのか。今現在、復旧・

復興に向けて努力されている中、恐縮です

が、災害に備えた活動とは、また、今後こん

な活動をというもののお考えがあるような

ら、お伺いいたします。 

 次に、組織体制の在り方について。 

 発災当時、県外にいたため、区内の方々に

電話やＬＩＮＥを通して状況を確認。翌日、

家路に何とかたどり着き、我が家の後片づけ

を済ませ、その後、避難場所である鹿島小学

校や中能登中学校に出向き、何をすればよい

か聞きながらのお手伝いをさせてもらったの

ですが、行動一つ取っても自問自答の私でし

た。 

 防災士でありながら、防災士同士との横の

つながりが全くない、連絡網を知らないとい

う何ともぶざまな状況でした。 

 また、地区防災組織というものもあるので

すが、声がかからない。自分から動けばよい
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のかもしれませんが、そのときは避難所支援

のお手伝いで十分と言い聞かせている自分が

おりました。 

 また、時折空いた時間に見回りなどをして

いると、発災当時の避難場所が分からず右往

左往した方があまりに多いのに驚きました。

地区集会所、ラピア鹿島、鹿島小学校と車を

恐る恐る走らせて、やっとの思いをした方。

ラピアに行ったら駄目だったので仕方なく家

に帰ったという方。また、どこに行けばいい

か分からないので車の中で一夜を過ごしたと

いう方。そうした話は１人や２人ではありま

せんでした。 

 ほとんどが年配で、携帯を持っていらっし

ゃるのですが情報の共有ができなかった方が

多い。また、防災無線はあるがスイッチは切

っていたという方もおいでました。 

 そういう方々を含め、とっさの判断で近く

の集会所に避難しようと思う方がいたこと、

自主避難所としてやっておいでたところもあ

るようでしたが、被害が多い少ないにかかわ

らず、せめて１日でも区の集会所が開いてい

たら不安な夜を過ごすことが少なかったので

はないかと思いました。 

 地区防災組織には様々な形があるように思

います。 

 そこで、改めてお聞きします。組織体制の

在り方として、地域の自主防災組織に対し

て、区にお任せなのか、あるいはポイントを

指導してお任せなのか、どのような対応をし

ておられたのかお聞きします。 

 次に、ハザードマップについてでありま

す。 

 現在各家々に配布されている土砂災害のハ

ザードマップですが、今回のような地震で地

殻変動が起きていないのか、全く影響がなか

ったとは思えないという懸念が拭えない中、

さらに追い打ちをかけるように、あちこちに

起きる地震や局地的大雨による土砂災害など

災害の危険迫るニュースの多さに、ついつい

天を仰いで祈りたい心境になります。 

 そんなニュースがあまりに多い昨今、どこ

にいつ何が起こるか分からない、そんな状況

がこれからも起きたらどうなるのかと、また

要らぬ心配をするわけです。 

 そこでお聞きします。ハザードマップは、

いつどんなタイミングで調査されるのか。 

 以上３点についてお聞きします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 地域の防災力についてのご

質問にお答えします。 

 まず１点目の災害発生に備えた活動とはに

ついてでありますが、町では災害に強いまち

づくりを目指して、現在、復興計画の策定を

進めております。現在、幅広い年齢層の方々

から様々なご意見をいただくためにアンケー

トの実施やタウンミーティングの開催のほ

か、町消防団、交通防犯推進隊、防災士連絡

協議会といった各種団体への意見書収集や職

員内部での意見交換も実施しております。 

 これまで寄せられたご意見の中に、町から

の情報を得ることに苦労したとの声がありま

した。 

 町では、緊急時の情報発信として、屋外拡

声器や音声告知端末を使用した音による情報

発信のほか、ケーブルテレビやホームペー

ジ、安全・安心メールやＬＩＮＥを使用した

文字による情報発信も行っております。 

 今後も、いざというときに文字で確認でき

るメールやＬＩＮＥを広く普及させるため

に、登録の仕方を分かりやすく説明した広報

を作成し、地区防災訓練に合わせて啓発を図

るなど、登録件数の増加に取り組みたいと考

えております。 

 次に、２点目の組織体制の在り方について

でありますが、町では、各地区の自主防災組

織の立ち上げから自主防災訓練への補助、防

災士の育成などを通じて地域防災力の向上を

図ってまいりました。 
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 しかしながら、せっかくできた自主防災組

織が区長や役員の交代によって引き継ぎがさ

れず、防災機能を失っている地区があると認

識をしております。 

 町としましては、自助、共助の要である自

主防災組織の体制強化こそが地域防災力の強

化につながると考えており、令和４年度と令

和５年度に実施した町の防災訓練では、各地

区の訓練において自主防災組織の体制を確認

するとともに、地区の防災士、民生委員、児

童委員の参加を呼びかけました。 

 今回の地震でこうした取組が生かされ、町

で開設した避難所のほかに地区で16か所の自

主避難所が開設され、安否の状況の報告をい

ただいた地区もありました。これらの地区で

は、住民の皆さんが不安な気持ちを抱えなが

ら互いに助け合い、支え合いながら困難な

日々を乗り越えたのではないかと感じており

ます。 

 今後、多くの地区で自助、共助の意識がよ

り一層高まるよう啓発活動に取り組んでまい

りますので、議員の皆様にもご協力をいただ

きますようお願いをいたします。 

 次に、３点目のハザードマップについてで

ありますが、ハザードマップとは、一般的に

自然災害による被害の軽減や防災対策に使用

する目的で、避難想定区域や避難場所など防

災関係施設の位置などを表示した地図であり

ます。 

 土砂災害マップは、平成11年に熊本の土砂

災害を契機に土砂災害の防止法が制定された

ことにより、各自治体による策定が全国で進

みました。 

 中能登町においても、石川県が現地の基礎

調査を実施した後、土砂災害警戒区域等を指

定し、町において危険箇所や避難場所を記載

した土砂災害ハザードマップを平成27年５月

に策定いたしました。 

 その後、石川県による砂防堰堤の整備が進

んだことにより、土砂災害特別警戒区域の解

除や避難施設の名称変更のため、令和３年２

月、時点修正したものを全戸配布し、また町

ホームページ上でも掲載しております。 

 今回の能登半島地震による中能登町におい

ては大きな土地の変化が見られなかったこと

から、石川県では中能登町における土砂災害

区域等の見直しは行わない予定としているこ

とから、町としましても土砂災害ハザードマ

ップの見直しを行わない予定であります。し

かしながら、石川県が土砂災害警報区域等の

見直しを行った際には、町におきましても適

正に見直しを図っていき、町民へ周知をいた

します。 

 町民の皆様におかれましては、このハザー

ドマップに記載してある住んでいる地区の避

難場所や避難経路、非常時の持ち出し品など

をご確認いただき、また、ご家族で話合いを

行うなど、ご自身やご家族の身の安全を守る

行動となりますので、日頃からの災害に対す

る意識をさらに高めていただきますようお願

いをいたします。 

 すみません。土砂災害ハザードマップは、

平成11年の広島の土砂災害を契機にというと

ころを熊本と言いましたので、訂正いたしま

す。 

○議長（笹川広美議員） 角議員 

○３番（角 久子議員） ありがとうござい

ます。 

 一番最初に各種団体に話しかけというか相

談をして進めているというお話でありました

けれども、その組織に対してどのような運び

で話をお聞きになったのか、その点をお聞き

します。 

 それとハザードマップですが、あれはただ

各家庭に配布されるというだけなので、皆さ

ん結構そういうものを知らないという方が多

かったんです。それで、そういう大事なもの

は配布するときに必ず何か、防災無線がある

のでそういうものを使うか、何かもう少しイ

ンパクトを与えてお配りしていただきたいと
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いうお願いと、まず１点だけ、先ほどの各種

団体の話合いということでお聞きします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 各種団体との、町消防とか

そういう組織に関しては、復興対策室のほう

で意見聴取をしましたので、それをちょっと

述べていただきたいと思います。 

 防災マップについては、担当課長の方から

答弁させます。 

○議長（笹川広美議員） 高名総務課担当課

長 

  〔高名雅弘総務課担当課長登壇〕 

○高名雅弘総務課担当課長 角議員の再質問

となります。 

 各種団体との聞き取りですが、町長が答弁

したとおり、今現在、町の消防団、そして女

性の消防団、そして町の交通防犯推進隊や防

災士の方々等々、幅広く現在意見をお聞きし

ております。 

 聞き方といたしましても、ほぼタウンミー

ティングの状況と同じでして、まずは発災当

初、皆さんどういうふうにされましたか。そ

れから発災当初から困り事とかそういったも

のをどうされましたか、どんなことがありま

したか。そしてそれをどのように当時は解消

されましたか。そして今後どのような思いを

持っておいでますかというような、そういっ

たような形で聞き取りをさせていただきまし

た。 

 本当に数々の様々な問題点、課題点が浮き

彫りになってきております。特にやはり発災

当初、職員が集まらなかった。当然ながら七

尾とか中能登にも従業員がおいでますので、

その方がなかなか集まらなかったとか、本当

に様々なお話も聞いております。 

 今後そういったものをしっかりとまとめ上

げまして、またひとつ皆様のほうにご報告を

させていただくような形として考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 笹谷土木建設課長 

  〔笹谷 学土木建設課長登壇〕 

○笹谷 学土木建設課長 それでは、再質問

にお答えいたします。 

 ハザードマップの配布につきましては、議

員言われたように、今後は配布と併せて、例

えばケーブルテレビで少し土砂災害の簡単な

勉強会みたいな、そういった番組をつくると

か、また音声告知、さらには広報紙等々にも

少しそういった記事を載せて、今後は少しで

も土砂災害というものを町民の方に広く分か

っていただきたいというふうな努力をしてい

きたいと思っております。 

 以上であります。 

○議長（笹川広美議員） 角議員 

○３番（角 久子議員） ありがとうござい

ます。今ほどの話を聞いて、ちょっとほっと

しました。いろいろ話しかけが非常に大事だ

と。 

 また先般、先々週でしたか地場産で研修会

があったんです、災害についての。そのとき

に、いつもは自助、共助、そこに近助を入れ

て、そういった話の中で、近助は一番大事だ

な、自助の次に近助、その次が公助だと思っ

て聞いておりました。 

 これまでに先ほど課長さんがおっしゃいま

したように、中能登町の復興まちづくりニュ

ースが全戸配布された後、復旧・復興プラン

策定に関するアンケート調査をこれまた全戸

配布されました。その後、タウンミーティン

グを３回に分けて開催されました。まずは現

状や今後の動向を知り、そして一人でも多く

の意見を聞き取り、今後のまちづくりの参考

にという思いであったかと思います。 

 そうした地道な活動ですが、今後も続けて

いただき、一人でも多くの意見を聞き取り、

それに対して答えていただく。そうしたキャ

ッチボールをしていただき、みんなの思いは

一つということを感じ取れる、そんな町であ

りたいと改めて思うわけです。 
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 そういうことで、今後とも、私から言うの

もおかしいかもしれませんが、町民の意見が

反映されますことをお願いいたしまして、次

の質問に移ります。 

 やがて迎える2025年、この2025年問題とい

う言葉をはるか十数年前でしたか、よく耳に

していたのですが、まだまだ先の話、そのう

ち何とかなるでしょうという、かなりいい加

減な自分がそこにいました。今こういう立場

になり、改めてどんな状況なのだろうという

ことで、ひもといてみました。 

 まず、団塊の世代が全て75歳以上になるの

が半年後に迎える2025年。具体的にどのよう

な社会環境の変化が起きるのか。また、その

ことは社会保障、医療、福祉にどのような影

響を及ぼすことになるのか。 

 厚労省の地域包括ケア研究会によれば、地

域包括ケアシステムとは、高齢者の尊厳の保

持と自立生活の支援の目的の下で、可能な限

り住み慣れた地域で生活を継続することがで

きるような包括的な支援、サービスの提供体

制としています。 

 介護、医療、予防、生活支援サービス、そ

して住まいの５つの要素について、住まいを

地域での生活の基盤を成す植木鉢に例え、生

活支援サービスを養分を含んだ土とし、その

上で介護、医療、予防の専門的なサービスが

食物のように力を発揮するものとの懸念が示

されています。 

 また、令和６年版高齢社会白書によると、

令和５年10月１日現在、65歳以上は1,615万

人で、総人口に占める割合は13％。一方、75

歳以上は2,008万人で、総人口に占める割合

は16.1％。総人口が減少する中で、65歳以上

が増加することにより高齢化率は上昇を続

け、令和19年に33.3％となり、国民の３人に

１人が65歳以上となると見込まれています。 

 また昨日の新聞で、敬老の日にちなみ総務

省が公表した人口推計によると、65歳以上の

高齢者は前年比２万人増の3,625万人と過去

最多を更新。総人口に占める割合も過去最高

の29.3％。また、国立社会保障・人口問題研

究所では、第２次ベビーブーム世代が65歳以

上となる2040年には34.8％まで上昇する見通

しだそうです。 

 ちなみに、中能登町では令和６年９月１日

現在、総人口１万6,629人で、65歳以上は

6,311人で総人口に占める割合は38％、75歳

以上は3,770人で22％ということで、近隣市

町から見るとやや低い状況ではありますが、

やはり高齢者に何らかに携わる方々で医療、

介護を担う人材に不足が生じていないか懸念

するわけです。 

 こうした町の状況を見ても、今後さらに後

期高齢者が増えることは明らかです。当然、

社会保障費の負担が重くなる。医療、介護の

体制維持が困難になる。そうなると介護、医

療サービスを必要とする人も増え、これに対

してサービスの担い手である介護、医療人材

を確保しなければなりません。 

 そこでお伺いいたします。現在、福祉、介

護等に携わる人材に不足が生じていないの

か。町の高齢者人数を見てもかなり厳しいも

のがあるようですが、令和５年６月時点では

要支援、要介護率も近隣市町より高い状況の

中、医療や介護の在り方、今後どのように考

えているのか。 

 また、高齢者福祉計画及び第９期介護保険

事業計画で、第８期の実績を得て様々な取組

が挙げられておりますが、課題や取組の方向

性といいますか、今後さらに増えるであろう

実情にどう応えていくのか、お聞かせ願いま

す。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 2025年問題についてのご質

問にお答えします。 

 まず１点目の福祉、介護を担う人材不足に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 本年７月の厚生労働省の発表によります

と、2040年度には全国で介護職員がおよそ
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272万人必要となります。2022年と比較する

とおよそ57万人が不足するという推計があり

ます。 

 このような中、国においては介護職員の処

遇改善による賃金水準の向上、多様な人材の

確保や育成、離職防止や定着促進、介護ロボ

ットや情報通信技術を活用した生産性の向

上、外国人材の受入れ環境の整備など総合的

な介護人材の確保対策に取り組んでおりま

す。 

 また、石川県においては、平成27年３月に

石川県介護・福祉人材確保・養成基本計画を

策定しており、その中で人材の確保として、

新規就業者の参入促進対策や就業者の定着促

進対策に、資質の向上として職員向けの研修

の強化などを取り組んでおります。 

 そして石川県社会福祉協議会においては、

福祉の仕事をしたい人と人材を求めている施

設や事業所をつなぐための仕事マッチングサ

ポートセンターとして福サポいしかわを運営

しており、セミナーや個別相談会などを実施

しております。 

 町としましては、介護人材の確保に向けて

国や県などの動向を見ながら連携して取り組

む必要があると考えております。町独自の介

護人材確保対策事業として、令和４年度から

介護職員等継続勤務奨励金制度及び介護分野

資格取得支援事業助成金制度により、介護人

材の確保及び定着のために取組を実施してお

ります。 

 ２点目の医療や介護の在り方をどのように

考えているかについてのご質問は、この後、

担当課長から答弁をさせます。 

 次に、３点目の高齢者福祉計画及び介護保

険事業計画を立てるに当たり、課題や取組の

方向性についてのご質問にお答えします。 

 今年３月に、令和６年度から８年度を計画

期間とする中能登町高齢者福祉計画・第９期

介護保険事業計画を策定しました。 

 この第９期計画では、第８期計画を踏襲し

つつ、団塊の世代が75歳以上になる2025年を

迎えるに当たり、限りある社会資源を効率的

かつ効果的に活用しながら在宅支援の充実を

図り、高齢者の自立支援と要介護状態の重度

化防止や地域共生社会の実現を目指すところ

にしております。 

 さらに、中期的な視点に立ち、2040年の現

役世代人口の急減という重要な課題に対応し

ながら、介護サービス基盤の計画的な整備

や、住まい、医療、介護、予防、生活支援が

一体的に提供される地域包括ケアシステムの

深化と推進及び介護現場を支える人材の確保

に取り組んでいきます。 

 今後も高齢者が住み慣れた地域でいつまで

も安心して暮らし続けることができる地域づ

くりを目指すとともに、感染症対策や災害時

の支援も含め、総合的な施策を推進していき

たいと考えております。 

○議長（笹川広美議員） 田畠長寿福祉課長 

  〔田畠洋子長寿福祉課長登壇〕 

○田畠洋子長寿福祉課長 それでは、２点目

の医療や介護の在り方をどのように考えてい

るかについてのご質問にお答えいたします。 

 医療と介護の両方を必要とする状態の高齢

者が増加する中、住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを続けることができるよう、医療、

介護、福祉の関係機関の連携がさらに重要に

なると考えております。 

 当町では、中能登町在宅医療介護連携を考

える会、通称あじさい会があり、町内の医療

機関の先生方のご協力の下、町内外の医療、

介護、福祉の多職種にわたる専門職が日頃か

ら連携し、個別の支援を行うほか、資質向上

のための研修会や住民向けの出前講座などを

行っております。 

 日頃から顔の見える連携が取れているた

め、高齢者の体調の急変時、入院や退院時、

また、みとりの際においても連携による支援

ができております。 

 医療と介護の連携には、多職種のスタッフ
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が高齢者の心身だけでなく、その方の暮らし

も含めて広い視点でニーズを把握し、スタッ

フ間で共有し、支援していくことが大切であ

ると考えます。 

 町としましては、このような医療と介護の

連携を今後も継続できるよう、さらなる連携

強化に努めてまいりたいと思います。 

○議長（笹川広美議員） 角議員 

○３番（角 久子議員） 今ほど医療、介護

は連携が取れていると。本当にこれはなくて

はならない大切な連係プレーを発揮していた

だきたいと思います。 

 そこで雇用のほうなんですけれども、かな

り年齢制限がこれまであったかと思うんです

けれども、やはり年を取っても元気な方、こ

れも昨日の新聞でしたか、４人に１人でした

か、65歳以上の人が元気に働いているという

記事が出ておりました。こういうことも考え

て、不足のところはそういったところで応募

をかけていただき、少しでも手助けしてもら

えるような配慮をしていただければありがた

いかなと。 

 また、これはちょっとあれなんですけれど

も、コロナ禍で停滞していた住民全体のサー

ビスに取り組んでいただけるボランティア団

体というのが現在どのような働きがあるの

か、御存じでしたらお聞かせください。 

 それについても、これまで傾聴、シーツ交

換、喫茶などなどのボランティア活動、ボラ

ンティア団体が継続して支援していただくよ

うな啓発活動も取り入れていく必要があるの

ではないでしょうか。これはお願いでありま

す。 

 また、2025年問題に向けて私たちができる

ことは、一人一人の健康寿命を延ばすこと、

これに尽きると思います。人生の最期を迎え

るまで元気で健康で楽しい毎日が送れること

は言うまでもありません。 

 また、高齢化が進むと独り暮らしのお年寄

りも増え、社会から孤立していくケースもあ

るように思います。そのためにも地域コミュ

ニティも活性化し、近隣住民同士で交流でき

る機会の場を増やすことも必要となります。 

 先ほどの自助、近助、公助の中の近助が特

に必要になります。計画に挙げております基

本目標が納得のいく展開に推進できますよ

う。 

 また、地域包括ケアシステムというのは地

域づくりの中での助け合いだと思います。行

政主体でなく、官民連携、地域の方も巻き込

みながら取り組むコミュニティタウンとし

て、そして、そこに笑顔あふれる中能登町で

あってほしいと願い、私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（笹川広美議員） 続いて、５番 澤

 良一議員 

  〔５番（澤 良一議員）登壇〕 

○５番（澤 良一議員） それでは、通告に

従い質問をいたします。 

 私の第１問に入る前に、なぜ教育の無償化

が今必要かについての質問の経緯について少

しお話をさせていただきます。 

 具体的には、中能登町の未来を見据え、能

登半島地震がもたらした影響と近い将来の我

が町との関連についてです。 

 このたびの震災は、奥能登地域を中心に医

療問題をはじめとする大きな課題を浮き彫り

にし、人口減少問題が一気に現実のものとな

りました。私は、この震災によって少なくと

も10年分の課題が顕在化したと感じておりま

す。 

 しかも、これは奥能登地域に限定された問

題ではありません。明日の中能登町の姿を反

映していると捉え、今からその対応が急務だ

と判断をしております。 

 当町の喫緊の課題は、人口減少と持続可能

なインフラ整備です。ここで言うインフラに

は、いわゆる箱物や道路、橋梁、上下水道の

みならず、医療や教育も含まれております。 

 教育とは時間のかかる問題です。だからこ
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そ今すぐに取り組まなければなりません。こ

の震災によって、当町での待ったなしの課題

であると私は気づきました。教育の無償化、

環境整備に当町は至急取り組まなければなり

ません。 

 当町の人口は、2040年には2015年対比で３

割減、2060年には約５割減少するという危機

に直面している今、この課題にのんびりと取

り組む余裕はありません。この点で、後塵を

拝する当町の現状を考えると時間はありませ

ん。 

 町を支えるのは人です。その人、一人一人

がどれだけ力を発揮できるかは教育によって

決まります。この町で生んで育てて、自由に

学べる環境をつくり、そして安心して暮らせ

ること、このことが大切なことです。 

 このような現状の下、子育て世代が最も困

っているのは物価高騰による家計の圧迫で

す。震災に加え、この物価高騰に対する子育

て支援が急務でございます。 

 そして今回、私の質問の１番は、まずは保

育料の第１子からの完全無償化の実現につい

てであります。 

 ここで改めて質問いたします。 

 １、能登半島地震の影響に加え、物価高が

家計に響く中、子育て世代の経済的な負担を

軽減し、将来に向けこの町で暮らしやすい環

境を整えるためにも、何としても保育料の完

全無償化を実現していただきたい。完全無償

化をするための町の負担額は幾らか、町長の

見解を伺います。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 今こそ保育料の完全無償化

についてお答えします。 

 現在、当町の保育料を徴収する対象となっ

ているのはゼロ歳児から２歳児までであり、

３歳児から５歳児の保育料は無償となってお

ります。また、ゼロ歳児から２歳児において

も非課税世帯及び第２子で一定所得未満の場

合と第３子以降は所得制限なしで無償となっ

ております。 

 これまでの保育料の減免制度につきまして

は、国の制度によるもののほか、県補助金を

活用して実施している部分と町単独で実施し

ている部分があり、これまで段階的に無償化

の拡充を図ってまいりました。 

 また、３歳児から５歳児については副食費

を徴収しておりますが、町の施策により、第

１子は一定所得未満の世帯、第２子以降は所

得制限なしで無償としております。 

 保育料及び副食費の完全無償化とすること

は、子育て世帯の経済的な負担を軽減し、安

心して子育てできる環境の充実が図られるも

のと考えております。 

 令和６年度当初予算でも検討しておりまし

たが、能登半島地震の影響により見送りとし

ましたが、子育て世代を支える大きな支援策

であるため、来年１月から実施できるよう担

当課に準備を指示しております。 

 また、３歳児以上の持参している主食の御

飯を園で提供することができないか、同じく

各家庭で用意しているおむつなども園で用意

できないかなど、子育て家庭の負担軽減策を

検討しておりますので、ご理解のほどよろし

くお願いをいたします。 

 次に、保育料を完全無償化するための町負

担額につきましては、担当課長より説明をさ

せますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（笹川広美議員） 山辺健康保険課長 

  〔山辺浩久健康保険課長登壇〕 

○山辺浩久健康保険課長 保育料を完全無償

化した場合の町負担額につきまして、令和６

年度の予算ベースでの年間の影響額として申

し上げます。 

 保育料はおよそ2,700万円、あと先ほど町

長が申し上げました副食費につきましてはお

よそ480万円、主食、御飯の提供に係る費用

はおよそ120万円、おむつやおしりふきなど

に係る費用はおよそ300万円で、これらを合
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計しますと3,600万円ほどの影響額と見込ん

でおります。 

 以上でございます。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 今ほどは町長から

大変うれしいご答弁をいただきました。来年

からその実施に向けて取り組むということで

ございました。このことは、申し上げるまで

もなく本当に子育て世代、今、私は保育料の

話をしましたが、家庭にとっては本当に助か

ることだと思います。町長のご英断に感謝申

します。 

 それにとどまらず、少し欲かもしれません

が、実は保育料というのは一番下の話をしま

した。今情勢は小中学校の無償化、これが進

んでおります。そして今、私、一気に言わな

かったのは、当然そこには何千万という多分

予算が要ると思うんで言わなかったんです

が、まずは保育料の完全無償化。 

 次は当然、少なくとも義務教育下にある小

学校、中学校、そういう子育てに対する、家

族に対する支援、無償化をお願いしたいと思

います。今いきなり言うとちょっと抵抗があ

ると思って遠慮しましたが、12月にはまた町

長、お願いしますので。私から言うんじゃな

く町長のほうから発信していただきたい。12

月に言わせないようにお願いできればと思っ

ております。 

 それでは、次に移ります。 

 このたびの震災では、職員の皆さんが昼夜

を問わない、まさに献身的な働きをされまし

た。本当にありがとうございました。 

 そこで伺います。 

 ２、町民の健康状態のみならず、職員の健

康状態は問題はなかったのか。特に心のケア

についてどのような対応を取られたのか、お

聞かせください。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 令和６年能登半島地震に関

わる職員のケアについて、職員の健康状態に

問題はなかったか、特に心のケアについてど

のような対応を取ったのかの質問にお答えし

ます。 

 発災から２か月間は、多くの職員が休む間

もなく震災対応に当たっていたことから、疲

労やストレスなどにより体調を崩したり入院

したりする職員もいました。職員にはできる

限り休暇を取るように指示しましたが、心の

ケアまでの配慮ができなかったことは大きな

反省点であります。 

 今回の反省点を踏まえ、これまで実施して

おりますが、産業医の巡視などを災害時にも

行うことで、職員の健康管理に十分配慮でき

る体制を整えていきたいと考えております。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 今ほど町長から今

後さらなる注意をしてやっていくという、そ

ういうお話でございました。 

 そのことはそうなんですけど、報道により

ますと、理由は様々ありますけれども、奥能

登地域でたくさんの公立病院職員や市町の職

員が退職されたという報道がございます。 

 当町においても全職員に対してアンケート

調査なりをして、なかなか言葉では伝えられ

ないことも、無記名でもいいと思うんです

が、どんな今問題があるのかないのか。なか

なか特に心の問題は口にしにくいところがご

ざいます。それでアンケート調査ということ

をお話をしているわけですが、そういう調査

をすることによって、より精度の高い一人一

人の職員の声を聞けるのではないか、そんな

ふうに思っておりますが、そういう一つの例

ですけど、アンケート調査を取ってさらに現

状を把握して、起こってはなりませんけれど

も、今後のケアのプラスにする。そういうお

考えはございませんでしょうか。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 職員のアンケートは取りま

した。取りまして、その結果を踏まえて、こ

れからいろんな発災時からのアンケートもあ
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りますので、それをこれからいろんな面で生

かしていかなければならないと考えておりま

すので、またそういうアンケートがもし必要

なら議会の皆さんに提示したいと思います。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 議会に全て報告す

ることもあれですけど、町長の中でトップと

してそのことをつかまれて、適宜タイミング

を外さず対応を取っていただければと思いま

す。 

 質問の２に移ります。再質問。 

 この質問は、これからの対応は、問２の質

問をする前ですけれども、この対応は職場の

健康と適切な職場環境の維持についての指示

命令を出すトップの町長のアクションをお伺

いします。 

 話は少し戻りますが、４月30日の全員協議

会で、私はこんな質問をしました。令和６年

度の中能登町役場事業一覧が公表されたけ

ど、そこには課長、課長補佐、専門課長等の

記載は一切なく、いわんや担当者の名前も一

切記されていないもので、町民からすればど

この誰に連絡すればいいのか全く分からな

い。そんな質問をしました。 

 返答は、昨年まではそういうふうに対応し

ていましたが、こちら執行部といたしまして

も、個人攻撃あるいはストーカー行為等、そ

ういった脅威にさらされることになります

云々との答弁でございました。 

 本来、私はこのことで町民の被る不便さの

解消を訴えるつもりでしたが、逆に職員が町

民から脅威にさらされているとの報告が人事

担当課長からございました。 

 ここで再質問いたします。当然、対応され

た職員は体調不良により休んだり、時には休

職をするケースも出てくるかと思います。震

災対応等で忙しい中、職員や組織を守るた

め、働きやすい職場環境の構築のために、組

織的に対応する基本ルールや不当要求行為等

に対する対策要綱等が必要ではないかと思い

ます。 

 繰り返しますが、個人攻撃あるいはストー

カー行為、そんな脅威にさらされているとい

うことの、それが現実としてあるということ

で、今回示された令和６年度中能登町役場事

務事業一覧、ここには全く名前一つない。電

話番号とそこが担当する業務を書いてあるだ

けで、課長もない、担当者もない。 

 これは、私は町民からすると、何名かから

も聞きましたけど、これは何で名前が書いて

ないの、今年から、こんなのがありました。 

 実際まだ我々はこんなふうにして役場の幹

部の皆さんともお会いしていますし、課長と

か課長補佐とかの方も面識があり、電話をか

けやすいんですけど、一般の町民とすると全

く分からないですね。 

 ですから私はその不便さをお話ししようと

したら、逆に町民からそういう脅威を与えら

れていると、こういうことなものですから、

今申し上げましたような良好な職場環境を構

築するためにも基本的なルールをつくったり

不当な要求に対する対策要綱が必要ではない

かと思いますが、町長の見解を伺います。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 震災のことで、いろんな面

で、そういうカスハラ的なこと、パワハラ的

なことはあります。それをこれからどういう

ふうに対応していくかということになれば、

いろんな意味で、それはお金もかかるかも分

かりませんが、ソフトバンクとかそういうと

ころでＡＩを利用したそういうこともやって

おりますので、それが本当にいいのかどうか

は分かりませんが、そういうような形でコー

ルセンターというかそういうところを含め

て、何か対応していかなければならないのか

なということを思っております。 

 当然にして、それによって職員も疲弊して

体調を崩したという人もいますので、その辺

は今後いかにして内部でやっていくかという
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ことをこれから検討していきたいと思いま

す。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） やっぱり一番大事

なのは職員の安全、健全な環境をつくって安

心して仕事ができる。それが元となって町民

サービスの向上もあると思いますので、ぜひ

積極的に、具体的に進めていただきたいと思

います。 

 これも新聞で出ていたんですけど、今日ち

ょっと持ってこなかったんですけど、いわゆ

るカスハラに対する対応で、ＡＩを使って、

相手ががーっと物すごい勢いで来たものを、

何かそれをＡＩを使って柔らかくして、本人

は同じことを聞くんですけど柔らかくして聞

けるような、そんなものもあるみたいです。

ですからこれはいろいろ調べられれば、もち

ろんコストパフォーマンスのことがあります

けれども、調べられて、今はこういう時代で

すから、そういうものがあることによって同

じことでも柔らかく伝わるということになる

と、この人の精神的な負担が減るようにも思

いますので、今はそのルールをつくると同時

に、そういうＡＩを使った方法もあるという

ことでございますので、併せて検討していた

だければと思います。 

 それでは、次に移ります。 

 町は、復旧・復興に向けて、その指針とな

る中能登町復旧・復興プランの策定に取り組

む中、その策定に当たっては、復興を遂げる

ためにこれからの中能登町はどのような町に

したいかを考えるため、暮らしやなりわい、

子育て、地域のことなどについて話し合いた

いとのことで、８月23から25日までの３日

間、タウンミーティングが開催されました。 

 そこで質問です。 

 ３、タウンミーティングについて。８月

23、24、25開催のタウンミーティングの案

内、チラシ等のテーマと当日の会場でのテー

マは合致していたか。その中であったのは初

動に対する問いが多かったんですが、この問

いは、一番最初に町が全戸配布でアンケート

を取ったアンケートの内容の中に非常に細か

く初動の対応についての問いがありました。 

 私はダブったことをまたやっているなと思

って、その場でも質問したんですけど、全体

の流れの中で私はそれ以上言いませんでした

が、今ここに改めて、私は24日の土曜日に出

たんですけど、テーマとチラシの案内とは合

致していませんでしたが、このことについて

お尋ねをいたします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 タウンミーティングについ

て、案内のチラシのテーマと当日のテーマは

合致していたのか、初動に関する問いは最初

のアンケートに詳しく掲載済みであるにお答

えをいたします。 

 ８月23日から25日までの３日間、ラピア鹿

島でタウンミーティングを開催し、小中学校

の親子など延べ75名の皆様にご参加いただき

ました。 

 タウンミーティングでは、５名から７名を

１グループとしてワークショップ形式による

グループ討議を行い、グループごとに討議内

容について発表をいただきました。 

 今回のタウンミーティングでは、幅広い年

齢層や立場から参加者の皆さんに同じ目線で

討議できるよう、討議の初めに震災当時を振

り返り、記憶を思い出すことから始めまし

た。次に、振り返りから必要と感じたことや

大切に感じたこと、困ったことなども含め

て、当時何が足りなくて今後何が必要なのか

を含めて、たくさんのご意見をいただきまし

た。 

 お寄せいただきました意見は、共通する課

題も多く、また参加者それぞれの目線からの

多様な議論が深まる様子も見られました。参

加者の中には、話し足りない方や、もう少し

踏み込んだ話をしたかったなどのご意見もあ

りましたが、今回のタウンミーティングで
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は、さきの２つのテーマでワークショップを

行わせていただきました。 

 一般公募で実施した初めての試みでもあ

り、参加者の皆さんが話しやすい内容となる

ように努めてまいりました。参加された方に

は一定の評価もいただいていることから、テ

ーマに合致しているものと考えております。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） ちょっとくどいよ

うですが、その日に出されたテーマというこ

とからすれば合致した議論ができたと私は思

います。ただ、全戸配布にあったチラシでご

ざいますけれども、あそこに書いてあるの

は、もう一回言いますけど、「これからの中

能登町をどのような町にしたいか」を考える

ために、暮らしや生業、子育て、地域のこと

などについて話し合いたいと、こういう言葉

だと。目的は。 

 ですから今町長にお尋ねしているのは、あ

の日のテーマに対しては合致してよかったと

思うんです。ただ、事前に出されたテーマ

が、そこを超えたより具体的ななりわいや現

実の子育てや、その地域全体のことについて

みんなで話し合いましょうというテーマだっ

たので、そのことを念頭に置いて来た人は、

ちょっと違うなという感じを持ったと思うん

です。 

 現に私は、中日のところで、非常に少なか

った、15名でした。50人のところ15名しかい

なくて、少ないなと思ったんですけど、それ

でも町民の方がおいでているので、そこに私

も入れていただいたんですが。 

 そうしたもっと先のことを狙った人からす

ると、少し違ったかなということがあったの

で、当然チラシをつくる作業は相当早くから

やるので、そこの現実日が迫ったときのテー

マをどうするかとか、ファシリテーターの役

割はどうだとか、そういうことの打合せは多

分あまりなかったと思う。ファシリテーター

のことについては議会でお話ししましたけれ

ども、それは言いませんけど、その辺の打合

せをもう少しされて、この大変な時期を乗り

切るための復旧・復興プランの材料にする町

民の声の場でもあったわけですから。 

 多分この後もされると思うんです。そのと

きにはテーマを明確にして、しかもそれは流

れを持って当然やられると思うので、流れと

告知したテーマが合致して、実際そのテーブ

ルでそういうことが行われているかどうか。

そこまで見てやっていただきたいと思いま

す。 

 そういうことをお願いして、次に移りま

す。 

 タウンミーティングに若者、子育て家族

等、今後町を担う世代への呼びかけを意識し

なかったのか。これは４です。 

 10年、20年先を担うのが今の若者です。特

に町で唯一の県立高校の鹿西高校の生徒さん

には特別に声をかけたり、いざとなれば校長

にも依頼するくらいの熱意はなかったのでし

ょうか。お伺いします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 タウンミーティングに若

者、子育て家族など、今後町を担う世代への

呼びかけを意識しなかったのかについてお答

えします。 

 町として、若者や子育て世代の参加を促す

ため、チラシや広報、ＳＮＳでの発信のみな

らず、各種団体の意見交換会を通じてアナウ

ンスや、地域や職場を直接訪問して参加の声

かけを行ってまいりました。 

 また、小中学校や町立保育園には保護者宛

てにチラシをお配りし、積極的な参加のお声

かけを講じております。中能登町ＰＴＡ連合

会につきましては、町と教育委員会に対する

要望もお聞きしております。 

 そして、タウンミーティング同日の８月24

日の午前と午後に分かれて開催されました町

観光協会主催の災害時に役立つ料理教室で

は、大勢の親子連れが参加され、試食終了後
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にはワークショップを開催しております。 

 また、ご指摘の県立鹿西高校についても参

加の啓発を行い、探究の授業で震災復興対策

室に訪問された生徒の方にも声かけを行って

おります。 

 加えて、７月23日に旧久江小学校には町ス

ローツーリズム協議会主催による語り部人材

育成講座も開かれております。この事業は、

東日本大震災にて被災した岩手県陸前高田に

学ぶ震災復興伝承のツーリズムを学んだワー

クショップにおきまして、鹿西高校の生徒の

皆さんおよそ10名が参加をしております。そ

して、スローツーリズム協議会のアドバイス

による探求の時間においてフィールドリサー

チが行われ、町内の会社を訪問されるとお聞

きをしております。 

 鹿西高校から見た中能登町の場所、実際に

そこを見て、訪れてのヒアリング的な調査を

観察しながら情報を行うという結果もお伺い

し、高校生目線で実現性が高い取組について

今後の計画に反映していきたいと考えており

ます。 

 そして、引き続き様々な機会を捉え若者や

子育て家族等の意見をお聞きし、計画に反映

をさせていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） この町の各種団体

が取り組まれている。そのことは結構だと思

います。私は、この町が主体となって取り組

むタウンミーティング、このことに集中して

聞いています。ですから広げればいろんなこ

とをやっています。 

 だからそういうことではなくて、町が主催

である事業に対してテーマと合っているかど

うか。それから、町の唯一の公立高校である

鹿西高校の生徒さんを町が呼び込んでどれだ

けやったか、それを聞きたかったので、ほか

の何とかがやっている、そういうことはそれ

でいいんです。それは結構です。 

 町がやっていること。それはなぜかといっ

たら、復旧・復興プランをつくるのは町で

す。最終的には。ですからこっちのほうのア

シストは、それもいいんですけど、町として

こうしてやったぞということをしっかり残さ

ないとまずいと思います。 

 ここに石川県の創造的復興プランというの

がございます。これは町長御存じでしょうけ

ど、非常にすばらしくできています。その中

に今のことで言いますと、ちょっと苦言を申

しますと、この中にいわゆる６市町が入って

います。そこに未来トークということで、４

月ですよ。輪島も能登町も志賀町も大変な状

況にあったその町で４月に私たちの言うタウ

ンミーティングのようなことは、もちろん県

の主導です。やっている。８月の終わりじゃ

ないですよ。 

 だから、もちろんそれはいいんですよ。い

いんですけど、今私は本当はそれを言うつも

りはなかったんですけど、それくらいスピー

ドを持ってやっている。もちろんそれには６

市町に入らないと駄目なんですね。残念なが

らうちは入ってないので声がかからなかっ

た。だけどこれを見ると、４月にそういうこ

とを、うちが８月にやった、そんな、失礼で

すけど初動のことではない。もっと先のこと

をやっている。 

 そんなことを考えると、町長、ちょっと失

礼な言い方をしましたけれども、この町が主

体となる、やる方のスピードアップ、それと

成果、そのことをにらみながら、この町の復

旧・復興プランにつなげていただきたいと思

いますが。 

 時間が来ますので次に移ります。 

 ５番、震災以前の町の状況について。 

 人口減少とインフラ整備は、震災前から当

町の喫緊の課題でありました。行政運営にお

いて、その執行の裏づけとなる重要な諸計画

のＰＤＣＡは、震災以前の段階で順調に回っ

ていたかとの問いですが、このことは時間の
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関係で、この後の実行計画のところで聞きた

いと思いますので、町長の答弁は結構でござ

います。 

 具体的な計画のその１ですが、６、まち・

ひと・しごと創生総合戦略、主要なＫＰＩ、

目標指標についての震災前の実績を問う。特

に鹿西高校魅力向上支援事業の取組と実績を

伺います。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 まち・ひと・しごと創生総

合戦略の主要なＫＰＩ、目標についての実績

を問う。特に鹿西高校ですね。 

 まず初めに、第２期中能登町まち・ひと・

しごと創生総合戦略では、計画期間を令和２

年度から令和６年度までの５年間ですが、令

和５年度時点での実績を報告いたします。 

 ４つの基本目標の主要事業には14の施策が

あり、そのうち５つの施策で目標を達成して

おり、達成率はおよそ36％であります。 

 主な実績としては、製造品出荷額やバリア

フリー観光客の満足度、空き家バンクの成約

件数、将来町に戻りたい、住み続けたいと思

う成人者の割合などの実績が挙げられていま

す。 

 また、中能登町まち・ひと・しごと創生有

識者会議の委員からは、目標設定の見直しに

ついての意見もあります。 

 例えば、目標を達成している施策について

は、新たな価値を入れた上で目標値の見直し

や項目を更新できないかなどの意見があり、

目標を達成していない施策について、足りな

い要素を分析した上で違う観点からデータを

取るなど、民間会社の視点で貴重なご意見も

いただいております。 

 今後も有識者のご意見を参考に、事業や数

値目標など柔軟な見直しをしながら目標達成

に向けて進めていきたいと考えております。 

 次に、鹿西高校魅力向上支援事業の取組に

ついては、町内唯一の高校として魅力向上を

支援し、町内の子供たちに鹿西高校の魅力を

伝えながら進学に結びつける事業を行ってお

ります。 

 鹿西高校では、令和３年度から地域課題解

決型の総合的な探究の時間を活用して、将来

地域を支えることができる人材を育成するた

めの地域と連携するプロジェクトを進めてお

ります。具体的に、１年生は地域の宝を掘り

起こし、その魅力をグループ単位で伝える活

動を行っております。２年生は、生徒一人一

人が地域内の企業が抱える課題を調査し、そ

の解決方法を提案する活動を行っておりま

す。そして３年生は、自分の将来の進路先を

見据えて、地域社会へ貢献する活動を実施し

ております。 

 なお、今年度は全学年、復興をテーマにし

た取組を実施していると聞いております。 

 町内進学者については、町内出身者の進学

数を令和６年度までに50名とする目標を掲げ

ておりましたが、子供の減少や他の高校への

進学等の課題もあり、目標は達成していない

状況であります。 

 しかしながら、学校側から学校説明など鹿

西高校の魅力について中能登中学校に積極的

に発信したり、教員志望の生徒が夏休みに中

学生に勉強や宿題のサポートをしながら交流

を深めているとも聞いております。 

 町といたしましても、引き続き鹿西高校と

連携しながら町で唯一無二の高校を支援して

いきたいと考えておりますので、ご理解のほ

どよろしくお願いをいたします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 今ほど町長から大

変細かな説明をいただきました。私、担当課

長が話をするのかと思ったら町長が自ら話を

されました。ありがとうございます。 

 これは担当課長のほうになるかもしれない

んですが、私は文科省が進めている、ちょっ

と名前は正確に覚えてないんですが、３年間

の生徒育成プロジェクトというものがありま

すよね。──ない。私、書いてあるのを見て
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いるんですけど。 

 そのプロジェクトがあって、１学年は何を

する、２年は何、そういうのありますよね。

これはずっと継続してあると思うんです。そ

のことを話をされると思ったら、そうじゃな

くて別な話だったんですが。 

○宮下為幸町長 総合的な探求の時間。 

○５番（澤 良一議員） そのプロジェクト

の云々については、再質問というよりも今の

町長の答弁に対して課長から補足することは

ないですか。再質問じゃない。１つ目の町長

の質問の延長のことなんですが。 

 そのプロジェクトのことはない。あるでし

ょう。 

○宮下為幸町長 プロジェクト、言いました

よ、さっき。 

○５番（澤 良一議員） プロジェクト、文

部科学省の。 

○議長（笹川広美議員） 再質問。 

○５番（澤 良一議員） いや、再質問じゃ

なくて、もしあったということであれば補足

でいいです。私がちょっと聞き漏らした。 

 プロジェクトの話はされた、文科省の。 

○宮下為幸町長 総合的な探求の時間のプロ

ジェクトの話は、１年生がこういうことをや

っている、２年生がこういうことをやってい

る、３年生がこういうことをやっていると。 

○５番（澤 良一議員） そうなんです。私

が持っている資料と違うので、あれっと思っ

たんですけど。 

 これは確認です。文科省の進めている３年

次にわたる……。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員、よろしい

ですか。そういう質問の仕方は再質問という

形になってしまうので。 

○５番（澤 良一議員） じゃ、やめます。

それはやめます。私の勘違いだということで

ございます。 

 そこで、再質問いたします。 

 学校の中の取組、いわゆるこれは教育委員

会との関連だと思うんですが、それはそれで

いいと思うんです。私はこの町に、先ほどか

ら鹿西高校、鹿西高校と申し上げているの

は、最終的にはやっぱりここにある高校、公

立高校１校なんですよね。しかもこの町で50

年前にできた、この学校なんですよね。そこ

の生徒さんの力を使うべきだと、将来。 

 それは今の復旧・復興プランのことに先ほ

どちょっと言った一つのこだわりなんですけ

ど、それだけじゃなくて、今後この町の、震

災があったから復旧・復興ではなくて、その

前からこの町のまちづくりはいろいろ考えて

いらっしゃいます。町長も提案されている。 

 そういうことを一気に飛び越えて、大変大

きな震災があって、そこで改めてこの町の復

旧・復興を考えなきゃいかんと、こんな状況

になっています。 

 そうしたときに、鹿西高校をいかに使う

か。使うかというか利用するかというか活用

させてもらうかということを考えたときに、

今の役所の文科省の進めるそういうプロジェ

クト、１年は何やれ、３年次はＳＤＧｓをや

るとか、これは結構なんです。でも、それを

どれだけやっても現実問題として、例えば鹿

西高校の120の定員が定員割れしていますよ

ね。80人ぐらいですね、多分。物すごく減っ

ているんです。 

 このまま行くと、恐らく近い将来、七尾高

校と羽咋高校は目的が違うから別ですけど、

普通高校でこの近辺にあるところで言うと、

やっぱり人口減少に伴って、今それだけ定員

割れ、加賀地区で３校が定数を減らしました

けど、いずれは再編というような問題もあり

得ると思うんです。 

 そういうことも見据えて、私は10年先とな

っているのは、そういうこともすぐ来るとい

うことを言っております。この震災によっ

て、のんびりしておられない。例えば鹿西高

校、何気なくあるけれども、あれを本当に積

極的に活用しなければいかん。活用というの
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は失礼ですけど、力を借りなければいかん。

その若い宝です。あそこは。 

 そういう意味で言っているんですが、これ

は私の提案ですけれども、唯一、鹿西高校の

ほかと違うのは、外形的に、条件的に、地理

的に。ＪＲの能登部駅があるんですよね。駅

から早ければ５分で行けるんです。10分あれ

ば行けます。こんな近いところに、駅に近い

公立の高校があるというのは恐らく能登にな

いと思う。加賀知りませんけど。 

 そうしたら、鹿西高校をＰＲするのに、今

お話があったそういう内容のプログラム、カ

リキュラムを充実させる。このこともいいん

です。だけど、ほかに多分どこでもやってい

ると思うんです、ほかの高校も。 

 じゃ、うちの町でできるのは何かといった

ら、この駅に近い５分にある、その位置する

駅を、要するに長時間歩くこともなく、バス

で乗り換えることもなく、駅に直結した学校

と言っても過言ではないと思います。 

 であるなら、この際、能登部駅の駅舎を高

校生の集いの場にし、思い切ってモダンな高

校生が楽しめる、どこにもない駅舎にする。

そして、ほかの学校へ通っている高校生が羨

んだり、町外の中学生が、あの楽しい駅のあ

る高校なら行ってみたいなというような、そ

ういうＰＲを兼ねて、そうした駅舎にも町は

お金をかけて、もちろんＪＲとの話が要りま

すけど、それくらいあの駅を使って、駅と高

校と、それのアプローチ、道路ですね、それ

を考えた、駅も学校も道中も一体化するよう

な、そんな構想の駅舎を造る。そんなアイデ

アを私は考えたんですけれども。将来、鹿西

高校の存続と生徒の定住化とリターンの必要

性は十分あると思います。 

 そうした中で、まず学生に来てもらう。今

18名ぐらいでしたかね。中能登町は18名。そ

ういう中で、それくらい思い切った構想を町

長、考えられないでしょうか。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 大変難しい話です。大変難

しい話で、澤さんが言われたように鹿西高校

の定員は120名ですね。一昨年は辛うじて120

人ちょっといたんです。今年は入学生は１名

か２名だけ減だったんです。澤さんは80人と

言われましたけど１人、２人の減で済みまし

た。 

 ただこれからは再編ということを考えてい

くと、いろんな意味で中能登中学校からはさ

っき言ったように十何人しか行きません。本

当は50人ぐらい行ってくれればいいなという

形でおるんですが、ただ、学力向上で中能登

中学は七尾高校、羽咋高校へ行く子供たちが

多いんです。 

 鹿西高校は、十何人の子供たちが行くとい

うだけになっているんですが、これから県と

いろんな再編の必要性、県との打合せとかそ

ういう連携もしていかないとなかなか難しい

問題で、例えば駅前開発にしても、例えば駅

を直す、駅舎を直すということはなかなかＪ

Ｒが金を出しませんので、それは町独自で、

金丸の駅はある程度、旧町の鹿西町のときに

鹿西町が金を出して駅前の内装を全部変えま

したけど、今回の能登部の駅は全然昔のまま

の駅ですので、その辺、ＪＲがどのように言

うかちょっと分かりませんけど、また一回話

もして、どういうふうになるか考えたいなと

いうことを思います。 

 能登部の駅は、あそこにショッピングプラ

ザがありました。地面はＪＡの農協の地面な

ので、多分ＪＡも公費解体で潰してしまいま

す。そういう中で、これからそこに何が必要

なのかをＪＡと話しながら、少し駅前開発的

なものは考えていかなければならないという

ことを考えておりますので。 

 もちろん鹿西高校も含めた今後の10年先、

20年先のことを考えていかなければならない

んじゃないかなということを思いますので、

その辺はよろしくお願いをいたします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 
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○５番（澤 良一議員） 難しい問題である

ことは重々承知しています。でも一番先に言

いましたように、この町の、これは能登全体

一緒のことなんですけど、人口減少、これが

2060年には半減するわけですよね。それを考

えたときに、我々は当然いませんけれども、

本当に想像を絶する状況になっていると思う

んですよね。 

 これは別に高校がどうこうではなくて、先

ほどあったなりわい、経済活動、全部変わ

る。 

 そういう中で、先ほどの鹿西高校云々とい

うのは、あの駅に大変たくさんの方が毎日乗

降しているんですね、高校生が。我々は高校

生でないので、電車に乗って通って毎日同じ

ことを繰り返すことの平凡さというか、その

中に自分がどうしようというようなことはな

かなか駅の中では分かりません。 

 ところが、それを分からしめるのは政治の

力だと思うんです。それにはリスクが伴いま

すし、当然お金が伴います。でも、能登部駅

を乗降して鹿西高校に毎日通ってくれている

んです。私は大変なこの町のお客さんだと思

います。鹿西高校へ通ってくれる。七尾であ

ろうが羽咋からであろうが、お客さんです。

そのお客さんを大事にして、いずれはこの町

の何分の１か、10分の１か分かりませんけ

ど、この町に残って、またこの町へ来ていた

だいて、この町のために頑張ろうという人が

その教育を通して身につけて、自分のものと

して捉えることができるとすれば、１人でも

２人でも５人でも物すごい宝だと思うんで

す。 

 ですからそういう宝に対して、当然、将来

を見据えて投資をする。そういうチャレンジ

を。大変なのは分かります。だけどそういう

ことぐらい考えていかないと、これまでのと

おりに、まち・ひと・しごと創生戦略会議、

これはこれでいいんですよ。これをずっと見

てもほとんど同じことが書いてある。 

 ですからこれも先ほどの話にありましたけ

れども、民間の方が達成したら見直さないか

んと。これは当たり前のことです。それを達

成したら横棒が引いてあるだけなんです。 

 じゃ、そもそもその目的が本当にそれだけ

レベルの高いものなのか。低いものを選べば

次の日に達成します。 

 ですからそういうことも含めると、今私が

申し上げているようなことは高いかもしれな

い。高いかもしれないけどチャレンジする価

値があると思うんです。そこに差別化を図っ

ていく。それが一つの学校の生徒さん、宝

物、毎日通う生徒さんの宝物を生かす道だと

思えば、町長、本当にこれは政治的な判断、

町長しか声を上げることはできないと思うの

で、ぜひとも進めていただきたい。 

 そんなふうにお願いをいたしますが、もう

一度どうですか。町長、分かった、こんな返

事をもらえませんか。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 普通科の３クラスなので、

何か特徴ある学校にするには、普通科を一つ

の特徴あるクラスにしてやっていくというこ

とが考えられんわけではありませんので、今

いろんな大学ではあるそうなんですが、例え

ばテレビ、映像技術、そういうことを大学に

はあるんですが、高校にそういう例えば映像

とか、いろんなクリエーターというか、そう

いうものを養成する学校は日本に一つだけあ

るらしいです。それがどこか四国にあるとい

うことで、それが結構話題になっているらし

いですので。それも中能登町より小さい高校

でそういうことを取組されるというところを

聞いておりますので、その辺一回調べまし

て、四国の学校も完全に生徒が少なくなって

閉校まで追い込まれたんですが、町民の皆さ

んが絶対残してくれということで、そこの町

長が掛け合って特徴ある学校にしたというこ

とで、少し話題性のある学校なので、少しい

ろんな面で考えていかなければならないかな
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と思っております。 

 そこの有名人が出た人が、ゴルフの松山英

樹のキャディがそこの高校を出たらしいで

す。ゴルフだけじゃなくて、いろんな報道関

係にも彼は関係しているので、それが出て一

躍その高校が有名になったということを聞い

ておりますので、またその辺、特徴ある学校

にしていくためには、存続させていくために

は何がいいのかをこれからまた考えていきた

いなと思います。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 私は、駅が近いと

いうこんなすばらしいメリットを生かした提

案をしました。町長から、そういう考え方も

あるというのはお聞きしましたけど、やっぱ

り今ある物を生かして、どこにもない、外見

的なことからでも入ると思うんですよね。そ

ういうアプローチもしていただきたいと思い

ます。 

 では、次に移ります。 

 ７番、公共施設等総合管理計画について。 

 当町の公共施設等マネジメントの目標の前

提となる統合、廃止等による保有量の削減目

標、令和37年度までに56％削減、令和８年度

までに25％削減は進んでいるか。現状は何％

ですか。お尋ねします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 公共施設等総合管理計画に

ついてのご質問にお答えします。 

 保有施設の削減目標である令和８年度まで

に25％削減、令和37年度までに56％削減の進

捗状況についてですが、平成27年度末の保有

施設の総量15万7,760平方メートルから現在

までの削減は、無償貸与を含めて１万2,962

平方メートルの削減となっております。削減

率は8.2％であります。 

 また、現状利用がなくなり解体待ちとなっ

ている施設は１万2,082平方メートルありま

す。 

 今年度解体を予定している旧鹿島庁舎につ

きましては、公費解体や復旧事業の進捗状況

を踏まえ、解体の実施時期を今後調整してい

きたいと考えております。 

 また、その他の施設につきましては、今回

の震災を受け、施設の今後の利活用を再度検

討した上で施設の統廃合と除却を進めていき

たいと考えておりますので、ご理解をいただ

きますようお願いをいたします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） そうすると、長期

目標の56％、短期の８年度までに25％につい

ては現状8.2％ということですね。３分の１

ですね、まだまだ。 

 私は、この前提は震災前のことでお話を聞

いていますけれども、多分今お話があるのは

震災前だと思うんですね。予算もいろいろあ

るんですけど、震災と一緒にすると分からな

くなるので、震災前の令和５年度の12月31日

現在でどうだと、こういうことでないと、震

災があったから全部コストもかかります、計

画が全部狂いましたでは町の計画の進捗は取

れないので、今お聞きしました。 

 そうすると、25％、令和８年度。あと２年

後の目標25に対して８ということで３分の１

しか進んでない、こんな状況ですね。 

 これを当然挽回しなきゃいけないと思うん

です。なぜかというと、この計画そのもの、

公共施設等総合管理計画そのものは現在はま

だ見直しをされていませんので、この計画

は、この目標は進んでいると思います。 

 この計画を実行するに当たり、個別計画を

それぞれ立てられましたね。そのそれぞれの

個別計画に対して、その進捗度合いはどんな

ふうになっていますか。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

  〔横井正之参事兼総務課長登壇〕 

○横井正之参事兼総務課長 澤議員の再質問

にお答えします。 

 個別計画ですけれども、施設について個別
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にどうこれから取り扱うかというものを積み

上げた上で、今の総合計画というふうになっ

ております。 

 ですので、廃止するもの、それから存続す

るもの、それから取壊しするもの、それの個

別の計画となりますので、それについて率と

いうものは個別には出てこないということに

なります。積み上げたもののトータルでの議

論として25％、56％という形になると思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） 大変恐縮ですが、

課長から、個別計画では進捗がなくて、総合

といいますかね、８％という答えをもってし

て進捗だと、こんな話なんですが、私は、ど

のタイミングで聞いたか忘れたんですが聞い

たんですが、そのときに、公共施設等総合管

理計画を実施するに当たり、どんなふうにし

て進捗管理をしていくかといったら、それぞ

れの個別計画をつくって、その計画に基づい

てやっていきます。よって、トータルの進捗

管理ができると、こういう答弁でございまし

た。 

 私は何度か総務課へ行って、個別計画でき

たのをいただきたいというので、できていな

かった部分については待って、多分、今全部

できていると思うんですけど。それをお尋ね

したいんです。 

 すなわち個別計画があって、全体の計画を

実行する具体的なものは個別計画にあります

と、こういう答弁だったので、個別計画と全

体の計画の進捗云々についてはリンクしなけ

ればいけないので、個別計画はきちっとなっ

ていますかというお尋ねをしました。 

 総務課長、違いますか。答弁いただきた

い。 

○議長（笹川広美議員） 横井参事兼総務課

長 

○横井正之参事兼総務課長 お答えをしま

す。 

 個別計画と総合計画はリンクいたします。

ということで、個別計画で具体的な取扱いを

積み上げた上で総合計画といたしますので、

実態を踏まえた上でリンクしたものというこ

とでなるかと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（笹川広美議員） 澤議員 

○５番（澤 良一議員） もう時間がなくな

りました。 

 これはこの後またお聞かせください、総務

課長。これは個別計画に、表現は変わります

けど、継続するのか廃棄するのかという大き

な選択があります。廃棄に向かってやるとい

う表現はちょっと変わりましたけど、そうい

う明確なものがございます。ですからそれに

よって、８％というのは個別計画が生かされ

ているかどうかという質問でございました。 

 時間が終わりましたので、これで終わりま

す。 

○議長（笹川広美議員） ここで11時45分ま

で休憩をいたします。 

           午前11時36分 休憩 

 

           午前11時45分 再開 

○議長（笹川広美議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 続いて、２番 合田 宏議員 

  〔２番（合田 宏議員）登壇〕 

○２番（合田 宏議員） 通告に従いまし

て、大枠３点で質問していきたいと思いま

す。 

 まず１点目です。共同墓（合葬墓）につい

てお伺いいたします。 

 当町においても少子・高齢化が急速に進

み、従来のお墓の形態の抱える問題が顕著化

してくると思われます。特に、後継者不足に

よる墓地の荒廃や遠方に住む親族の墓参りの

困難さなどが深刻な問題になっていくと思い

ます。 

 合葬墓や納骨堂は、単身高齢者や遠方に住
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む方にとって墓参りの負担を軽減し、心の安

らぎを提供することができ、将来的な無縁墓

の発生を防ぐことにもなります。また、後継

者不足に悩む家族にとって、合葬墓や納骨堂

は墓地の管理負担を軽減し、永続的な供養を

確保するための有効な手段となります。 

 合葬墓や納骨堂の導入は、単に墓地、墓所

の問題を解決するだけでなく、地域全体の活

性化につながるものと考えられます。例え

ば、合葬墓周辺に公園や緑地を整備すること

で町民の憩いの場を提供し、地域コミュニテ

ィの活性化を図ることができます。 

 納骨堂については、町民のほかに町出身者

や納骨堂を必要とする県外の都市部の人にも

開放し、年に１回はお墓参りに来てもらうこ

となどで関係人口、交流人口の増加や地域経

済の活性化にも期待できると思われます。 

 ８月29日の北國新聞に、かほく市の合葬墓

申込み状況についての記事が載っていまし

た。６月の受付から３か月間で111件の申込

みがあったそうで、能登のほうからも申込み

があったとの記事が載っていました。 

 当町は現在、震災からの復旧・復興に取り

組んでおり、町民の皆さんの生活基盤を最優

先して行政運営を行うことが急務と思います

が、私は当町において合葬墓や納骨堂の整備

が喫緊の課題であると考えます。 

 そこで町長にお尋ねします。 

 まず、当町において合葬墓や納骨堂の整備

を推進するための具体的な計画があります

か。また、町民の意見を聞きながら合葬墓や

納骨堂の設置場所や規模を決定するための討

論会を立ち上げることや、利用料金、運営方

法について、町民が安心して利用できるよう

な制度設計の予定があるか伺います。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 共同墓（合葬墓）の整備を

考えないかのご質問にお答えします。 

 全国的に少子・高齢化や核家族化が進み、

人々の家族形態の変化や価値の多様化によ

り、子や孫などによる承継を前提としてきた

お墓をめぐる社会環境も変化しつつあると認

識をしております。 

 中能登町では、親族が遠方に住まわれてい

る方、または将来墓地管理の後継者がいない

といった不安を持たれる方もおられると考え

られます。県内自治体の合葬墓の設置状況

は、現在８つの市町で整備されております。 

 合葬墓のメリットとしては、新しくお墓を

建立する費用がかからないこと、礼拝の対象

となる石塔などを共有でき、埋葬後もお参り

ができること、個人でお墓の維持管理または

承継の心配がなくなることなどが挙げられま

す。 

 また、デメリットとしては、個別ではなく

他の人と同じ場所に埋葬されること、合葬墓

に埋葬された後は遺骨を返してもらうことは

できないこと、地方公共団体の場合では宗教

を選ぶことはできないので永代供養を担うこ

とはできないといったことがあります。 

 中能登町の町営墓地については、３つの墓

地公苑があります。６月定例会議の一般質問

にも答弁しましたが、文崎墓地公園や墓地公

苑とりやには空き区画がない状況でありま

す。墓地公苑にのみやについては現在90余り

の空きがありますので、町といたしましては

まず墓地公苑にのみやを活用していただきた

いと考えております。 

 町内には、墓地公苑のほかにも寺院など個

人のお墓が建立されており、おのおののお墓

の管理や後継者の状況、埋葬への考え方など

実態を把握していないのが現状であります。 

 そうしたことから、町営で共同墓、合葬墓

などの整備につきましては現在予定はしてお

りませんが、町営墓地公苑や県内市町村の合

葬墓の利用状況など様々な埋葬形態の普及状

況を見ながら、町の中長期的な今後の課題と

していきたいと考えておりますので、ご理解

のほどよろしくお願いをいたします。 
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 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 合田議員 

○２番（合田 宏議員） 大体そう来るかな

と思いました。 

 再質問にはならないと思うんですが、私

は、先ほど澤議員の質問の中にもありました

けど、空き地施設を利用するということも考

えられるんじゃないかなというふうに思いま

す。特に納骨堂に関しては、ボックスを設け

ることによって一人一人管理できるので、他

の人と一緒に埋葬されるということもないと

思いますし、施設の中でお墓参りができると

いうことであれば、季節に関係なくいつでも

できるというようなことも考えられますし、

単に墓地や墓所の問題を解決するんじゃなく

て、地域全体の活性化にもつながると思いま

すので、また検討していただければなと思い

ます。 

 答弁はいいです。 

○議長（笹川広美議員） よろしいですか。 

○２番（合田 宏議員） はい。 

○議長（笹川広美議員） そうしましたら、

合田議員、２番目に移る前に、ここで昼食の

ための休憩を取りたいと思います。 

 午後１時30分まで休憩をいたします。 

           午前11時53分 休憩 

 

           午後１時30分 再開 

○議長（笹川広美議員） 午後からの会議を

再開します。 

 ２番、合田議員の質問の続きから始めま

す。残り時間は52分となっております。 

 合田議員 

○２番（合田 宏議員） 午前に引き続き、

質問に入りたいと思います。 

 大枠２点目になります。子供たちの個人情

報の取扱いについてお伺いいたします。 

 近年、ＧＩＧＡスクール構想の推進により

教育現場におけるＩＣＴ化が急速に進んでい

ます。しかし、このデジタル化に伴い、児童

生徒や保護者の個人情報という新たな問題が

浮上しています。特に利用履歴データの活用

やＡＩの導入など新たな技術の導入は、その

可能性と同時に、プライバシー侵害のリスク

をはらんでいます。 

 ＧＩＧＡスクールを導入している当町にお

いて、児童生徒や保護者の個人情報がどのよ

うに扱われているのか、その現状と課題につ

いて４つの項目で質問したいと思います。 

 １点目、個人情報保護に関する基本的な考

え方としてお聞きします。ＧＩＧＡスクール

構想における個人情報について、以下の点に

ついて教えてください。 

 まず、ＧＩＧＡスクールにおける個人情報

保護に関して、どのような基本的な考え方が

定められているのか教えてください。 

 また、文部科学省のガイドラインや関連法

規を踏まえ、児童生徒のプライバシーを最大

限に尊重する方針が明確に示されているか、

具体的に説明してください。特に利用履歴デ

ータやＡＩによる分析結果といった新たなデ

ータの取扱いに関して、どのような原則が設

けられているか詳しく教えてください。 

 ２点目、ＧＩＧＡスクール構想において使

用される端末やシステムに関連して、以下の

点について教えてください。 

 まず、どのような種類の個人情報が収集さ

れているのでしょうか。 

 次に、収集された個人情報がどのような目

的で利用され、第三者に提供される可能性が

あるのか、具体的に説明してください。 

 利用履歴データが学習状況の分析や個別の

学習指導に活用されることが想定されます

が、その範囲や目的が明確に規定されている

かどうかを教えてください。また、保護者の

同意を得ずに個人情報が利用、提供されるこ

とがあるかについても教えてください。 

 ３点目、情報セキュリティ対策として、外

部からの不正アクセスや情報漏えいを防ぐた

め、どのようなセキュリティ対策が講じられ
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ているのか説明ください。特にクラウドサー

ビスやＡＩサービスなどの外部サービスを利

用する際に、データの暗証化やアクセス権限

の厳格な管理など、どのような対策が取られ

ているのか具体的に教えてください。 

 また、万が一情報漏えいが発生した場合の

対応マニュアルは整備されているのかもお聞

かせください。 

 ４点目、保護者への情報提供として、保護

者に対して十分な情報提供が行われているの

でしょうか。また、保護者の不安や疑問に迅

速に対応できる体制が整っているのか、具体

的にお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 林教育長 

  〔林 大智教育長登壇〕 

○林 大智教育長 合田議員の子供たちの個

人情報等の取扱いについてのご質問にお答え

します。 

 １点目の個人情報保護に関する基本的な考

え方についてですが、学校での個人情報の取

扱いについては、文部科学省が定める教育情

報セキュリティポリシーに関するガイドライ

ンに基づき、当町でも教育情報セキュリティ

ポリシーを策定し、これを遵守しておりま

す。 

 具体的には、個人情報である特定の個人を

特定する情報である氏名、生年月日、住所は

もちろんのこと、児童生徒の成績や出欠状

況、健康診断結果、教員情報、メールアドレ

スなどの情報資産については、学校関係者以

外の者の目に触れないように厳重に管理して

おります。 

 また、児童生徒の情報は、卒業後にあって

も保存年限に関する期限まで外部に漏えいし

ないよう厳重に管理するとともに、保存年限

到達した際には適切な処理を実施しておりま

す。 

 ２点目の個人情報の収集、利用、提供につ

いてですが、タブレット端末には民間業者が

提供する学習用アプリが搭載され、児童生徒

の氏名やテスト結果などの情報が取り扱わ

れ、各種集計、分析などに活用されておりま

す。 

 ３点目の情報セキュリティ対策についてで

すが、近年、タブレット端末の導入や校務デ

ジタルトランスフォーメーションの進展など

による情報利用の高度化に伴い、情報セキュ

リティの点において不正アクセスの防止や利

用者認証の活用、監視の強化等が図られてお

ります。 

 外部の業者が個人情報を取り扱う場合、町

は、あらかじめ利用範囲を定め、目的外使用

とならないよう制限を課しております。ま

た、情報の取扱いは国内に限定し、日本の法

令が適用されない海外で取り扱うことはあり

ません。 

 個人情報が業者から外部に漏えいすること

は重大インシデントに当たり、故意や過失を

問わず当該業者は法的責任や社会的責任を負

うことになり、町教育委員会や当該学校もそ

の対応に追われることになりますので、情報

の管理や取扱いについては細心の注意を払っ

ております。 

 最後に、４点目の保護者への情報提供につ

いてですが、地方自治体が個人情報を取得す

る場合、利用目的を具体的に定め、個人に知

らせるよう義務づけられていることから、学

校においても同様に、利用目的を定めて児童

生徒や保護者に案内しております。 

○議長（笹川広美議員） 合田議員 

○２番（合田 宏議員） 大変丁寧な答弁、

ありがとうございます。大体、国の文科省の

指針に沿って取り扱われているんだなという

ことが分かりました。私が一番危惧していた

のは、データの管理が海外サーバーに持って

いかれたりとかするんじゃないかなという思

いがあったので、お聞きしました。 

 ＧＩＧＡスクールの利用は、大変生徒や児

童の学習意欲を高め、新しい学びの形を創造
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する上で非常に重要な取組だと思います。し

かしその一方で、個人情報という観点から慎

重な対応が求められています。特に利用履歴

データの活用やＡＩの導入は、大きな可能性

を秘めている一方でプライバシーの侵害リス

クも伴います。児童生徒のプライバシーを最

低限尊重し、より安全な学習環境を提供し、

一層の努力を期待し、次の質問に移りたいな

と思います。 

 最後の質問になります。神社の耐震につい

てお伺いします。 

 能登半島地震において多くの神社が被災

し、地域コミュニティの中心的な存在として

の役割が損なわれてきました。私たちの地区

でも神社の鳥居や灯籠、石垣などの倒壊があ

り、再建に向けた会議が行われていますが、

神社の再建は地域住民の心の振興やコミュニ

ティの再生に不可欠だと思います。 

 能登半島地震により被災した神社に対し、

石川県は地域コミュニティ施設等再建支援事

業として最大1,200万円の補助を行う予定で

あるという報道がありますが、この補助金は

神社本体の再建には利用できないものと理解

しています。 

 しかし今後、大規模地震発生に備え、神社

の耐震化は喫緊の課題だと思います。神社の

耐震化には専門的な知識や技術が必要だと思

っています。また、町民の復旧・復興を優先

することも大切ですが、当町として今後神社

の耐震化に向けた補助の考えはないか、お伺

いします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 神社についての質問にお答

えいたします。 

 地域コミュニティ等施設再建支援事業につ

きましては、現在、県のほうで制度内容や補

助対象範囲など詳細について検討中でありま

す。基本は復旧事業が対象であり、耐震化な

どの補強事業は対象外となる見込みです。 

 このため、被害を受けた神社につきまして

は、県の支援メニューを受けて復旧ができれ

ばと考えております。 

 耐震化の補助については、地区の自主避難

所となる集会所も含めて今後検討していきた

いと思いますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

○議長（笹川広美議員） 合田議員 

○２番（合田 宏議員） 町の考えは理解し

ました。私としては、県や国に補助金の創設

を働きかけてもらえればなと思いますが、私

一人でこういうことを言ってもしゃあないの

で、町長のほうで何か検討していただけない

か、考えはあるか、教えてください。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 県で、９月議会でどういう

ふうになるか分かりませんのでその辺を、支

援メニューにつきましては、どういうふうに

使っていけばいいかということを、これから

９月議会で、県議会で詳細な決めが決まるの

で、それを見まして、またこちらのほうで検

討していかなければならないと考えておりま

す。 

○議長（笹川広美議員） 合田議員 

○２番（合田 宏議員） 確かに９月議会で

今後どうなっていくか見て、また町長のほう

でご検討していただければいいなと思いま

す。 

 町の復旧・復興が優先されるべきだと思い

ますので、神社の耐震化に対しては、今すぐ

でなくてもいいと思いますので、今後また考

えていただければなと思います。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（笹川広美議員） 続いて、６番 古

玉いづみ議員 

  〔６番（古玉いづみ議員）登壇〕 

○６番（古玉いづみ議員） それでは、通告

に従いまして私の一般質問を始めさせていた

だきたいと思います。 

 昨日も金沢で自民党総裁選の討論会が行わ

れました。そちらに負けないように熱く議論
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していきたいと思いますので、執行部の皆様

にはどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、こどもまんなか社会の実現へ。 

 少子・高齢化が加速するこの日本におい

て、政府も本格的に少子化対策に遅ればせな

がらですけれども乗り出しまして、こども家

庭庁の設立、子ども・子育て支援金制度の拡

充など異次元の少子化対策が導入されていく

こととなり、社会全体で子育て支援を行う意

識の高まりが期待されております。 

 こうした制度は、ただ少子化の進行を食い

止めるのみならず、将来的には社会保障負担

の軽減を目指すものであり、長期的には国の

財政健全化にも寄与するというふうに考えら

れています。こういった流れは、子育て世帯

のみならず、社会全体の構造にも影響を与え

る可能性があります。 

 こうした中、中能登町においても、子育て

支援をより充実させ、安心して子育てをし、

子供が成長していける、そういった環境整備

を全体で子供を支える体制の構築を目指して

いかなければいけないと考えますが、以下３

点で伺います。 

 まず初めに、こどもまんなか応援サポータ

ー宣言をし、地域を挙げて子育てをしていく

環境を構築してはどうか。これは昨年の一般

質問で合田議員が提唱したときに、子ども・

子育て会議に諮り検討したいとの町側の答弁

でした。その後、会議で検討されたのかどう

か。県内では小松市が宣言をしており、富山

県では県を挙げて１年以上前に社会全体で子

育てを支え、子育て環境日本一の実現を目指

すと宣言しています。 

 町のほうでは検討ではなく方向性をしっか

りと率先して示していっていただきたいとい

うふうに考えますが、いかがでしょうか。 

 そして２点目、給食費無償化、保育料無償

化の自治体がかなり増えています。当町でも

真剣に子育て世帯の負担削減の取組を進めて

いく考えはないのか伺います。 

 こちらは先ほど澤議員への答弁の中で、町

長が保育料のみならず副食費、主食費、そし

ておむつ代までの補助を考えておられるとい

う、来年１月から実行に移していただけるよ

うな、そういった答弁でしたので、私は給食

費のほう、澤議員はちょっとまた次と言って

いましたが、私は両方でお願いしたいと考え

ております。 

 給食費完全無償化を実施している自治体

は、全国の公立小中学校で昨年の９月時点で

は約３割の547自治体となっていると文部科

学省の調査で判明いたしました。１年後の現

在ではもっと増えていることが容易に推測さ

れます。今年の４月から東京都23区全域で公

立小中学校の給食費が無償化となっており、

今後も全国的にも無償化が広がっていく、そ

ういった流れとなっております。 

 県内でもほとんどの自治体で完全無償化が

実施されており、当町も一部無償化は実施さ

れていますが、そういった中においても、た

だでさえ物価高騰で経済的負担が増すこうい

った子育て世帯において、自治体間における

財政負担の格差が広がっていることをひしひ

しと感じております。 

 また、あまりお隣や周りと比べるのもどう

かとは思うんですが、羽咋市では給食費、保

育料が４月より完全無償化となり、七尾市で

も昨年から給食費は無償化です。また、宝達

志水町でも進めていくという話がこの間の答

弁でありました。 

 そういった中において、当町だけ子育て世

帯の負担削減の取組において取り残されてい

るのではないのかというこの現状を打破しな

ければいけないとの思いですが、これについ

てもお伺いいたします。 

 ３点目に、猛暑や大雪で子供たちの遊べる

場が限定されている。そういった中、室内で

遊び集える場の環境整備が必要だと考えます

が、室内遊戯場や、また、海に面していない

中能登町において水遊びのできる公園の整備



－49－ 

の考えはないのか伺います。 

 震災前に、道路公園包括ＰＦＩ事業におい

て公園や室内遊戯場の整備も視野に入れた民

間委託事業を計画していましたが、残念なが

ら震災により白紙となってしまいました。担

当課からは復旧・復興が落ち着いたらとの説

明でしたが、復興後、事業者がそういった大

規模な管理委託に手を挙げてくれるかどうか

というような現実もあり、一体いつになった

ら進めていくのか分かりません。 

 この少子・高齢化、特に子供の数が減って

いる。そういった中において子育て支援に力

を入れていく。それを復興とともに進めてい

くべきではないかと思いますが、以上３点で

伺います。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 こどもまんなか社会の実現

について、１点目のこどもまんなか応援サポ

ーター宣言をし、地域を挙げて子育てしてい

く環境を構築してはどうかの質問にお答えし

ます。 

 少子化や核家族化の進行、地域社会の変化

など、子供や子育てをめぐる環境は大きく変

化をする中、地域全体で子育て家庭を支援

し、安心して子育てができる環境づくりを推

進していく必要があると考えております。 

 こども家庭庁が提唱するこどもまんなかと

は、子供たちのために何がもっとよいことか

を常に考え、子供たちが健やかで幸せに成長

できるような社会を実現するもので、このこ

どもまんなかの趣旨に賛同し、自らもアクシ

ョンに取り組む個人や団体、企業をこどもま

んなか応援サポーターとして位置づけており

ます。 

 町としましても、こどもまんなか応援サポ

ーター宣言を行い、こどもまんなかに取り組

む姿勢を示し、町民に広くその取組を発信す

ることは、地域全体で子供の成長や子育てを

応援していく機運の醸成につながるものと考

えております。 

 昨年９月の定例議会での一般質問でも答弁

しておりますが、こどもまんなか応援サポー

ター宣言については、子育て支援に携わる各

種団体の代表者の方を委員とする子ども・子

育て会議において議論していただくこととし

ており、昨年度は能登半島地震の影響で会議

が開催できませんでした。今年度の会議にお

いて取り上げた上で、検討してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いをいた

します。 

 次に、２点目の給食費無料化と保育料無償

化についてですが、保育料無償化は、さきの

澤議員のご質問に答弁したとおりであります

ので、ここでの答弁は省略します。 

 給食無料化については、当町では18歳未満

の児童生徒を２人以上扶養する保護者を対象

に給食費を助成する一部無償化を実施してお

りますが、近年、多くの自治体で完全無償化

が実施されていることを承知しております。 

 完全無償化を実施するには多額の費用を要

することから、これまで必要な財源について

内部で協議をしてきましたが、実現に至って

はおりません。 

 昨年６月に発表された政府の少子化対策で

あるこども未来戦略方針に伴い、給食無償化

実現に向け実態調査や課題の整理が行われた

結果、文部科学省の試算によれば、全国的に

無償化を実施するには同省予算の１割に当た

るをおよそ5,000億円が必要とされ、実現が

容易ではないとの見解を示されました。 

 当町も含め、全国の地方自治体からは国の

財政支援を期待する声が上がったものの、こ

れを当てにすることは少し望みが薄くなった

との印象を持っております。 

 しかしながら、異次元の少子化対策のため

には、保護者の経済的負担の軽減、子育て支

援の観点から、給食費の完全無償化は、定住

促進の点において町独自の施策として大変有

効であると判断をしております。 
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 現時点では完全無償化に伴う費用に係る国

からの財源手当の見通しはつかないものの、

できるだけ早期に実現できるよう内部で検討

を進めてまいりますので、いましばらくお待

ちをいただきますようよろしくお願い申し上

げます。 

 次に、３点目の室内遊戯場や水遊びのでき

る公園の整備の考えについてお答えします。 

 現在、町内において室内で子供たちが遊べ

る施設は、３つの児童館をはじめ図書館や農

業環境改善センターパルみおやの一角にキッ

ズコーナーを開設してご利用をいただいてお

ります。それぞれの施設では、季節に応じた

イベントをはじめ、日曜日や祝日にも施設が

開館していることで、子供たちや家族も一緒

に参加することができ、地域にとって憩いの

場となっております。 

 しかしながら、近年の梅雨の時期や夏の猛

暑、冬の大雪などで子供たちの遊べる範囲や

場所が限られることも認識をしております。

町の総合戦略のアンケートでも、子供たちが

伸び伸びと遊べて保護者もゆっくりできる屋

内施設が欲しいという声も聞いております。 

 町では、公共施設を利用した屋内遊戯場の

整備計画を検討しておりましたが、震災によ

り一旦中断をしております。しかし、子育て

や子育てに優しい中能登町をより実感してい

ただくためには、家族ぐるみで気軽に安心し

て利用できる屋内施設の充実をはじめ、屋外

でも中能登町の自然を生かし、地域を知るこ

とができる、そんな取組も必要になってくる

と考えております。 

 議員提案の室内遊戯場や水遊びのできる公

園なども大変貴重なご意見ではございます

が、環境整備のため、基本構想や整備方針、

実施計画、そして多額の財源も必要になって

きます。 

 町としましては、町復旧・復興プラン策定

に関するアンケートなどの意見も参考にしな

がら、次期第３次の総合計画の策定に施設の

必要性も含めて検討してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解のほどよろしくお願い

をいたします。 

○議長（笹川広美議員） 古玉議員 

○６番（古玉いづみ議員） 答弁、思ったよ

うな感じだったかなとは思うんですけれど

も。 

 １つ目のこどもまんなか応援サポーター宣

言に関しましては、まだこれから会議が行わ

れるということですので、ぜひ広くこれを宣

言していただいて、うちの町は子育てが中心

なんだよ、子供たちは大事なんだよというこ

とを、地域を挙げて子供たちを見守っていく

環境整備というのをつくっていく上でもこう

いった宣言というのはすごく有効だと思いま

すので、どうか会議の中で進めていっていた

だきたいなというふうに考えます。 

 ２点目の給食費無償化、財源の問題が出て

くるだろうなというのは私も思っていまし

た。こういった震災の中で、本当に多額の費

用が必要になっている中において、やっぱり

一番優先順位をつけていかなければいけない

わけですけれども、そういった中で、物価高

騰、そして様々なものに費用がかかる中にお

いて、子育て世帯をサポートする姿勢を見せ

るということが町の方針としてすごく大事な

んじゃないかなというふうに思うんですね。 

 それを示しているのが珠洲であったりです

とか、珠洲なんかもここよりも物すごくひど

くダメージを受けている。それなのに給食費

無償化に踏み切ったんですよ。それぐらいの

ほかを差し置いても子供たちのためにやって

いくんだという姿勢を見せるかどうかとい

う、そこだと思うんですよね。 

 財源というのはもちろんありますけれど

も、たらればの話かもしれないですけれど

も、保育園民営化がもっと早くにできていれ

ばその財源というのは確保できていました。

そういうような、あのときにこれができてい

ればこれができているなということはたくさ
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んあると思うんです。 

 それを今さら掘り返して話をしても仕方が

ないので、じゃこれから先何ができるのかと

いうことを考えたときに、やっぱりリーダー

の町長の思い一つで、それに向けて、じゃそ

の財源をつくるためにどうしようかと、本当

に優秀な職員の皆さんは知恵を絞ると思うん

ですよ。 

 ですので、中で、内部で検討していきます

というのは、私もこの同じ質問を何回もして

います。今だからこそ、この震災があって、

本当にみんなで一つになって子供たちを育て

ていこう、地域が子供たち、子育てに関わっ

ていこう。コミュニティスクールがスタート

し、震災があって、みんなで一緒にやってい

こうという中において、物すごくランドマー

ク的な施策になるんじゃないかなというふう

に私は考えるんですけれども、そういった私

の思いを聞いて、町長は考えを、やっぱりも

う一歩先へ進めていこうというふうにはなら

ないでしょうか。再度お伺いいたします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 本当はすればいいんです

が、さきに澤議員のときに申し上げたとお

り、保育料の完全無償化は１月に、これから

条例とかそういうものを少しなぶりながら進

めていきますので。給食費も本当は無償化に

は、この間も町長ヒアリングときに、しよう

かというような話も出ていますので、それも

含めて、今ははっきりやりますということは

言われませんけど、めど的には１月を目指し

て条例改正とかいろいろなことをやらないと

いけないので、その辺またちょっと検討をさ

せていただきたいなと思います。 

○議長（笹川広美議員） 古玉議員 

○６番（古玉いづみ議員） 前向きな答弁、

ありがとうございます。大変期待しておりま

すので、今後も動向を見守っていきたいなと

思っております。 

 ３点目の室内遊戯場に関しましても、本当

にいろいろな、町というのは計画がある上

で、計画に沿って計画を順番にというのは物

すごく分かるんですけれども、じゃ実際にそ

の計画と町民の皆様の声であったり町民の皆

様の生活が本当にリンクしているのかという

ところがあるんですよね。 

 私も子育て世代ど真ん中の母親として、そ

ういったお母さん方からの声を物すごく聞き

ます。先日、お隣羽咋市でオープンしました

ＬＡＫＵＮＡはくいも、新聞にも大きくにぎ

わっていますが、１年で６万5,000人をめど

としていたところが２か月半で10万人です

か。物すごい効果があると思うんです。集客

効果のみならず、周辺に対しての経済効果、

活性化、そういったものも踏まえて、羽咋市

というのは今勢いがついているなというのは

私は見ていてすごく感じますし、先日も2023

年が転入者が転出者を上回ったという、本当

にちょっとこんなことを言うとあれですけど

悔しいなという思いもあるぐらい、羨ましい

部分もあるんですね。 

 かほくにも、かほっくるという室内遊戯場

があります。そこもいつ行っていっぱいなん

ですよ。予約が取れないぐらいいっぱいなん

です。今この地で求められているのは、やっ

ぱり子供たちが安心して遊べる室内の遊戯場

なんですよ。 

 ぜひ町長も職員の皆さんも行ってみて、石

川県内のそういった室内遊戯場がどういう状

況なのか。お休みの日はどこもいっぱいで

す。お母さん方は、ここもいっぱいだった、

仕方がない、30分、１時間待つかな。だって

外で遊べないもんという中で待っているんで

すよ。 

 費用対効果だけを見たら、もしかしたら物

すごくお金のかかるものとして、計算だけ

で、そろばん上のはじいている部分にはそう

かもしれないんですけれども、実際に本当に

必要とされている方たちの声を聞いて、目で

見て、本当に必要なものは何なのかというの
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をぜひ皆さん感じ取っていただいて、それを

協議していって、私は、より住みやすい、子

育てがしやすい中能登町にしていっていただ

きたいなというふうに思いますので、どうか

よろしくお願いします。 

 それ以上は言いません。 

 それでは、２つ目、子供たちの未来への希

望をつなぐ。 

 １月１日の能登半島地震発災より、はや９

か月近くがたとうとしています。議会では、

予算委員会で、道路や水道の修繕状況や今後

の修復についての見通しなど担当課より説明

を受けましたが、国の査定も順次進み、復旧

作業や家屋解体が加速化されていくことでし

ょう。 

 町の復興計画については、年内をめどに進

めていくとした中で、先ほどもありました

が、先月、８月23日から３日間にわたってタ

ウンミーティングが開催されました。これ

は、総務課復興対策室が軸となり進める復興

計画をつくっていく中で、これからの中能登

町をどのような町にしたいのかを考えるた

め、暮らしやなりわい、子育て、地域のこと

などについて、町民と話し合いたいとの考え

からとのことでした。 

 私もちょっと出て、いろいろ思うところは

あるんですが、町民の一人として、この議会

のメンバーも複数人参加し、町民の生の声を

聞くチャンスがあったわけです。私は偶然、

中学生と同じグループとなりまして、大人に

囲まれた中で、一生懸命に自分の意見を伝え

ようとするその中学生の姿に胸が熱くなりま

した。周りにいたみんなは保護者のような温

かい目で見守っていたなと。本当にグループ

が一つになっていたなというのを感じまし

た。 

 しかしながら、このような主催者側である

町の関係者やマスコミ、そして意見を言いた

くて集まっている声の大きい大勢の大人たち

の中において、子供たちが本当に自分の言い

たいことを十分に伝えることができる環境で

あるとは少し言い難かったのではないでしょ

うか。 

 復旧というのは、あったものを修繕して機

能を回復していくものですが、復興とは、長

期的展望に基づき、地域の総合的な構造を抜

本的に見直し、新たな地域の創出を目指すこ

とであると防災都市計画研究所は定義してお

ります。また、大規模災害復興基本法でも、

復興とは、住民が安心して豊かな生活を営む

ことができる地域社会の実現を目的としてい

ます。 

 こういったことからも、復興においては、

未来を担う子供たち、若者の意見を積極的に

取り入れて、希望あふれる中能登町のビジョ

ンを共有していくことが重要であるというふ

うに考えますが、町側の見解を伺います。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 復興計画において、未来を

担う子供たちの意見を大いに取り入れた希望

あふれる中能登町のビジョンを共有していく

考えについてお答えします。 

 復旧・復興プランの策定においては、未来

を担う子供たちをはじめ、20代、30代、子育

て世代などが描く中能登町のビジョンが非常

に重要と考えております。 

 そのため、タウンミーティングのほか、各

種団体からの意見交換も積極的に実施してい

るところであります。小学生、中学生または

高校生からの意見を聞く機会についても、今

後実施していきたいと考えておりますが、一

方で、地震に対する子供たちの心理的な不安

定感などを十分に考慮していかなければなら

ないと考えております。 

 このため、教育委員会や学校現場の意見を

通じて、児童生徒のメンタルについての配慮

や留意事項も踏まえた内容としていきたいと

考えております。 

 子供たちが想像するつながりや絆を通した

中能登町の未来を現在策定中の復旧・復興プ
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ランに着実に描いていくためにも、引き続き

議員をはじめ関係機関の皆様方には、より一

層のご理解とご協力をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（笹川広美議員） 林教育長 

  〔林 大智教育長登壇〕 

○林 大智教育長 古玉議員のご質問にお答

えします。 

 教育委員会としても、復興計画に子供たち

の意見を取り入れることは大いに賛成で、と

ても大切なことと考えております。意見を聞

く方法としては、学校において子供たち同士

で同じテーマによる意見交換を行い、提案と

いう形で復興計画に反映していただくことが

一つの方法であると考えています。 

 今回の地震を受け、防災をテーマとした学

びが各学校で既に進んでいることから、これ

をさらに進化させ、意見を集約した結果を発

表する場をご用意していただき、町に対する

提案の場とする形が適切であると考えます。 

 一つの事例として紹介すると、鳥屋小学校

６年生は、総合的な学習の時間で防災のため

の安全なまちづくりと題した授業を行ってい

ます。地震の被害の実態を知り、課題意識を

持ち、課題解決の活動を通して自分たちで考

えて行動できることを当初の目標としていま

したが、学んだことを町長や町議会、町民に

広く発信することを企画しています。 

 私としては、子供たちの探究心が進化して

いることを大変頼もしく感じております。 

 今後、復興対策室、教育委員会及び学校と

で連携、相談しながら計画に反映できるよう

努めてまいりますので、ご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

○議長（笹川広美議員） 古玉議員 

○６番（古玉いづみ議員） 町長、教育長か

らご意見をいただきました。町長の子供たち

の不安な心に寄り添うという、それも本当に

物すごく大事なことですし、やっぱりこうい

った大きなことにおいては、トラウマとして

何か心のそういったものを引き起こしかねな

いこともありますので、やっぱり慎重になら

なければならない部分はあると思うんです

が、この災害大国の日本において、いつ何ど

き何が起こるか分からない。やっぱり防災教

育を続けていく必要性というのもすごく感じ

ています。 

 私は、こういった報道を見ました。子供の

支援活動をする非政府組織セーブ・ザ・チル

ドレン・ジャパンが、被災した能登の子供た

ち2,000人にアンケートを取った結果が８月

末にオープンになりました。その中で、学力

差の心配、被災地から少し２次避難路、1.5

次避難された子供たちが同じように学べない

環境であったということで学力差の心配であ

ったりですとか、体調面の不安、そしてま

た、これは本当に心が痛いなと思ったんです

けど、大都市で起こった場合こんなに復興が

遅くなるわけがないだろうというふうに子供

たちは訴えているんですね。 

 そういった中、およそ４割は、大人や社会

に伝えたいことがあるかという問いに対して

は、いいえと答えました。それの理由とし

て、話しても何も変わらない、何を話したら

いいか分からないなど、そういった理由が挙

げられているということを見て、物すごく心

が痛くなりました。 

 そして、およそそういった中においても６

割が復興に向けた活動に参加する意欲を見せ

るというところがすごく明るい兆しだなと思

ったんですが、自分の住む町のために何かを

したいと子供たちは考えているようで、この

アンケートを通して意見を言えてうれしかっ

た、気持ちが楽になったなどの回答もあった

そうです。 

 この結果を県の教育委員会に提出して、子

供の声を復興計画に生かすよう求めていると

いう、こういった記事がありました。 

 この記事を読んで、子供たちは未来に希望

を持っているのに、それを大人がすくい上げ
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られていないんじゃないのか。そんな社会に

なってないんじゃないかなとの懸念が湧きま

した。当町でも子供たちの本音をしっかりと

聞き出して、未来の中能登町のまちづくりに

積極的に関わっていくような環境づくりを進

めていかなければならないなというふうに思

わされた記事でした。 

 また、今ちょうど子供たちが防災について

学んでいるということを教育長おっしゃられ

ましたけれども、またちょっと話がずれるか

もしれないんですけど、今何をやっているの

か、防災無線が何のためにあるのかという話

とかを子供たちがしていたんですね。あれは

毎日毎日同じ時間に流れなきゃいけないもの

なのかというのを、私はとある移住されてき

た方に言われたことがあるんですよ。町とし

て、あんなに大きい音で毎日同じ時間に流さ

なくてもいいんじゃないのか、うるさい、何

とかしてくれと言われたことがありました。

でも子供たちからしたら、あれはちゃんと何

かあったときに流れるかを毎日流して確認し

ているんだよ。子供たちのほうがちゃんと分

かっているんですよ。 

 そういったことを経験しまして、しっかり

と子供たちに防災教育ができているんだな、

大人のほうがもう一度しっかりと学び直さな

きゃいけない部分があるんじゃないのかなと

いうのを改めて感じさせられたことがありま

した。 

 そういった意味でも、町の進めている防災

教育、ぜひ後押ししたいですし、子供たちの

意見を吸い上げる、気持ちを酌み取るという

部分をぜひ大事にしていっていただきたいな

と思いますけれども、教育長、その辺どうお

考えでしょうか、お聞かせください。 

○議長（笹川広美議員） 林教育長 

○林 大智教育長 古玉議員の今のお話、す

ごく感じ入りました。子供たちを何とかした

いという思いが本当にありますし、自分たち

の意見がなかなか通らないということも分か

っているんですけども、それを何とか発表し

たい、そんな気持ちが鳥屋小学校の授業でも

感じましたし、中学校の１年生、３年生も同

じように取り組んでいます。 

 ぜひとも子供たちの意見を聞いていただ

き、それを中能登町のビジョンに生かしてい

ただきたい。また生かしていこうと思ってお

ります。よろしくお願いします。 

○議長（笹川広美議員） 古玉議員 

○６番（古玉いづみ議員） 力強いお答え、

ありがとうございました。 

 これは熊本地震ですごく被害が大きかった

益城町の復興計画なんですけど、子供の描い

た絵が表紙になっているんですね。今、石川

県内でも徐々に復興計画というのが自治体か

ら上がってきています。そういった中におい

て、けちをつけるわけではないんですけれど

も、ほかのところを見て、何か冷たいなとい

うふうに感じる部分があったんですよ。 

 私もいろいろな復興計画を見ていく中にお

いて、やっぱり子供が中心にあるべきだなと

いうのはすごく感じたことですので、ぜひこ

の思いが乗っかるような復興計画をつくって

いっていただきたいなと思います。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（笹川広美議員） ここで14時30分ま

で休憩をいたします。 

           午後２時17分 休憩 

 

           午後２時30分 再開 

○議長（笹川広美議員） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 続いて、１番 三浦克欣議員 

  〔１番（三浦克欣議員）登壇〕 

○１番（三浦克欣議員） それでは、通告に

従いまして質問をいたします。 

 地震からもう少しで９か月になります。復

旧・復興プラン策定に向け、７月にはアンケ

ート、８月には３日間にわたりタウンミーテ

ィングが行われ、少しずつではありますが前
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に進んでいるのではないかという印象を持っ

ております。 

 しかしながら、現在町の中に目を向けてみ

ると、公費解体が本格的に始まっており、外

観は何ともなく見えていても、この家も住め

んのかと驚くことが多くなっています。中能

登は比較的被害が少ないというふうに言われ

ておりますが、被害が少ない家が多いだけ

で、深刻な被害を被り困っている方々がまだ

まだたくさんおられると改めて実感している

ところです。 

 また、障害のある方のご家族から、半壊以

上で高齢者や障害者がいる世帯に対しての給

付金があるという話を聞いた。でも、その対

象は能登地域６市町に限られていて、中能登

の私の家は半壊以上で子供にも障害があるけ

ど給付金はいただけないとおっしゃっておら

れました。せっかく全壊、半壊という横の線

が設けられ、補助金等の支援がされているの

に、なぜ能登地域６市町という縦の線を引く

のか。困っているのは同じなのに、七尾と中

能登と住んでいるところが違うだけで格差が

あるのは納得できないとおっしゃられていま

した。 

 そのお話を聞き、全くそのとおりだと思い

ました。その思いをぜひタウンミーティング

で主張しましょうと参加を促しましたが、三

浦さんに言うたし、それでいいわ、三浦さん

頑張ってということでしたので、タウンミー

ティングでもその話をさせてもらったんです

けど。 

 私は、物事の本質はどこにあるのかという

のを常に考えていて、この横の線はまさに本

質を突いているというふうに思います。縦の

線は国、県レベルの話なのでどうすることも

できないかもしれませんが、そうであれば町

レベルでその溝というか格差を埋めていくし

かないというふうに思います。ぜひ今後、復

旧・復興の範囲で反映させていただきたいと

いうふうに考えます。 

 冒頭に公費解体の話をしましたが、タウン

ミーティングでの資料では公費解体の受付受

理件数が住家、住んでおられる家116件、自

費解体が７件、つまり123件の家が解体され

る。単純に123世帯の方々が住むところに困

っておられるということになるのではないか

というふうに思います。 

 その一方で、アンケートにおいて、７月時

点で96.3％の方は自宅に住んでおられるとい

うデータもありましたが、これは回答者の比

率も影響していて、半壊以上の方の回答者が

全体の20％に満たないので、あまり参考にで

きないのではないかというふうに思いまし

た。 

 私なりに町民の皆さんが現在一番何に困っ

ているかというと、やはり住むところではな

いかと推測しております。復旧の基本は、発

災直後何に困ったか、その後何が大変で、今

何に困っているのか。目の前の困難に対して

具体的に支援することではないかというふう

に私は思います。 

 それを踏まえて、①能登半島地震で、中能

登町として被災についてどのように総括した

か。②アンケート、タウンミーティングから

何を読み取ったか。③今回のタウンミーティ

ングを踏まえ、今後、町民の皆様の生の声を

聞く機会があるのか。④プラン策定の具体的

な進捗度について。以上４点について質問い

たします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 中能登町復旧・復興プラン

の策定の進捗状況についてお答えします。 

 まず１点目の当町の被災状況をどのように

総括したかについてでありますが、発災当初

からの被害に加え、新たな被害箇所の報告も

受けている状況でありますので、現時点では

総括する時期には達していないものと考えて

おります。 

 現在、震災に関する各種アンケートやタウ
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ンミーティング、各種団体とのワークショッ

プを通して皆様方からのお話をお聞きする中

でも、まだまだ被災に対する復旧・復興に追

われている状況であることを多く聞きますの

で、被災の総括につきましては、もうしばら

くの時間を要するものと考えております。 

 次に、２点目のアンケート、タウンミーテ

ィングから何が見えたのかについてお答えし

ます。 

 これまで町民の皆様方から、町民アンケー

トやタウンミーティングをはじめとして、町

防災士連絡協議会や町交通防犯推進隊、町消

防団や女性消防団、地区高齢者サロンを担当

者が直接会議の席上に訪れ、ワークショップ

によりご意見をお聞きしました。 

 共通した意見として、一番困ったことは断

水によるトイレの水が流せなくなったこと、

避難場所においても困った一番の多かった意

見はトイレに関することで、避難所でも非常

用トイレに困ったとの意見がありました。 

 このことから、対応策として、多様な水資

源の確保や、それらの位置情報の備蓄と提

供、防災拠点の整備や避難所となり得る施設

整備と機能の見直し、地域での共助とコミュ

ニティの強化などの提案がありました。この

ほかにも避難所でのプライバシーの確保や広

い避難所の確保が必要などの様々なご指摘を

いただいております。 

 こうしたことから、災害時であっても清潔

な環境と安定した水資源の供給、今年のよう

な猛暑や冬場の寒さが厳しい時期でも避難で

きてプライバシーが保てる広い施設が重要で

あると考えております。 

 次に、３点目の今後さらに町民の生の声を

聞く機会があるのかについてお答えします。 

 現在も各種団体の皆様方からワークショッ

プを通して意見を聞いておりますので、震災

復興対策室からのお声がけだけでなく、各種

団体の皆様方からもワークショップ関連の積

極的なお問合せをいただければ幸いです。 

 次に、４点目のプラン策定の具体的な進捗

状況につきましては、今月下旬には町復旧・

復興本部会議を開き、復旧・復興プランの集

中討議を行う予定としております。 

 この集中討議がまとまった時点で、10月に

は地域での説明会を開催したいと考えており

ます。地域での説明会は旧小学校単位を意識

しておりますが、今後、日程等も含めて検討

させていただきます。 

 最終的には、これらの段階を踏まえた上

で、年内に復旧・復興プランを取りまとめる

ことを計画しておりますので、よろしくお願

いをします。 

 その際、当初から計画に変更などが生じた

場合は、その都度報告をさせていただきます

ので、重ねてお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 

○１番（三浦克欣議員） 再質問よろしいで

すか。 

 タウンミーティングについてですけれど

も、いいのか悪いのか僕も３日間とも参加さ

せていただいたんですが、水対策、トイレ対

策、それからコミュニティの強化ということ

が挙げられていました。 

 私のまず第一印象は、何を聞くためのタウ

ンミーティングだったのか、テーマが少しぼ

んやりしていたように思いました。復旧・復

興プラン策定のためのタウンミーティング。

まず復旧なのか復興なのか、その両方なの

か。開催が８月という時期的にもテーマの設

定が難しかったのかもしれません。 

 また、復興イコールまちづくりですので、

これは10年後、20年後の町の姿なので、先ほ

どもお話がありましたけれども、親子で参加

されている若い方々もおいでましたが、とて

も少なかったように思います。 

 ぜひ今後もっともっと、今、教育長さんか

らもお話がありましたけど、子供たちの意見

をぜひ聞いて、それを反映させてほしいとい



－57－ 

うふうに思います。それが反映されれば、十

数年後にその子供たちがそれを担っているか

もしれません。言った以上、頑張るかもしれ

ないと、そういうふうに思います。 

 言うのは簡単で、大変ですが、それに特化

してプランを練っていくのが震災復興対策室

ですので、ぜひ精力的に取り組んでいただき

たいというふうに思います。 

 また、いつも言うんですが、自力というよ

り、ぜひ災害支援に特化した民間団体の協力

を求めていけばよいというふうに思います。 

 また、アンケート、タウンミーティングで

も感じたのですが、その一番大事なところ、

核の部分を、別にコンサルタントが悪いわけ

ではないんですが、コンサルタントに委ねて

しまうのではなく、本当に中能登にしかない

オリジナルなプランが策定されるよう期待し

ております。 

 私の今回の質問のテーマは、地に足のつい

た中能登スタイルです。先ほどもありました

が、水対策、トイレ対策、コミュニティ対策

など、いわゆる平準化されて被災地全体に当

てはまる計画ではなく、それにプラスして中

能登にしかないプランが策定されるように期

待いたしますが、その辺り、町長、何か考え

を持っているでしょうか。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 いろんなタウンミーティン

グもやりますけど、これから11月には中学校

３年生全部といろんな意見交換をすることに

なっております。その日はまだ決まっており

ませんが、中能登中学の３年生とお話、意見

交換、これからいろんなことを含めてお話を

聞き取りたいなということを思います。 

 今日、お盆に宮下為幸が14、15、16、どこ

へ行ったかというような、どこにおったか、

何しとったがいやというような、今日一般質

問にありましたけど、私はちょうどいろんな

地域へ、12日ぐらいからずっと各地区でお祭

りをやっておりました。来てくださいという

ことで12日ぐらいから春木地区を皮切りに毎

晩ぐらい、17日ぐらいまでずっと回ってきま

した。そういう中で、特に子供たちとか若い

人たちと話す機会がありました。 

 先般も、昨日、おとといか、新庄の曳山の

帰還祭がありました。そのときにちょうど創

修館から新庄まで3.3キロを新庄の皆さんで

運ばれました。引いて。そういう中で、11時

頃に来てくださいよというもんで11時頃に行

きましたがなかなか来んもんで、どうしとる

がいねと聞いたら引っ張っとるんですと言わ

れるもんで、ちょうど小学生の子供たちが十

数人おいでたもんで、みんなちょっとここに

集まれというので、地震について子供たちと

いろんなお話をして、どうしとったというよ

うな、自己紹介から入って、あと簡単な話と

か、子供たちのいろんな意見を聞いたりしま

した。 

子供たちは本当に自分たちが住んでいる地区

を大好きなもんで、いろんな意味で遊び場を

つくってくれということが一番大事でしたけ

ど、古墳公園にこれから整備もするのでまた

行ってよということで言っていましたけど、

ただ子供たちに最後に聞いたときに、みんな

は中能登町に大人になってからおる人って聞

いたんですよ。十一、二人おったんですけ

ど、その子供たちが全員の子が、震災あった

けど中能登町に残りたいと。全部の子供が中

能登町におりたいということが、小学生の子

ですから物心だんだん変わっていけばどうな

るか分かりませんけど、今の気持ちとしては

そういうような答えが返ってきましたので、

できればそういう若い人の、ちょうど今、コ

ロナ禍であってなかなか夏祭りも開かれなか

った時期で、若い人が本当に主体的に、若い

人たちがその地域を盛り上げようということ

で本当に頑張って地域のために、この震災か

ら少しでもにぎやかしさを取り戻したいとい

うことでみんなやっておりましたので、この

ことに関しては、いろんな意味でこれから若
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い人にいろんな意味で支援していかなければ

ならないということを感じたわけです。 

 これからも若い人なりと積極的にお話をし

たり意見交換していくことが重要であること

を感じましたので。 

 彼らは結局、課題があって、それをどう問

題として取り組んで解決するかということを

若い人は言います。例えば人口が今年、中能

登町が50人しか出生しない。今まで50人台で

すけど、それが来年100人できるかというの

は、どこにどういう課題があって、どこに問

題があるかということを突き止めていってく

ださいよというような言い方をするんです

よ。 

 だから、これいいなということで若い人は

将来のことを考えて、課題と問題をしっかり

すみ分けして考えているんだなということを

感じましたので、その辺これから若い人と大

いにこういう震災のことについても話をして

いかなければならないということを感じてお

りました。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 

○１番（三浦克欣議員） ありがとうござい

ます。本当に子供たちの意見を聞いてほしい

なというふうに思います。 

 心理的なというような話もありましたけ

ど、３日やったか４日やったかスポーツセン

ターに給水に行ったときに、親子、若いお父

さんと小さい子供さんが来られて、２人で一

生懸命給水の重たい水を持っているのを見

て、これ絶対子供たちはいい経験しているな

と思いまして。地震があったことで、町長が

おっしゃったように、ふるさとのことを思っ

て、子供たち、また中能登に住みたいという

ふうに思っているのではないかと思うので、

その気持ちを大事にしていきたいなというふ

うに思います。 

 再質問２つ目で、また最後に結の話をさせ

ていただきたいと思います。前回紹介したＮ

ＧＯ、民間災害ボランティアチームですが、

この間も行ってきました。また結かという話

ですが、結のことしか知らないので。 

 いつ行っても必ず刺激を受ける人たちの出

会いがあって、すごくラフな格好をした方が

おいでて、どこから来られたんですかといっ

たら、海からと言って。西岸の横にヨットハ

ーバーがあって、日本を船で一周回っておる

んやけど、台風来たし、そこにヨット止めて

ボランティアに来たんやみたいな、そんな人

とかがおられましてとても楽しいんですが、

私は時間があるのでこのような団体との交

流、つながりがとても大切であるというふう

に考えていて、今私たちも積極的に関わって

関係を築いておいて、日常的に活動しなが

ら、またどこかで災害が起きて、例えば結さ

んが活動を開始したときに、我々もそこに駆

けつける。そこで活動を行う中で経験を積

む。そして、こちらにまた大災害が起きたと

きに、一番につながっている仲間たちが駆け

つけてくれる。そんなつながりの環境をつく

れないかというふうに考えております。 

 また、ボランティア活動に特化した拠点が

必要だとも思いますし、防災士さんが日常的

に活動する場所としての機能も必要です。 

 また、箱物も災害時にはとても必要です。

後の地域スポーツクラブのところでも話しま

すが、その拠点としてカルチャーセンター飛

翔の利活用を提案します。 

 ６月にもお話をしましたが、全て行政が担

うことはできないので、いかに民間団体とつ

ながっていくかが大きな課題となっていると

思います。行政、つまり公的支援と自助、共

助、近助というお話もありましたが、それを

上手につなぎ合わせる何らかの民間団体を立

ち上げるべきであると私は考えます。行政の

ほうでその準備をしていただけないかという

ふうに考えますが、いかがでしょうか。現在

の震災復興対策室がそのまま民間に移行して

いくというのもありかなというふうに思った

りもします。 
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 今回の災害で、民間ボランティア団体との

つながりの実績も含めて、その点について見

解をお聞きいたします。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 能登半島の応急復旧で、多

くの民間企業や民間団体の皆様からご支援を

いただきました。特に支援物資を送っていた

だきました民間企業や民間団体の皆様、そし

て様々な物資を無償で長期間にわたりお借り

することができました。 

 特に団体の皆さんでは、皆さん御存じの台

湾から来られたツーチーの皆さんが65歳以上

の町民の被災を受けた皆様に対し義援金を送

っていただきました。 

 現在、19日、明日、あさってに東京から

OUEN JapanというＮＰＯ法人が来ます。それ

もずっと３月から中能登町へ入っていただい

て、ずっとボランティアで中能登町へ毎月来

て、中能登町のために何かをしたいというこ

とで、初めは二、三社でしたが、19日に来ら

れるのは12社の会社の方が来られます。その

方々は、今の人口減少の問題、企業誘致の問

題、そして水の問題、解決の問題、そういう

こと、定住についてでもそうですが、そうい

う方が東京のほうから、皆さん企業人です。

みんな大きい、大企業の人はおいでませんが

中小企業の社長さんとかそういう人が11人ほ

ど19日においでます。 

 そういう方々がこれから中能登町のために

できるだけのことをしたいということで来ら

れます。中国人の方もおいでます。中国人の

方は、この人は別にＮＰＯ法人を立ち上げて

いて、大連の方なんですが、中国の人の定住

とかそういうことも含めて、中能登町にそう

いう移住者、そして古民家を活用した施策を

したいということを言っておいでますので、

これから少しずつ復旧・復興に向けてそうい

う人たちがおいでるということを含めて、本

当にありがたいなと思います。 

 そのOUEN Japanの代表の方は、前も申し上

げたかも分かりませんが、中能登町上村の

昔、小林酒店がありました。有楽町とかあそ

この親戚で、小林さんというお酒屋さんの方

で、東京大学を出られて住友信託銀行におら

れて、そして退職されてＮＰＯ法人を青山の

ほうに立ち上げまして、その方が最後の恩返

しや、俺100まで──私より１個下なんです

よ。今72歳なんですが、100まで生きて中能

登町に絶対恩返しをするという熱い人なの

で、その方たちが企業人を連れて19日に来ら

れます。 

 いろんな包括的な支援も含めて、これから

考えていかなければならないということを考

えておりますので、またひとつよろしくお願

いしたいと思います。 

 それと、トヨタ自動車さんのほうからも本

当に多大なるご支援、ボランティアも含めて

いただいておりますので、本当に感謝を申し

上げる。ボランティア運営も全部していただ

いたということで、感謝を申し上げたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 

○１番（三浦克欣議員） 今度10月に福祉の

集いで新潟の民間団体の方がおいでることに

なっているようなので、またその方にいろい

ろお聞きしていきたいなというふうに思って

います。 

 また、どんどんプランが膨らんでいくと思

いますので、今回はこれまでにして、次の質

問に移らせていただきます。 

 ２番目ですが、中学校の部活動の地域移行

への進捗状況、そして地域スポーツ文化活動

発展のための総合型地域スポーツクラブ創設

に向けた町としての取組をお尋ねしたいとい

うふうに思います。 

 私は陸上系なので陸上部のお話をすると、

現在、中学校は私の知る限り、中能登ＡＣと

いうクラブチーム化を目指し、コーチ陣も地

域の方々にほぼシフトされつつあり、駅伝チ
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ームの活躍等でも分かるようにスムーズに進

んでいるようように思います。 

 また、短距離中心に、中能登地域にこだわ

らない能登Ｂ.Ａ.Ｃというチームがありまし

て、中能登の子がそのチームで全中陸上で

110メートルハードルに出場しています。 

 部活動については、50年、僕ら本当に子供

のときから日本の部活動文化が根強く浸透し

ている中での地域移行はとても大変ではない

かというふうに思います。また、地域移行は

学校の先生の働き方改革の一つの方策である

とも聞いております。 

 前回の議会で、教育長がその地域移行の発

展的な形として総合型地域スポーツクラブの

創設を考えていると答弁されていましたの

で、その具体的な構想を町民の皆さんにお知

らせするために今回質問いたします。 

 総合型地域スポーツクラブに関し、私も七

尾のＮＡＳＰＯというところに参加しており

まして、週１回、子供から大人まで障害があ

っても高齢者さんでもどなたでも一緒に走ろ

うということでやっております。今、障害の

方と金沢マラソンを目指してやっています

し、70歳の方、ねんりんピックに来月出場す

るので、そのために１万メートルやるので引

っ張ってくれみたいな話も聞いて、一生懸命

やっているところです。 

 そういう地域の生涯スポーツ、文化活動と

いうか、子供から高齢の方まで世代を超えて

スポーツを楽しめる関係を築いていく。ま

た、前回取り上げたアーバンスポーツ、それ

から防災教育的なコンテンツ等もあれば、い

ろいろ横に広がっていけるというふうに思い

ます。 

 ということで、中学校部活動の地域移行の

進捗状況、総合型地域スポーツクラブの創設

の具体的な計画、子供から高齢者、障害のあ

る方までスポーツを通した地域の活性化につ

いてお尋ねいたします。 

○議長（笹川広美議員） 林教育長 

  〔林 大智教育長登壇〕 

○林 大智教育長 三浦議員の総合型地域ス

ポーツクラブ創設に向けてのプランについて

のご質問にお答えします。 

 まず１点目の中学校部活動の地域移行の進

捗状況についてお答えします。 

 文部科学省では、令和５年度から７年度ま

での３か年を休日の部活動を地域に移行する

改革推進期間と定めております。 

 当町では、基本的には令和５年度から、地

域移行可能な部活動を対象に、町のスポーツ

協会に所属する競技団体の指導者の中から部

活動を指導していただく外部指導者を推薦し

ていただき、休日の部活動に当たっていただ

く形で地域移行を進めております。 

 中能登中学校には現在、運動部活が16部、

文化部が３部ありますが、様々な形態で地域

移行が進んでおります。例えば陸上部では、

三浦議員が言われましたように長距離部門と

短距離部門を中心とした競技ごとの２つの地

域クラブでの活動に移行しています。また、

剣道部や柔道部ではジュニア教室と一体とな

った指導が、男子バスケットボールやソフト

テニス部では外部指導者の指導による地域移

行が進んでおります。 

 順次、各部活動の関係者や競技団体と個別

の調整を進めているところであり、令和６年

度中には全ての部活動において休日の部活動

の地域移行を実現することを目標としており

ます。 

 複数の中学校を有する自治体とは異なり、

当町では中学校が一つで、部員の少ない学校

間での調整が不要であるため、県内の他の自

治体と比べ、移行が順調に進んでいるものと

認識しております。 

 また、これまで町スポーツ協会や各競技団

体、部活動顧問、保護者の方々など多くの方

面、関係者のご理解とご協力をいただいてい

ることに、この場を借りて感謝申し上げま

す。 
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 そして、令和８年度には全ての部活動にお

いて平日も含めた完全な地域移行を完了させ

ることを目標としております。 

 次に、２点目の総合型地域スポーツクラブ

の創設の具体的なプランについてですが、部

活動の完全な地域移行に向けて関係各所と協

議を進めていますが、指導者の確保や指導者

の負担、資金調達、一貫したスポーツの振

興、文化振興ができないなど、多くの課題が

挙げられています。 

 こういった課題を解決しながら、なおかつ

中能登町全体のスポーツ振興、文化振興を考

えたときに、総合型地域スポーツクラブの必

要性を感じ、創設に向けて推進していく方針

としました。令和８年度に総合型地域スポー

ツクラブを設立し、令和９年度の運営を目標

としております。 

 総合型地域スポーツクラブでは、いつで

も、どこでも、誰とでも、いつまでもスポー

ツ活動、文化活動を楽しめる環境を整備し、

自主的、主体的な運営を行う地域に根差した

複合型のクラブです。 

 クラブの設立に当たり、中能登町では、自

ら活動を行ってきた団体がより公益的な活動

を展開するために、クラブの創設、運営を目

指す公設民営型のタイプでの設立を目指して

いきます。 

 ジュニアから高齢者までの幅広い年代が気

軽にスポーツに触れることができる環境や、

一貫したサポート体制、種目や年齢、技術レ

ベルなど多様な需要に対応できる持続可能な

体制の整備に向けて、関係各所と連携して推

進していきます。 

 次に、３点目の子供から高齢者までのスポ

ーツを通した地域の活性化でありますが、総

合型地域スポーツクラブは、行政が主導であ

った地域スポーツ振興や地域文化振興の仕組

みを地域の人たちの手で変えていくことを目

的としております。それぞれのニーズに合っ

た活動を提供していくことで、新たなコミュ

ニティの創設や世代間の交流を活性化し、地

域住民の連携、協働によって地域の絆を培

い、地域の再興、創成へとつなげていく体制

づくりを目指していきます。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 

○１番（三浦克欣議員） 中能登町はすごく

コンパクトな町で、中学校も一つ、それから

本当に昔から前も言ったように熱心な大人の

方がおいでて子供たちと一緒にスポーツを行

っているという地域ですので、ぜひ進めてい

ただきたいというふうに思っていまして、今

回、中能登が目指す部活の地域移行を中心に

据えたクラブの創設を目指すということでし

たが、それをやっている自治体が少ないとい

うことをお聞きしまして、前例がないという

常套句の自治体が多い中で、すばらしいチャ

レンジだというふうに思います。いわゆる中

能登スタイル、しっかり推移を見守り、また

応援していきたいというふうに思います。 

 文化部に３つあるというふうに聞いたの

で、そちらのほうもちょっと気になっていた

のですが、時間的に厳しいのでスルーさせて

いただいて、もう一つ最後に再質問したいと

思います。 

 総合型地域スポーツクラブに、先ほど言い

ました中能登スタイルとして、私はユニバー

サルなスポーツを加えたいというふうに考え

ています。例えばアーバンスポーツ、私の推

しはパルクールとスポーツクライミングで

す。 

 ゴールデンエイジというのを御存じでしょ

うか。子供たち、特に９歳から12歳までの３

年間、神経系の発達がほぼ完成し、動きの巧

みさを身につける最も適している年代。しか

も一生のうちでその年代しかないというゴー

ルデンエイジ。パルクール、スポーツクライ

ミングなんか、その年代の子供たちにとって

一番適している種目ではないかというふうに

考えています。 

 つまり、昔の山を走り回ったり木に登った
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りする遊びですね。その拠点を先ほどもあり

ました遊び場、遊具のところにちょっと加え

ていただいて中能登の独自性を出していただ

くという意味で、またカルチャーセンター飛

翔に拠点を置けないかというふうに提案いた

します。 

 おまけにもう一つ、私の推しはボッチャと

いう競技です。パラリンピックの競技にもな

っていて、パリパラも楽しみにしていたので

すが、いつの間にか終わってしまっていまし

た。 

 ここで一言言いたいんですが、オリンピッ

クとパラリンピックは同等の大会で、パラも

オリンピックと同じようにテレビ放送されな

ければなりません。民間では無理でもＮＨＫ

さんには日中も再放送してほしかったのです

が、やっていなかったので少し残念でした。 

 そのボッチャですけれども、これはやった

ことがある人なら分かると思いますが、競技

性、ゲーム性、しかも子供たちからお年寄

り、障害者がみんな競い楽しめるユニバーサ

ルなスポーツです。しかもパラリンピック種

目。 

 中能登スタイル生涯スポーツの中にボッチ

ャ等も取り入れていただきたいのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（笹川広美議員） 林教育長 

○林 大智教育長 総合型地域スポーツクラ

ブは、地域の人たちが主体となって行う活動

となります。地域の方の種目のニーズを把握

し、例えばスケートボードやボルダリングな

どのアーバンスポーツ、それからボッチャや

テニピンなどのユニバーサルスポーツなどが

活動できる新たな環境づくりもこれから検討

していきたいと考えております。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 

○１番（三浦克欣議員） たくさん子供の遊

戯場といってもいろんなところにできてい

て、その中でも独自性、中能登らしさ、中能

登スタイルというものを常に考えながら、総

合型地域スポーツクラブをまた見守っていき

たいというふうに思います。 

 それでは、最後の質問に行きたいと思いま

す。 

 最後に、やはり中能登スタイルの話をした

いというふうに思います。 

 トキの放鳥に向けて、順化ケージ、通告書

にはゲージと書いてあったんですけどケージ

でありまして、よく間違えるらしくて、ゲー

ジは物差しとか線路になってしまうそうで、

線路を引いてどうするんやという話なんです

が、順化ケージの誘致を行ってはどうかとい

う話です。 

 これは、これまでのように農林課が担当と

いうものではなく、中能登町の復興プランの

大きな柱の一つとして町を挙げて取り組んで

はどうかという提案です。 

 先日の新聞紙上で、国の特別天然記念物ト

キの本州初となる放鳥を能登で実施する方向

で環境省が検討。能登半島地震からの復興支

援の一環で、早ければ2026年度にも放鳥する

との記事が載せられました。 

 また、県が６月に策定した創造的復興プラ

ンでは、トキの舞う能登の実現とあります。 

 町内のトキのことに詳しい方によると、ト

キの放鳥にはハードリリースとソフトリリー

スの２種類があり、例えば、いしかわ動物園

等でふ化したひな鳥を佐渡に運んで環境にな

じませるための、いわゆる順化ケージという

施設で慣らして過ごしたトキをまた箱に入れ

て能登に連れてきて解き放つやり方がハード

リリース。順化ケージで訓練して、その環境

になじんだ時点で、そのケージの扉を開け、

外に飛び立つのを待つのがソフトリリース。

どちらがいい方法かは一目瞭然だというふう

に思います。 

 この順化ケージという施設は、現在佐渡に

しかないとのことで、能登で放鳥となると、

佐渡の順化ケージから箱に入れて運んでくる

ハードリリースしか方法がありません。 
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 その方がおっしゃるには、詳しい方がおっ

しゃるには、佐渡ほど立派じゃなくても半分

の大きさでいいので能登にあればトキ放鳥が

飛躍的に進み、トキが能登の里山に再び生息

する可能性が高まるとのことでした。 

 佐渡の半分といっても規模が分かりません

が、分かりやすく言うと、その方からも聞い

たんですが、ゴルフの打ちっ放しのような施

設のもう少し屋根が低いイメージのおりの中

に、ビオトープというか、田んぼとかそうい

うところがあるような施設なんだそうで、画

像があればよかったんですけど、能登にはそ

の半分、私のイメージではバッティングセン

ターぐらいのところかなみたいなイメージだ

ったんですけれども、そういうものがあれば

いいのではないかというふうに思いまして。 

 この構想は、地震がなければ、その話を聞

いても可能性は低いだろうなというふうに考

えていたというふうに思います。 

 能登半島地震の大きなマイナスを少しでも

プラスに変えていく、つまり能登が大きく復

興していく大きなコンテンツになるのではな

いかというふうに思います。 

 宮下町長、僕、古玉議員のように熱く、気

持ちは熱いんですが、この順化ケージなるも

のを県、国、環境省に働きかけ、我が中能登

町に誘致し、能登のトキの野生復帰の拠点と

なり、能登復興のシンボル的な町にしていき

ませんかという提案です。 

 なぜ中能登なのか。中能登以北の６市町の

状況を考えると、中能登がそれに手を挙げら

れる唯一の町ではないでしょうか。町長のご

見解をお聞かせください。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 トキ放鳥に向けて、まず１

点目の当町で順化ケージの誘致を進めてはど

うかについてお答えします。 

 先日の新聞報道により、環境省が能登で本

州初となるトキの放鳥を検討していることが

明らかになったところですが、早ければ2026

年、令和８年度にもトキを放鳥することとな

り、国は2025年度、令和７年度予算の概算要

求に現地調査費を計上する方針とのことで

す。 

 トキ放鳥に当たり、議員が言われるとおり

順化ケージで訓練する方法が適しております

が、順化ケージの設置にはおよそ4,000平方

メートルの土地が必要で、これはレクトピア

パークくらいの広大な土地が必要です。 

 また、トキは繊細な動物であるため、設置

した施設の周辺にも生息環境に配慮が必要で

あります。 

 順化ケージを含めたトキ放鳥に向けての施

設を検討するに当たり、放鳥方法が決定され

る必要がありますが、放鳥は本州では初めて

となるため、施設整備の要否も含めて専門家

の意見を聞きながら決める必要があります。 

 トキ放鳥には地元での様々な準備が必要な

ため、現在、石川県と能登の４市５町、ＪＡ

など関係団体で構成する能登地域トキ放鳥受

入推進協議会で協議を進めており、また、環

境省に対し早期に放鳥方法について示すよう

に要望しております。 

 現段階としては、町として順化ケージの誘

致を進めることは大変難しい状況であると考

えておりますので、ご理解をいただきますよ

うお願いをいたします。 

 また、次に２点目のトキのすむ中能登を復

興まちづくりの大きな柱の一つの特徴として

位置づけてはどうかについてお答えします。 

 トキ放鳥には、冬期間における餌の確保、

安心して子育てができる巣の周りの環境整備

など、トキを放鳥しても問題がないよう環境

を整えていくことが必要です。 

 現在、トキ放鳥環境整備モデル地区として

春木地区が選定され、トキの生息環境整備が

取り組まれておりますが、他の地区へのさら

なる広がりが必要です。 

 トキのすむ中能登、復興のまちづくりの大

きな柱の一つとして特徴づけるには、さらな
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る取組が必要となります。町といたしまして

も、地域住民の方々とトキに対する理解を深

め、地域住民の機運の醸成を図りつつ、農業

者、ＪＡなどの関係団体との連携を取ってい

きたいと考えております。 

 トキ放鳥受入れは、中能登町だけで行うわ

けではありません。世界農業遺産の枠組みを

活用しつつ、石川県をはじめ能登４市５町の

市町が農業者及び関係団体の連携を一層深め

ながら進めたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 

○１番（三浦克欣議員） 難しいということ

は十分承知しておりますが、この構想は10

年、15年計画であるというふうに思っていま

して、先ほどからありますように子供たちの

未来の能登が輝くための投資です。 

 私、現地確認のときにバスの中で、町長の

子供らがどんな能登になってほしいと言った

ら、トキが飛んどる姿を見たいなと子供が言

うとったというの聞いておりまして、これは

使えるというふうに思いましたので、ぜひ。 

 ここは本当に駄目元という言葉が昔からあ

るんですが、一生懸命訴え続ければ、10年

後、15年後には実現するのではないかという

ふうに思いますので。でもこれがもし実現し

たら、別に中能登でなくてもいいんですが、

能登のトキ生息の拠点になれますし、順化ケ

ージを設置することで地域環境整備への意識

が変わり、先ほどＪＡとか農家の方の意識と

いうふうに言っておいでましたけど、環境保

護に向けての推進力が増していくというふう

にも思いますし、トキが生息することで、ま

ずお米のブランド化が図れる。そして農業の

活性化につながります。 

 私も東京へ行って、学生のインターンか何

かを募集するときに、横に佐渡の方と中能登

の方が並んでいて、佐渡は、トキの国、トキ

の国に皆さん来ませんかと言っていて、うち

はお米作りに来ませんかという感じで、イン

パクトから言うと、僕がそこにいたら佐渡へ

行くやろうなみたいなことも思っていました

ので、トキは本当に大きなコンテンツ。 

 それから、人を呼ぶことができる。これが

一番大きいというふうに思います。おにぎり

の会の会長が、トキをだしにするな、トキが

かわいそうやというふうな声もあったんです

が、言い方を変えて、トキが舞っていたら、

そこに自然と人は集まってくるのではないか

というふうに思います。これは地域の夢では

ないでしょうか。 

 最後に、再度お聞きしたいと思います。お

願いします。 

○議長（笹川広美議員） 何を聞かれます

か。 

○１番（三浦克欣議員） 町長として、誘致

に向けて取り組む姿勢を示さないのかという

ところ、確認をさせていただきます。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 

○宮下為幸町長 順化ケージ、一回、私もト

キ放鳥のトキが佐渡島に500羽飛んでいると

いうことで、テレビで半年以上前かな、何か

そういう放送をやっておりました。トキを育

てるということは非常に大変なんですよ。小

さいときから飛び立つまで人間と一緒に走る

んです。人間と一緒に走って、そしてトキが

飛び立つまで世話をしなくてはならないとい

うことでなかなか管理が難しい。 

 順化ケージ的なものを造ってもらうときに

は、どこか辰口動物園の周辺に県にでも造っ

てもらって、それで飼育をしていくというふ

うにやらないと、この辺であの仕事をすると

いうことになると、かなりの人も要ります

し、なかなか大変な作業だと思いますので、

また県のほうへ言っても、おまえ何言うとる

がやと言われるかも分かりませんが、こうい

うことを議会から出ていましたということは

またお伝えしておきますので、よろしくお願

いします。 

○議長（笹川広美議員） 三浦議員 
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○１番（三浦克欣議員） 分かりました。お

願いします。僕もいろんなところで、また主

張したいと思います。 

 あと最後に、またサッカーの話をして申し

訳ないですけど、サッカーを詳しく解説して

くれるユーチューバーがいまして、最近よく

見るんですが、その人が能登の災害をいろい

ろ能登一周してきたものを配信しておりまし

て、いろいろ回った夕方、確かに鹿島バイパ

スから眉丈山を背景とする田園風景が写って

いまして、その方は２万人ぐらいフォロワー

さんがおいでるらしいけど、みんなこれが能

登やぞ、見てこの風景、すばらしいといっ

て、みんな何かしようやみたいなことをコメ

ントされていて、とても感動していたんです

けど。本当に海とか山とか見附島とか朝市と

かじゃなくて、中能登の風景を見て、これが

能登やぞ、みんなみたいなことで言っておい

でたので、すごく感動して、そこにトキが舞

っていればというふうに思いました。 

 トキの学名はニッポニアニッポンなんです

よね。キャッチコピーですが、トキスタイル

ラブでいきたいなというふうに思っておりま

す。 

 それも含めて、中能登復旧・復興プラン、

楽しみにしておりますので、また12月に質問

したいと思います。 

 ということで、私の一般質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

○議長（笹川広美議員） 続いて、12番 坂

井幸雄議員 

 坂井議員、着席のまま質問していただいて

結構ですので。 

  〔12番（坂井幸雄議員）登壇〕 

○12番（坂井幸雄議員） 今までの議員の人

は、みんな若者の希望とか連絡協議会とかと

いう希望ですけど、私は高齢者でありますの

で、後ろを向いた話かもしれませんが、ひと

つよろしくお願いいたします。 

 高齢者の現状と、健康に暮らすための施策

についてであります。 

 最初に３点あるんですけど、連続して言い

ます。 

 中能登町高齢者の現状をどのように把握し

ているのか。後期高齢者の健康診断受診率の

現状と受診に向けた施策についてどのように

考えておるのか。 

 高齢者が地域で生き生きと暮らすために、

生きがいづくりの施策と現状の将来の展望に

ついてお聞きしたいと思います。 

 私も住民健診で、行政庁舎であったんです

けど、そのときに引っかかりまして、大きな

総合病院で診てもらえばいいということで行

ったんですけど、大きな病院ではいろいろと

内臓のがんが発生していて３か月も入院して

おりました。そのためになかなか歩くことが

ままならぬようになりまして、ベッドに寝た

きりになった場合にはある程度散歩をすれば

いいんじゃないかという自分の経験でありま

す。 

 これも去年ですか、おととしですか、行政

センターで住民健診がありまして、そのとき

に疑いがあるということで総合病院で診ても

らっていったわけですが、そのときに総合病

院では、これは大変です、内臓疾患ですよと

いうことで３か月ほど入院しました。そのと

きには皆さんにご迷惑をおかけしたかもしれ

ませんが、よろしくお願いします。 

 それでは３点ばかりお願いします。 

 中能登町の高齢者の現状をどのように把握

しているか、分析しているか、１点目です。 

 後期高齢者の健康診断受診率の現状と、受

診向上に向けた施策についてどのように考え

ておるか。 

 高齢者が地域で生き生きと健康で暮らすた

めに、どのような現状に向かっているのか。 

 この３点について、とにかく最初お願いい

たしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（笹川広美議員） 宮下町長 
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  〔宮下為幸町長登壇〕 

○宮下為幸町長 高齢者の現状と健康に暮ら

すための施策について、まず１点目の高齢化

の現状についてどのような把握と分析をして

いるかについて、ご質問にお答えします。 

 当町における総人口は令和６年４月１日現

在で１万6,742人であり、年々減少していま

す。また、65歳以上の高齢者人口は6,303人

で、令和５年度をピークに少しずつ減少して

いますが、高齢化率は37.6％と年々上昇し続

けています。将来推計では、令和32年時点で

の総人口は9,640人まで減少し、その一方で

高齢化率は47.2％にまで上昇すると推計され

ています。 

 なお、当町の出生数は合併時の平成17年で

は年間135人でしたが、令和５年では58人と

なっており、少子化の進行も深刻な状況であ

ります。 

 医療や介護などの社会保障制度や社会経済

は現役世代によって支えられていることを思

うと、このような少子・高齢化の進行によっ

て労働力人口が加速的に減少することで、社

会全体の担い手不足や現役世代への負担の増

大など多大な影響を及ぼすと思われます。 

 次に、２点目の後期高齢者健康診査受診率

の現状と受診率向上に向けた施策についてど

のように考えているかについてお答えしま

す。 

 後期高齢者健診受診率は、令和３年度で

17.2％、令和４年度で20.1％、令和５年度で

21.2％と少しずつ増えておりますが、２割程

度にとどまっており、石川県の平均よりも低

い状況にあります。 

 これまで健診未受診者へは、はがきによる

個別勧奨や地域のサロンなどの健康講座にお

いて健診の必要性を伝え、受診を促してきま

した。 

 さらなる受診率向上に向け、保健事業と介

護予防の一体的実施の取組を通し、今年度か

らはこれまで医療や健診を受けたことのない

高齢者への受診勧奨を訪問や電話などによっ

て行っております。 

 高齢者の心身の健康の保持、増進のために

も、１年に一度の健診は大切であり、今後も

受診率向上に努めてまいります。 

 最後に、３点目の高齢者が地域で生き生き

と健康に暮らすための生きがいづくりの施策

の現状と将来の展望についてどのように考え

ているかにお答えします。 

 町では、高齢者の方々に対し、生きがいづ

くりや社会参加、介護予防の取組を推進する

施策として、地域の出前講座などを通じ、学

びの場を提供したり、老人クラブやボランテ

ィア団体などの活動を活性化するために支援

を行っております。また、要支援、要介護状

態にならないためにも、フレイル予防教室の

実施や、地域のつながりサロンなどの地域住

民の主体的な介護予防の取組を応援しており

ます。 

 幾つになっても地域社会とのつながり、社

会的役割を持つことは、生きがいや介護予防

につながると言われています。町民の皆様に

おかれましては、まずは心身の健康を維持し

ていただくこと、そして仕事を続けたり、趣

味を楽しんだり、ボランティア活動を通じて

地域社会とのコミュニケーションを大切にし

て、心の豊かさや生きがいを持ち続けること

を心がけていただきますようお願いをいたし

ます。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 坂井議員 

○12番（坂井幸雄議員） 昨日ですか今日で

すか、防災無線で健康診断の案内があったん

ですけど、再度、議会の場で報告をお願いし

たいと思うんですけど、よろしくお願いしま

す。 

 防災無線でやっていました。10月、11月の

健康診断がありますということで、皆さんが

ぜひとも受診してくださいというような防災

無線でございましたが、もう一度確認したい
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と思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（笹川広美議員） 山辺健康保険課長 

  〔山辺浩久健康保険課長登壇〕 

○山辺浩久健康保険課長 坂井議員の再質問

にお答えいたします。 

 告知端末のほうでもお知らせをしておりま

すけれども、11月まで集団健診のほうを行っ

ておりまして、予約制ですので予約に余裕が

ある日程から予約をしていただくようにとい

うことでお知らせをしております。あわせま

して、個別の医療機関での健診もできますの

で、併せてお知らせをしているところです。 

 町でできるのは、健診を受けていただくた

めの接種の勧奨はさせていただくんですけ

ど、強制はできないので、できるだけ年に一

度の健診をまずしていただく。健診をしてい

ただいて、健康であればそれでいいですし、

何か見つかったら早期に治療していただくと

いうことをお願いしておりますので、また引

き続き周知を図っていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（笹川広美議員） 坂井議員 

○12番（坂井幸雄議員） 防災無線で再度ま

た募集の要項を放送していただきたいと思い

ます。そうすれば、志のある方はあえて、あ

えてというのはおかしいけど、健診を受ける

と思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 これで終わります。ありがとうございまし

た。 

 

 ◎散   会 

○議長（笹川広美議員） 以上で本日の日程

は終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会します。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時35分 散会 
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  ○議事日程（第３号） 

    令和６年９月20日  午後３時00分開議 

 

   日程第１ 議案第20号 中能登町災害対策基金条例の制定について 

 

        議案第21号 中能登町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 

              について 

 

        議案第22号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関 

              する法律等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係条例の 

              整備に関する条例について 

 

        議案第23号 令和６年度中能登町一般会計補正予算 

 

        議案第24号 令和６年度中能登町介護保険特別会計補正予算 

 

        議案第25号 令和６年度中能登町国民健康保険特別会計補正予算 

 

        議案第26号 令和６年度中能登町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算 

 

        議案第27号 令和６年度中能登町水道事業会計補正予算 

 

        議案第28号 令和６年度中能登町下水道事業会計補正予算 

 

        議案第29号 中能登町過疎地域持続的発展計画の変更について 

 

        認定第１号 令和５年度中能登町一般会計歳入歳出決算認定について 

 

        認定第２号 令和５年度中能登町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

              ついて 

 

        認定第３号 令和５年度中能登町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 

        認定第４号 令和５年度中能登町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

              いて 

 

        認定第５号 令和５年度中能登町分譲宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定 

              について 

 

        認定第６号 令和５年度中能登町ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算認 
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              定について 

 

        認定第７号 令和５年度中能登町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

 

        認定第８号 令和５年度中能登町下水道事業会計歳入歳出決算認定について 

 

                           （委員長報告・質疑・討論・採決） 

 

 



－72－ 

           午後３時00分 開議 

 

 ◎開   議 

○議長（笹川広美議員） ご苦労さまです。 

 ５番 澤 良一議員と８番 林 真弥議員

から、ともに入院のため欠席届が提出されて

いますので、報告します。 

 ただいまの出席議員数は９名です。 

 よって、会議の定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

 

 ◎各常任委員会委員長報告 

○議長（笹川広美議員） 日程第１ 

 これより、本定例会議から付託をしており

ました議案第20号から議案第29号まで及び認

定第１号から認定第８号までを一括して議題

といたします。 

 以上の案件に関し、各委員会における審査

の過程及び結果について各常任委員会委員長

の報告を求めます。 

 最初に、総務建設常任委員会 甲部昭夫委

員長 

  〔総務建設常任委員会委員長（甲部昭夫 

   議員）登壇〕 

○総務建設常任委員会委員長（甲部昭夫議

員） 総務建設常任委員会における審査の過

程並びに結果についてご報告いたします。 

 今定例会議で付託されました案件は、議案

４件であり、執行部からの説明を求め、慎重

に審査をいたしました。 

 付託されました議案４件についての質疑、

意見などは、特にございませんでした。 

 討論、採決の結果、当委員会に付託されま

した議案４件では、議案第20号から議案第22

号は全会一致で可決、議案第29号の過疎地域

持続的発展計画の変更については賛成多数で

可決いたしました。 

 なお、今回報告いたしました結果につきま

しては、お手元に配付済みの委員会審査報告

書のとおりであります。 

 以上で総務建設常任委員会からの審査結果

の報告を終わります。 

 以上です。 

○議長（笹川広美議員） 次に、予算決算常

任委員会 南 昭榮委員長 

  〔予算決算常任委員会委員長（南 昭榮 
   議員）登壇〕 

○予算決算常任委員会委員長（南 昭榮議

員） 予算決算常任委員会の委員長報告をい

たします。 

 予算決算常任委員会における審査の過程並

びに結果についてご報告いたします。 

 まず、今定例会議で付託されました補正予

算に係る案件は議案６件であり、執行部から

の説明を求め、慎重に審査をいたしました。 

 審査の過程における質疑、意見など、主な

ものについて申し上げます。 

 議案第23号 令和６年度中能登町一般会計

補正予算について、歳出、第３款民生費、老

人福祉費の工事請負費650万円及び施設の状

況について質疑があり、執行部からは、デイ

サービスセンターひまわりの外壁のひび割れ

修繕と併せて、外壁全体の耐久化を図るため

の塗装も行うものである。また、施設の状況

について、現在、利用者数は安定しており、

今後の事業継続について必要な支援を検討し

ていくとの説明を受けました。 

 次に、第４款衛生費、感染症予防事業の委

託料3,660万3,000円について説明を求めたと

ころ、新型コロナワクチンが定期接種化とな

り、65歳以上の方を対象に年１回の接種とな

ったが、接種単価が当初の7,000円から１万

5,300円と大幅に増額したことから、増額分

の8,300円、対象者4,410名分を計上したもの

で、来月、10月１日から来年１月31日の４か

月間にわたり個別接種が実施され、接種され

る方の自己負担額は2,000円であるとの説明

を受けました。 
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 以上、付託を受けた補正予算に係る議案６

件は、全会一致で可決いたしました。 

 続いて、決算認定における審査の過程並び

に結果について報告します。 

 今定例会議で付託されました決算認定に係

る案件は、令和５年度中能登町一般会計歳入

歳出決算並びに各特別会計決算、水道及び下

水道事業会計決算認定の８件であり、９月10

日、11日、12日の３日間にかけて委員会を開

催して審査を行い、12日の午前中は現地確認

を行いました。 

 全体指摘事項として、次のようにまとめま

した。 

 令和６年能登半島地震では、中能登町もこ

れまでにない甚大な被害を受け、復旧・復興

への道のりは長く険しいものと推察する。災

害復旧費等における財源は、国・県支出金、

財政調整基金となっているが、事後において

特別交付税や国庫支出金で補塡される状況が

見てとれ、財源の見通しが不確定な状況での

予算計上であったことがうかがえる。 

 また、震災の影響により多くの事業が繰越

しを余儀なくされ、依然として燃料価格の高

騰による経済への影響、加速化する人口減少

など、先行き不透明な状況は以前よりも増す

ことが想定されることから、さらに厳しい財

政運営が懸念され、その対応が強く求められ

ている。 

 今後、補正予算の精度を高め、限られた財

源の中で創意工夫を凝らした質の高い行財政

運営・健全化などに努め、将来を見据えた持

続可能な財務体質の保持に積極的に取り組

み、当委員会での審査の過程における指摘、

意見、要望事項を踏まえ、今後の予算編成に

つなげていくことを求める。 

 それでは、審査の過程における質疑、意見

など主なものについて報告いたします。 

 一般会計令和５年度決算総括において、翌

年度へ繰り越すべき額２億8,566万2,000円の

主な要因について質疑があり、執行部から

は、約８割が震災によるもので、残りの２割

は国や県の補助事業などであるとの説明を受

けました。 

 次に、一般会計令和５年度決算における災

害関連の経費の割合について質疑があり、執

行部からは、一般会計の歳出決算額108億

8,675万8,000円のうち災害関連経費が８億

8,709万2,000円となり、率にして7.43％であ

るとの説明を受けました。 

 次に、歳出において、第２款総務費、広報

公聴事業の町公式ＬＩＮＥなどを活用したさ

らなる情報発信について質疑があり、執行部

からは、町公式ＬＩＮＥについて、令和５年

度は総務課で操作をしていたが、令和６年度

からは各課で行事案内やお知らせなどをＬＩ

ＮＥに連携させる操作となったため、今後は

ホームページだけでなく町公式ＬＩＮＥでも

情報発信に活用していくとの説明を受けまし

た。 

 次に、同じく総務費、駅施設管理費の有効

活用について質疑があり、執行部からは、能

登部駅では震災により被害を受けた方への心

のケアの活動で利用していただいており、能

登二宮駅と金丸駅では織物関係や季節ごとの

飾りつけをしているとの説明を受けました。 

 委員からは、活用されていない駅の施設を

地域コミュニティーとして利用する考えはあ

るかと質疑があり、執行部からは、ＪＲと協

議するなど利用者が増えるよう検討していき

たいとの説明がありました。 

 次に、第３款民生費、社会福祉事業のひき

こもり支援体制構築加速化事業585万円につ

いて、ひきこもり、不登校対応件数が令和４

年度に比べ約４倍と増えているが、今後の事

業について質疑があり、執行部からは、相談

窓口の周知が広がったことにより相談件数も

増えたとのことで、今後は周知をさらに続け

ていき、必要な方への支援や居場所の提供、

ご家族の情報交換の場や就労の場など、要望

する生活が送れるよう支援をしていきたいと
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の説明を受けました。 

 次に、同じく民生費、福祉医療費支給事業

の子ども医療費助成事業について、令和５年

度は令和４年度に比べ約1,000万円の増額と

なっているが、その原因と対策について質疑

があり、執行部からは、３年間ほどコロナ禍

の影響によりインフルエンザが蔓延しない状

態であったが、令和５年度は流行したことか

ら医療にかかる方が増えたことが原因の一つ

と考えており、また対策については、予防接

種の周知、啓蒙を例年どおり行っていく。ま

た、コロナ禍以前の医療費と比較しても令和

５年度の医療費と同等の金額であるとの説明

を受けました。 

 次に、第６款農林水産業費、繰越明許林業

振興費の間伐材利用商品等購入事業につい

て、町の木材を利用しつくられたものか、ま

た、特産品としての計画はあるかと質疑があ

り、執行部からは、町内保育園及び初誕生の

お子さんへ記念品として配布したもので、材

料は県内産のものを使用し、県内の業者に依

頼し積み木を作製したもので、町内産のもの

ではないため特産品としての利用は難しいと

考えられるとの説明を受けました。 

 委員からは、木のぬくもりが感じられる商

品は子供たちにとってよい刺激となると思わ

れるため、より活用していけるような方法を

考えてほしいとの意見がありました。 

 次に、第７款商工費、商工振興事業費の能

登上布会館で制作されている商品の販路につ

いて質疑があり、執行部からは、能登上布振

興協議会へ指定管理業務を委託しており、制

作する方も減っているため制作布も令和４年

度に比べ10反と減ってはいるが、官民連携の

テクシるのオンラインサイトや能登上布会館

のホームページで情報発信しているとの説明

を受けました。 

 同じく、商工振興事業費の織物デザインセ

ンター事業で町が保有しているデザインの利

用状況について質疑があり、執行部からは、

町と宇仁繊維株式会社が連携し事業を進めて

おり、商品開発の際にデザインを有効活用で

きないかアピールしているとの説明を受けま

した。 

 委員からは、特定の団体だけではなく、町

外にも発信し有効に活用してほしいとの意見

がありました。 

 次に、第８款土木費、河川総務費の地区防

災マップ作成事業94万6,000円について、現

在の取組では１年で１地区の実施であり、町

内全地区の防災マップを作成するにはかなり

の年数を要することとなるが、今後の計画に

ついて質疑があり、執行部からは、今回の震

災を受けたことから、国の補助事業であるた

め県と協議し進めていきたいとの説明を受け

ました。 

 次に、第９款防災費、防災対策費の地域防

災組織リーダー育成事業、防災士の強化につ

いて質疑があり、執行部からは、各地区を中

心に防災士を含めた自主防災組織をさらに強

化していただくよう支援していきたいとの説

明を受けました。 

 次に、第10款教育費、社会教育費の生涯学

習施設で、現在ふるさと創修館の図書室及び

カルチャーセンター飛翔全館が閉館となって

いることから今後の利用について質疑があ

り、執行部からは、ふるさと創修館は震災に

おいてトイレの下水道排水管が故障し、空調

設備の燃料地下タンクも修繕を要する。ま

た、カルチャーセンター飛翔の図書室におい

ても現在検討しているが、早急な開館は難し

いと考えている。なお、復興対策室の町民ア

ンケートの中にも子供の遊び場をつくってほ

しいという意見があったことを踏まえ、復旧

の見通しが立てば、道路・公園包括管理等Ｐ

ＦＩ事業において再度検討し進めていきたい

と考えていると説明を受けました。 

 以上、主な質疑、意見などであります。 

 それでは、審査の結果について報告いたし

ます。 



－75－ 

 付託を受けました認定第１号から認定第８

号の認定８件、一般会計歳入歳出決算認定、

各特別会計並びに水道及び下水道事業の歳入

歳出決算認定は、全会一致でそれぞれ認定を

いたしました。 

 最後に、報告いたしました結果につきまし

ては、お手元に配付済みの委員会審査報告書

のとおりであります。 

 以上で予算決算常任委員会からの報告を終

わります。 

○議長（笹川広美議員） 以上で各常任委員

会の委員長報告が終わりました。 

 

 ◎質   疑 

○議長（笹川広美議員） これより、各委員

長報告に対する質疑を一括して行います。 

 質疑はありませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ないようでありま

す。 

 これで質疑を終結いたします。 

 

 ◎討論、採決 

○議長（笹川広美議員） これより、議案第

20号から議案第29号まで及び認定第１号から

認定第８号までについて一括して討論を行い

ます。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。ご

ざいませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） 次に、原案に賛成

者の発言を許します。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ほかに討論はあり

ませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（笹川広美議員） ないようでありま

す。 

 以上で討論を終結します。 

 これより、採決を行います。 

 議案第20号 中能登町災害対策基金条例の

制定について採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第20号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第21号

 中能登町情報通信技術を活用した行政の推

進に関する条例の制定について採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第21号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第22号

 行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律等の一部を改

正する法律の一部の施行に伴う関係条例の整

備に関する条例について採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 



－76－ 

 よって、議案第22号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第23号

 令和６年度中能登町一般会計補正予算につ

いて採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第23号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（笹川広美議員） 次に、 

 議案第24号 令和６年度中能登町介護保険

特別会計補正予算 

 議案第25号 令和６年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算 

 議案第26号 令和６年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算 

 議案第27号 令和６年度中能登町水道事業

会計補正予算 

 議案第28号 令和６年度中能登町下水道事

業会計補正予算 

 以上の議案５件について一括して採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第24号から議案第28号は、原

案のとおり可決されました。 

 

○議長（笹川広美議員） 次に、議案第29号

 中能登町過疎地域持続的発展計画の変更に

ついて採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り可決であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、議案第29号は、原案のとおり可決

されました。 

 

○議長（笹川広美議員） 次に、 

 認定第１号 令和５年度中能登町一般会計

歳入歳出決算認定について 

 認定第２号 令和５年度中能登町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第３号 令和５年度中能登町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第４号 令和５年度中能登町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第５号 令和５年度中能登町分譲宅地

造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 認定第６号 令和５年度中能登町ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 認定第７号 令和５年度中能登町水道事業

会計歳入歳出決算認定について 

 認定第８号 令和５年度中能登町下水道事

業会計歳入歳出決算認定について 

 以上の認定８件を一括して採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案のとお

り認定であります。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 
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○議長（笹川広美議員） 起立全員でありま

す。 

 よって、認定第１号から認定第８号は、原

案のとおり認定されました。 

 

 ◎散   会 

○議長（笹川広美議員） 以上で、本定例会

議に付議をされました議案の審議は全て終了

いたしました。 

 これをもって、令和６年度中能登町議会９

月定例会議を散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時31分 散会 
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